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この だ び は 、 コナ ミ の EC701 日 本 語 ワ ー ド プロ セッ 
サカ ー ト リッ ジ を お 買い 上 げ い た だ き 、 まこ と に あり が と う ご 
ざい ます 。 | 


EC701 は MSX シ ステ ム で ご 利用 いた だ 〈 日 本 語 ワ ー 
プロ ソフ ト で す 。 小 き な プロ グラ ム ・ カ ー ト リッ ジ の 中 に 、 
充実 し た 辞書 機能 、 本 格 的 な 編集 機能 を 備え て いる の 
で 、 家 庭 や 職場 で の 文書 作り に 活躍 し ます 。 


癌 作 は メニ ュ 方 式 で すか ら 、 必 要 な 機能 を 簡単 に 選ぶ 
こと が で きま す 。 さ きら に 、 ヘ ルプ 機能 が 用 意 き れ て いる の 
で 、 操作 を 忘れ て も 、 ど の キー を 押し た ら よ いか が すぐ で わ 
か る 親切 設計 で す 。 「 
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毅 黄 凛 次 商 次 食 食 食 黄 座 人 次 次 座 仙 次 食 女 次 谷 区 傘 全島 交 婦 合せ (140) 


内 蔵 句 ー」 


お まっ と さん で し た ! 
の 到来 を 告げ る 胃 だ よ り を 横目 に 、 今 年 も 選 例 の スキ ー ツ アー を 実施 し ます 。 


Xs ニ 野 きも 、 ト 下手 も 上 手 も 、 を いも 若き も きっ と ご 江上 呈 四 須 :I い だ だ の 目 の に う 2 財 記 
ねり に ね っ た 企画 の 総 攻撃 ! ! 


さあ 、 あ な た は この 集中 砲火 に どこ まで 耐え られ る か ? 


まで は 帰れ な い 」 スキ ギー 室 
まき GII の が n 販 


25 ジ ダー ラ イ 
3 きも だ めし 


な ど な ど 迫力 満点 の 企画 が あな ち た を お 待ち し て お り ま す 。 今 年 は 申し 込み が 組 別 し そ 
うな の で 、 先 を 当 っ て お 申し こと みく だ さい 


12/26 や 。!2/28 


募集 人 員 20 人 まで (先着 順 ) 


ー- 日 常 漢字 (91) 


12 月 5 日 
制作 ・ 近 上 可 ま で 
(内 線 300 番 ) 










この 使用 説明 書 の 読み か た 


- の 合用 説 明 書 の あら まし を 下記 の 表 に まとめ て あり ます 。 あ な た の 経験 や 必要 に 合わ せ て ご 利用 くだ きい 。 本 員 の 


マーク の 意味 は 次 の と お り で す 。 
〇 O……… 使う 前 に 必ず お 読み くだ さい 。 | : 
OO" 知っ て ち おく と 便利 な こと が 書い て あり ます 。 順番 通 9 に 読む 必要 は あり ませ ん 。 1 


みみ ……… 必 要 に 応じ て お 読み (くださ 


Je 村野 , | この ソフ ト を 使用 す る 前 に 必要 な 準備 や 周辺 機器 の 接続 、 操 
0 の で 作 の 始め か た と 終わ りか た に つい て の 説明 で す 。 


eu 、 | 簡単 な 文 意 を 書き な が ら 、 こ の ソフ ト の 茶 本 的 な 操作 を 説明 [ 細 
まず 、 文章 を 書い て み ま し ょ う | 六 
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し ます 。 















PART 3 


文書 作成 の 基本 に な る キー ボー ド の 使い か た や キー の は た 


らき 、 こ の ソフ ト で 書け る 文字 の 種類 や 書き か た の 説明 で す 。 








PART 4 


この ソフ ト の 画 画 、 カ ー ソ ル の 動き 、 文 書 作 成 の な が れ な 中 
知っ て お きた いこ と 動き 書 作 


を 説明 し ま ] 











PART 5 


この ソフ ト の 機 の 使い か だ ae ん 
美しい 文書 作り を めざし て 機 # | > を 説明 し ます 必要 な と みろ を 


末 書 的 に ち 使 いく だ きい 。 
印刷 彩 式 の 指定 の し か た 、 印 刷 
で す 。 


PART 6 
印刷 し まし ょ う 







この ソフ ト で 作っ た 文書 れ フ ロッ ピ デ ィ スク や カセ ッ ト テ ー 
プ へ 保存 する 方 法 の 説明 で す 。 ' 





文書 や 辞書 の 保存 と 呼出 








ら 、 他 の と ころ を お 読み くだ さい 。 
* 最初 か ら 順 番 に 読む 必要 は あり ませ ん 。PART1 と PAR/ 
を 書い て 印刷 する こと が で きま す 。 る その 他 の と ころ は 、 必 要 
MSX パ ッ コ ン の 経験 者 は 、PART3 に 関し て は 特に 
に 応じ て ご 利用 くだ きい 。 






の 信者 の 記 み の た 












| 表 有 上 の 約束 


7 
層 M 
い この 使用 説明 書 に は 表記 上 て 次 の 約束 事 か ぁ りき まず 。 
記号 の 意味 < 欠 この 記号 の 前 に 書 ヵ 
= 画 * 和 れ * か | 財 突 」 * 
に て あり ょ ます て いた 内 容 に 関連 の ある 情報 や 、 覚 えて お く と 便利 な こと が 


注意 や 禁 ミ 
* 才 信条 時事 項 に つい て 書い て ある の で 、 必 読み くだ きい 。 






コトー に 欄 数 の や 記号 が 書か れ て いる 場合 は 全て を 書く と 分 か り に くい の 
、 操 作 の 説明 に 必要 な 部 分 だ け を 表記 し て いま す 。 









. 請 キー を 押す と き の 表 記 必 そ の 由 十 iESI DCCEAGO20CoGOp つ Go キー と キー の 間 に 「 二 」 の し る し が ある と き は 、 

前 | 左 の キー を 押し な が ら 、 右 の キー を 押 お あら ぃ うぅ 
意味 で す 。 

[QI 8 0525GO0GC980 の GOOODoO キー が 並ん で いる と き は 、 左 の キー か ら 順 番 に 


押す と いう 意味 で す 。 


取扱 い 上 で 注意 する 貞 


謗 記 MM いい 9 だ め 1 に 次 りさ 





。 林 体 に 接続 し た り 、 取 り は ず す と き は 、 
必ず 電源 を OFF に し て くだ さい 。 和 源 
と 入れ た まま お こ な う と 、MSX 本 体 が 
故障 し た り 、 プロ グラ ム の 内 容 が こわ 
る お ぉ それ が あり ます 。 








ん カー トリ ッ ジ の 端子 部 に は 、 絶 対 に 手 を 


触れ な いで て だ さい 。 





到 磁 石 な と 磁力 線 を 出す も の は 、 絶 対 に 近 
づけ な いで いく SGSUUD 


廊 カ ー ト リッ ジ は 高温 や 湿気 、 ホ コリ に 育 
い の で 、 そ の よう な 場所 に 放置 し な いで 
〈 だ さる >。 


支 カ ー ト リッ ジ を 分 解 し な いで くだ さい 。 














人 発作 の 深作 や 洗剤 、 あ る い は 水分 を 合 
ん だ 布 な と て 拭 か な いで くだ きい 


0 取扱 の き 意 
















この 章 の 内 容 

和 め 要 な 装置 ・10 

あれ ば 便利 な 装置 ・11 
接続 の し か た ・12 
始め か だ ・13 

固 面 全 部 の 呼び か だ ・15 
終わ りか だ ・16 



















ミミ ニー ニー ニー ニー ニーーーー ーー お 
必要 な 装置 


お 手持 ちの M S X パ ソコ ン を 日 本 語 ワ ー プ ロ と し て 使う だ た め に は 、 この 日 本 語 = 
ド プ ロ セ ッ サ カー トリ ッ ジ (以下 、 プ ログ ラム カー トリ ッ ジ と いい まき ます) と 付 司 の 湿 
字 ROM カ ー ト リッ ジ の 他 に 、 以 下 の 装 置 が 必要 で す 。 


この ソフ ト を 動 か す 頭脳 し し て は た らき ます 。 





MSX 本 体 ( NN よし て は か 
を 16 K B 以 上 の R AM 容量 が 必要 で す 。 
プロ グラ ムカ ー ト リッ ジ と 漢字 ROM カ ー ト リッ ジ の 両方 を 取り つけ る た め 、 が カー 
トリ ッ ジ 用 スロ ッ ト が 1 つの も 5 の で は 使え ませ ん 。 
ルン ピ 
ァ レ ビ の 画面 に 文字 を 書い て 、 文 書 を 作っ て い 
き ま 丁 。 途中 の 操作 に 必要 な 指示 な ども 画面 に 
大 6 で し ォ す 
ア の 52 バツ ュ ン が 衣 * テレ ビ の 画面 に 1 行 30 文 字 ま で 表示 きせ る 
- と が で きま す 。 こ の 場合 、 テ ナ ロ グ RGB 浴 子 (21 ピ ン ) 付 の カレ ピ 以 は 
字 が 不 魚 列 所 り 
プリ ンタ 


作っ た 文書 を 紙 に 印刷 し ます 。 





< 稼 。 こ の フト て 使用 で き る の は 次 の 3 種類 の プリ ンタ て す 。 
MSXーA……MSX 仕 様 の プリ ンタ で 1 行 に 最大 1120 ド ビッド ト 印字 びあ お 
eMSXーB-…-MSX 仕 様 の プリ ンタ で 1 行 に 最大 1280 ド ッ ト 印 字 で き お 恩 
ESC ン PESC ン 仕様 の プリ ンタ 。 


プリ ンタ に 付属 の 説明 書 で 、 イ メー ジ プ リ ント 1 行 に 印字 で きる 最大 の ドッ ト 数 を 
か め て くだ さい 。 


上 記 及 外 の プリ ンタ は 使え ませ ん 。 詳 し く は 、 付 属 の 説明 書 ま た は 販売 店 で 鈴 か めど 
(きれ 。 


ーーー- ーー ーー 一 
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7 放り 



















あれ ば 便利 な 装置 


プログラム カート リッ ジ に は 、 作 っ な 女 書 を 記憶 で きま せん 。 以下 の 装置 が あれ ば . 
作っ た 文書 を 何 度 も 修正 し て 利用 で きま す 。 


作っ た 廊 書 を カセ ッ ト テ ー プ に 保存 し た り 、 保 
存 し た 文書 を テレ ビ の 画面 に 呼び 出し た り し ま 


フロ ッ ピ ディ スク ドラ イプ に 比べ る と 、 保 存 や 
呼び 出し に 時 間 が か か り ま す 。 

( 徐 カモ ッ ト レ ュー ダ は カー トリ ッ ジ スロ ッ ト が 2 つの 場合 で も 、 M S X パ ッ コ ン に 接続 し 
て 使え ます 。 




















カセ ッ ト テ ー プ 
文書 や 、 自 分 専用 の 辞書 を 保存 し て むく も の で す 。 
フロ ッ ピ ディ スク に 比べ る と 、 文 書 の 一 覧 が 作れ な い 、 う まく 呼び 出せ な いこ と も あ 
る な どの 欠点 を 持つ 反面 、 手 軽 で 経済 的 と いう 長所 が あり ます 。 





フロ ッ ピ ディ スク ドラ イブ を MS X パ ソコ ン の 拡張 スロ ッ ト に 接続 し て お 使い に な る 
場合 ソフ ト が うま く ス ター ト し な いこ と が あり ます 。 こ の 場合 、 ソ フト を お 買い 求 
め の 販 売店 に ご 相談 《〈 だ さい 。 


あれ ば 便利 な 装置 ] | 


























接続 の し か た 


トリ ッ ジ を 取り つけ て くだ さい 。 「 


装置 の 接続 の 確認 


し て か ら お 使い くだ さい 。 各 装置 の 接続 は 、 パ ソコ ン の 機種 や 接続 す る 装置 の 機種 に 


必要 な 装置 や 文書 を 保存 する た め の 装 置 が 止 し 接続 きれ て いる か 、 あ ら か じゅ 確認 4 
ょ っ て 異な な た め 、 付 属 の 説明 書 で 確か め め て くだ さい 。 





) 
プロ グラ ムカ ー ト リッ ジ の 取り つけ 
プロ グラ ムカ ー ト リッ ジ の 取り つけ ・ 取 り 外 し の 際 は 、 次 の 原則 を 守 ラ て だき 0 請 還 記 主計 証 時 
@ 取 りつ け て か ら 、MSX パ ッ コ ン 本 体 の 電源 を 入れ る 。 
@MSX バ ソコ ン 本 体 の 電源 - か ら 、 取 り 外 す 。 | 


1 が 入っ て いな いこ と を 確認 し て か 6. 漢 

ROM を MSX の スロ ッ ト に し っ か り 大 し 込ん ! 

ゥ ー ト リッ ジ を 六 し 込む 方 向 は 、 パ ツ コ ン の 機 

種 に よっ て 異な り ま す 。 

e 綻 !- (垂直 に ) 差し 込み と き は 、 ラ ベル が 用 
表 に 《 る 上 和 69 

@ 横 に (水平 に ) 差し 込 と と き は 、 ラ ベル が 上 
を 向く よう に 。 





Sa 


M S X パ ソコ ン 本 体 の 電源 が 入っ た 状態 て 、 プ ログ ラム カー トリ ッ ジ の 取り つけ ・ 有 り 
外し を する と 、 プ ログ ラム の 内 容 が こわ れる お それ が あり ます 。 












始め か た 


接続 を 確認 し て 、 プ ログ ラム カー ト 
本 体 の 電源 を 入れ て み ま し ょ ぅ 。 
電源 を 入れ る 順 褒 は 、 テ レビ や プリ ンタ な ど ま わ り の 
MSX パ ソコ ン 本 体 の 電源 を 入れ ます 。 


リッ ジ を 取り つけ だ @。 まず は MS X パ ペソ ュ ン 


装置 の 電源 を 先 に 入れ 、 あ と か ら 





MSX2 規格 の パソ コン で 使う と き 


テレ ビ の 画面 に M S X マ ー ク が 表示 きれ て か ら 、 
左 の 画面 に 変わ り ま す 。 








を 2 て ( 加 | 高 解像度 モー ド に する と き 

(は い ) を 押す 高 解像度 モー ド を 選ぶ と 、 1 行 に 30 文 字 を 表示 
認 し て か 還 で きる 画面 に な り ま す 。 
・ し っ か 9 着 








作成 終了 外 皇 後 災 ゝ っ!2 


才 アナ ログ RGB 端 子 付 の テレ ビ 以 外 で は 、 漢 字 の 表示 が 不鮮明 に な っ て 、 読 め な いこ 
ほ と が あり ます 。 





/ 湖 この 使用 説明 書 で は 、 こ れ 以降 、 画 面 は 15 廊 字 表 示 と し て 説明 し て いき ます 。 画面 に 
1 度 に 表示 で きる 娘 字 の 数 を 除け ば 、30 文 字 表示 で も 15 文字 表示 で も 、 利 用 で き 4 機 
能 は 同じ で す 。 





高 解 化 度 モー ド に し な いと き 


喜 解 像 度 モ ー ド に し な い ほ う を 選ぶ と 、1 行 に 
「 呈 ] 


ーー e ーー デ | に ぇ , り ます 。 
了 5] (いい え ) を 押す 15 文字 表示 で き る 画面 に な 





1.01.01. 画 書 式 :84*16/38 ぁ 29 
作成 欠 了 外字 後 愛 2 


通常 の MSX パ ソコ ン て 使う と き 


だ の 画面 に 変わ り ま す 。 


/ 錠 MSX2 規 格 の バ ソ ュ ン ィ 、 誤解 像 度 モ ー ド に し 【 な い ほ う を 選ん だ 場合 と 同じ で す 。 


電源 を 入れ る と 次 の よう な 画面 に な る と き 


甘 字 ROM カ ー ト リッ ジ が 取り つけ られ て いま 
せん 。 
画面 の メッ セー ジ と 従っ て 、 和 電源 を 切っ て 、 漢 


ROOM カー トリ ッ ジ を 取り つけ て か ら 、 電 大 
ハ テリ フウ フラ ニー イル ナオ ラテ フタ "タイ 。 を 入れ な ちな し て く どる (の 





画面 難 部 の 呼び か 


た 


レビ の 国 画 を 使っ て 実際 に 文字 を 書き 、 文 書 を 作っ て い ( 前 に 、 始 め の 画面 を よく 


し 、 ド 移 て み ま し ょ う 。 この 使用 説明 書 で は 、 画 面 の 各部 を 次 の よ うに 呼び ます 。 





















カー ソル 
文書 作成 画面 (6 行 ) 
状態 表示 行 鐘 
コン トロ ー ル 表示 ブロ ッ ク 
ンー に 
文書 作成 画面 画面 の 上 か ら 、6 行 分 、 文 字 を 書く た め の 場 所 が 用 意 き れ て いま す 。 この 部 分 を 文書 
作成 画面 し いい ます 。 それ ぞ れ の 行 に は 点 「・」 が 14 ず つっ 表示 され て いま す 。 こ の 点 
の 場所 に 文字 を 書い て いき ます 。 
カー ソル 文書 作成 画面 の 左上 に 見 えて いる 線 の 上 に 文字 を 書き ます 。 こ れ を 、 カ ー ソ ル と 呼び 
村 ずら 
左端 マー ク 各行 の 左 堪 に ある 「 )」 の 記号 を 左端 マー ク と 呼び ます 。 こ の マー ク ょ よ 0 右側 に 文字 を 


書き ます 。 左 マー ジン と いう 呼び か た も よく 使わ れ て いま す 。 


夢 コン トロ ー ル 表示 ブロ ッ ク 画面 の 下 2 行 を まとめ て コン トロ ー ル 表示 プロ ッ ク と 呼ん で いま す 。 
_ 状態 表示 行 コン トロ ー ル 表示 プロ ッ ク の 上 1 行 に は 、 現在 どこ まで 書き 進ん で いる か 、 ど ん な 廊 


字 が 使え る 状態 な の か 、 あ と どれ くら い 書 く こ と が で きる か 、 な どの 情報 が 表示 きれ て 
いま す (W[ 58 ペ ー ジ )。 こ の 行 を 状態 表示 と いい ます 。 


メニ ュ 行 コ ュ ン トロール 表示 プ ブロック の 下 の 行 に は 、 こ れ か ら お こ な う 操作 を 選ぶ た め の 案 内 が 
表示 され ます ( ゅ [58 ペ ー ジ )。 こ の 行 を メニ ュ 行 と いい ます 。 





[ | 3 


電源 を 入れ て 、 最 初 に 表示 “ 


電源 は MSX バ パソ コン 本 体 か ら 先 に 切る 
電源 を 切る とき は 、 入 れる と 
まず 、MSX パ ソコ ン の 電源 を 切っ て が 
の 電源 を 切り ます 。 
まわ り の 装置 を 先 に 切る ょ 時 的 に 過大 な 電流 が 流れ て 、M S え バンコ ン 本 体内 部 の 同 
路 に 悪 凡 響 を お よ ぼ す お それ が ある た めで す 。 


き と 順序 が 逆 に な り ます 。 
。、 テ レビ 、 プ リン タ な どの まわ り の 閉 置 


文書 の 保存 

実際 に 文書 を 作っ た と き は 、 電 源 を 切る と 、 それ まで 書い た 内 容 が M S X パ ッ コ ン 本 

体 か ら 消 を て し まい ます 。 

文書 を 何 度 も 利用 し た り 、 あ と か ら 修 正す る 場合 、 カ セッ ト テ ー プ や フロ ッ ピ デア 還 

スク ド 保 ます 4 た ら の PL 
い 。 4 


プロ グラ ムカ ー ト リッ ジ は 電源 を 切っ て か ら 抜 く 
使い 終わ っ た あと 、 全部 の 電源 を 切っ た ら 、 デ コゲ ラム カー トリ ッ ジ を MIS X 未 麻 識 


ら 取 り 外 し て 、 保 衝 し て くだ る ゆめ 。 

取り つけ た まま に し て お 〈 と 、 別 の プログ ラム を 利 還 する と き に 不便 で すず 。 提 武庫 還 
' 馬 お 2 9 員 3 ご 夏 oc 還 計 
) つけ だ まま 、 物 を ぶつ けた りす る と 、 機械 の 破 聞 や 故障 の 原因 に な り ま す 


16 終わ りか た 





「 PART 


// 
本 』 
e+ 
に 削 后 ] 
ZN ニ 
す 
便 
| 1( 十 品 
| 語 ) 目 / 1 
「 昌一 『 ) 
EI 加 ! に 3 つの (ンー の (UEKIdI 
ゴ ゲー シク ア 又 
2 | 7 












この ソフ ト の 基本 的 な 機能 が 理 | 


っ 





ご の 章 の 内 傘 
ま ざ 、 ひ ら が な を 書く ・18 「 
鐘 M 文字 の 間違い を 直す ・20 ' 
前 ' 委  。 ひら が な の 「 読 み 」 を 河 に 直す ・22 
っ 近作 r 読 み 」 を 書い て 吾 語 に 直す ・24 
カタ カナ を 書く ・26 
送り が な の ある 漢字 を 書く ・28 
アル ファ ベッ ト を 書く ・30 
し 206 で き あ が っ た ら 印 刷 す る ・32 


4 


ーー ーー < で ーーーーー ーー ーーー 





ツ " ーーー マ ーーー!ー デ ーーー- こ 一 ご Ei 




















まず 、 ひ ら が な を 書く 


入れ て 、 テ レビ の 画面 に 女 字 を 書い て みろ み ましょ う | = 
甘い て か ら 、 プリ ンタ て 印刷 する まで の 携 作 を 





あら 6 ため て MS X 本 体 の 電源 を 
の 章 で は 、 次 の 例 娘 アテ レ “の 画面 に 
説明 し ます 。 
ほじ め は 、 ひ ら 6 が な の 書き か だ が ら 練習 し ます 。 





MSX 本 体 の 電源 を 入れ る 
13 ペ ー ジ の 「 始 めか た 」 に し た が っ て 、 テレ ビ に は じ め の 画面 を 表示 させ まま 者 


Q1.01.01 湯 書式 :R4 で EGO だ Sc09 


作成 終了 外字 後 災 ^852 





ひら が な を 書く 
ひら が な を 書く に は 次 の 2 通り の 方 法 が あり ます 。 
@ ローマ字 入力 …… キ ー に 書か れ た 英字 を さがし て 、 ロ ー マ で 宣 の つづ りり で ひら JJ 人 


書く 。 
の か が 人力 uv キー に 書か れ た か な 文字 を る が し て 、 直 接 ひ ら が な で 章 $ 


地 初 に スタ ー ト させ た 状態 で は 、 自 動 的 に ロー ゃ 計 入 力 で 書 で よう に な っ NM まま 間 

この 使用 説明 書 で も 、 こ れ か ら ロ ー マ 室 入力 を 使っ て 操 仙 を 説明 し で いき まき 折 1 
キー ボー ド の か な 娘 字 に 慣れ た か た は 、 決 の 壮 順 で か な 入力 で き 8 状 台 は 争 9 半 環 
(て か ら お 使い くだ きい 。 








W* マヂ 人 入力 の お も な 規則 は 38 ペ ー ジ に 説 時 し NSR) 員 
| に (あり ます 、 ま た だ ロー で 宇 突 所 2 靖 
由 の 中 106 へ - ジ に あ が ま す 。 ま ま 1 


10 7 ひら が な を 書く 





















と ヽ 


9 3 \ な 入力 に 切り 換え る 
の 操作 る か な 入 





防 ナ | を 押す 状態 表示 行 が 
「el.0i ai 癌 …… 町 請 Uu 
「01.01.0 国 …」 に 変わ り ま す 。 
これ で か な 入力 に な り ま し た 。 
作成 座 了 外字 後 変 っ bp 
に 2 7 人力 を ロー マ ま 入力 に する に は 、 居 HLF を 押し な が ら 防 月 を 押し ます 
「 い つも の 」 と 書く 


ーー マチ 入力 て 、 ひ ら が な を 書い て み ま す 。 英 字 キ ー の 場所 に 慣れ て いな いか た は 、 
あせ ら ず に じ っ く り 練 習 し て くだ さい 。 


信書 作成 画面 の 左上 に 「 い 」 と 書け ます 。 
カー ソル は 、 ひ と つ 右 に 動き ます 。 







ー ソ ル の 位置 に 「 つ 」 と 書け ます 。 
還 人 U と 押す 続け て カー ソル の 位置 に 「 つ 」 と 書け ます 






あ 


を 押し た と き 画 面 に は 「t」 と 出 ます が 、 続 け て 則 ] を 押す と 「 つ 」 に 変わ り ます 。 









MoI(NM【O) 





MG] NG] と 押す 


これ で 「 い ぃ いつ ちの 」 と 書け まし た 。 


まず 、 ひ ら 5 が な を 書く ] 9 





文字 の 間違い を 直す 





字 を 間違え て 音 い た と き は 、 画 上 て 簡単 に 店 すこ と Cl の 


(ゆな 例 を 使っ て 4 つの 方 を 紹介 し ます 。 同じ よう な 間違い を し た と き に 、 こ に で 話 証 


し た 方 法 を 応用 し て くだ さい 。 


文字 を 重ね て 書い て 直す 


) (coKNIt22ZCIOIUU OO CC で 


「 い つも の 」 と 書か ず に 「 い 
つも に 」 と 書い て し まっ た 
ら 、 


カー ソル キー を 押す 


[NM][G] と 押す 


「 い つ 」 と 書く か わり に 「 い 
う 」 と 書い て し まっ た ら 、 


違 | を 押す 


2 到 字 の 了 造 い を 直す 

















( 導 
| 民 
| 
| ゅ 
人 
「 に 」 の 上 か ら 「 の 」 を 重ね て 書い て 直し ょ + 1 
| 』 
| 
| 
文字 分 も ど し ま す 。 | 
「 に 」 重 ね て 、「 の 」 と 書き ます 。 | 
| 導 
] 7 


人 
カー ツル を も と ど し て 、 後 ろか ら 文字 を 消 り お | 
_ 製 = 





カー ソ ツル が 左 に も どっ て 、 間 違え た 文字 を 消し 


カー ソル の ある 位置 の 文字 を 消す 


「 い つも 」 と 書く か わり に 「 い カー ソル を も ど し て 、 導 中 の 「 う 」 を 削除 し ま 
つう も 」 と 書い て し まっ た す 。 「 
も 、 





の 223R9 左向き の カー ソル キー で 、 カー ソル を 2 廊 字 分 5 





どじ ます 。 
を 1 
[DEL] を 押す カー ソル の 上 に あっ た 「 う 」 が 消え て 、 後 ろ の 
文字 が 手前 に つま っ て きま す 。 
途中 に 文字 を 挿入 する 


。 「 い つも の 」 の 「 つ 」 が 抜け 
て 「 い も の 」 と 書い て し ま 
っ た ら 、 


ニク 0 に 電 (23EHI(= 証 の 本目 3 け 貞 欠き | 表 3 
す 。 





どど る 


左向き の カー ソル キー で 、 カ ー ソ ル を 2 文字 分 も 
央 は 39 記 


カー ソル キー を 押す 


カー ソル 以降 の 文字 が 後ろ の に ずれ て 1 娘 字 分 の 
空き が で きま す 。 
KEN IE と 書き 直し 9 


[LNS] を 押し て 、 抜け 
た 文字 を 書き 直す 





ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーー owanswy21 


ETRE キ QtR ヤ tR く ん くく TV くく 5 表記 KEK ュ EKE ュ ミュ E ュ ミュ E ュ EE 1 





ウキ ヤシ ヤシ ヤシ ハハ へ ハニ ニニ ニー 
ひら が な の 「 読 み 」 を 漢字 に 直す 


メ ニュ 行 の 表示 を 変え る 


漢字 の 読み を 書く 


- ん は 、「 い っ も の 道 」 の 「 道 」 を 漢字 に し ます 。 漢 字 を 書く と き は 、 最初 に ひ j 
な で 洪 字 の 「 読 み 」 を 半 い て が ら 漢字 に 直し ます 。 二 
潤 字 の 「 読 み 」 を 草 く 場所 は 、 画 面 の 一 番 下 に あろ メニ ュ 行 で す 。 


-「 訪 


この まま で は 、 メ ニュ 行 に 』 
の 表示 を 変え ます 。 


み 」 を 書く こと が で き な い の で 、 次 の 手順 で メニ ュ 生 


メニ ニョ 仙人 肌 屋 男 が 表示 され ます 。 
メニ ュ 行 に 表示 され だ た カー ソル は 、 漢 字 の ( 謗 
み 」 を 書く だ た だめ の も の で す 。 


続け て 、「 読 み 」 を 書い て 、 求 め る 漢字 を メニ ュ 行 に 表示 る せま す 。 


了 回 思 軸 
メニ ュ 行 に 「 み ち 」 と 書き ます 。 


読み 」 の 前 後 を 【 〕) で くく り ま す 。 


22 ひら が な の 「 読 み 」 を 漢字 に 直す 








/ 






読み に 対応 する 1 訪 字 の 漢字 を 探す も と き は 、 を 押し ます 。 






























こさ 待 1、0i.0S 避 境 式 :AN4+16/38+SS 
を 押す 「 み ち 」 と いう 「 読 み 」 に 対応 する 1 放 字 の 漢字 
/ 少 を 一 度 押し た だ け で 使い た い 漢字 が 出 て こない と き は 、 さ る ら に 続け て 
を 押し て くだ きい 。 
) ! 南 
漢字 を 選ぶ 
メニ ュ 行 に 表示 され た 文字 か ら 、 使 いた い 漢 字 を 数 字 で 選び ます 。 
| 
数 字 の キー を 押し て 、 「 道 」 に 対応 する 「1」 を 選ぶ と 、 文 書 作成 画面 
漢字 を 選ぶ の 1 行 目 に 「 道 」 が 書き こま れ ま 3j。 
メ ニュ 行 の 表示 が ち も と 令 も 回 り は 5 
j6 坦 式 :R4+16/38 ょ 28 | 
作成 設 了 外字 後 炎 ^M2 【 
行 を 変え る 








「 い つも の 道 」 が 書き あがり まし た 。 続け て 2 行 目 を 書く た め 、 1 行 目 の 途中 で 行 を 変 
えま す 。 カー ソル を 2 行 目 の 先頭 に 動か し ます 。 





カー ソル は 、2 行 目 の 先頭 に 動き ます 。 
「 ぃ つも の 道 」 の 後 ク の に 、 こ こ で 行 が 変わ っ た こ 
と を 示す 「③」 マ ー ク が 表示 きれ ます 。 


を 





II 
ひら が な の ! 読 み 」 を 漢字 に 直す 3 
還 還 還 還 還 還 還 還 還 間 旨 旨 5 の ーッ ーー ニー 


「 読 み 」 を 書い て 就 語 に 直す 


2 行 月 の 「 快 調 に トッ プ を 走る 」 と いう 部 分 に 進み まし ょ う 。 
- の ソフ ト で は 、 複数 の 漢字 の 組み 合わ せ も 、「 読 み 」 を 書い て 一 度 で 漢字 に 証 二 
ほ ょ が で きま す 。 こ の 使用 説明 書 で は 、 復 数 の 漠 字 て て きだ た こと ば を 「 交 語 」 ょ 呈 


55 


メニ ュ 行 の 表示 を 変え る 
メニ ュ 行 に 「 読 み 」 が 書け る よう に し Ee 記 


SPACE 


漠 字 1 交 字 の 「 読 み 」 を 書く と き の 操作 と 
(W2 





殻 語 の 「 読 み 」 を 書く 
続け て 「 読 み 」。 を メニ ュ 行 に 書き ます 。 


(合同 団 較 回 回 


調 語 の 「 読 み 」 を 書く 還 還 症 US = ュ 行 に 
売 メニ ュ 行 に 「 か いや も ょ う 」 と 書き ます (「 も ょ 」 


は 「CHO」、 ま た は 「TILYO」 で も 書き 背 


"読み 」 の 前 後 を 〔 〕 で く く 0 は 59% 


Z4 ~ 書 み 」 を 書い て 吸 語 に 直す 











ーー、、 


ーー 度 で 漠 に = ニ = 
を 「 表 語 」 務 、 吾 語 を 表 2 ヽ ヾ させ る 
びき 


を 押す 


| 熱 語 を 選ぶ 
(と き の 操作 と 


裕 
数 字 の キー を 押し て 、 
熟語 を 選ぶ 
ひら が な を 書く 
きま す (「 ち ょ 」 
議 ( 5 書け ま 』 9 
[N] 唱 ] と 押す 


「 読 み 」 に 対応 する 熟語 を 探す し き は 、ISELECT| を 押し ます 。 


「 か いち ょ う 」 と いう 「 読 み 」 に 対応 する 名 語 が 
メニ ュ 行 に 表示 る れ ま す 。 


「 快 調 」 に 対応 する 「 1 」 を 選ぶ と 女 書 作成 画面 
の 2 行 目 に 「 快 調 」 が 書き こま れ ま す 。 
メニ ュ 行 の 表示 が も と に も と どり ます 。 











「 快 調 」 の 後に 「 に 」 を 書き ます 。 











_  ''._ ' .. = ーーー ニー ニー ニー ニーー ニ ーーー デー ニニ ニモ ニニ ミニ ララ トン , 
「 読 み 」 を 書い て 野 語 に 直す の 


ーー 一 (| 、。。 。 。  。 ニニ ュー ュー デー epiea0 
























カタ カナ を 書く 


カタ カナ を 書く だ 





め ゅ に は 、 女 字 の 種類 を 変え る た め の 操 作 が 必要 で す 。 


カタ カナ が 書け る 状態 に する 6 
状態 表示 行 (メニ ュ 行 の 上 ) に は 、 nen 
ニョ 6 ヨ ゝ る ち 
「 了 内 」 か 現在 使え る 文字 の 種類 を 表し て 欠 
の 所 人 て 表示 を 「 岡 」 に 変え る と 、 ロー マ 字 入力 で カタ カナ が 書け ます 。 


rol.92.04 較 」 の よう に な っ て いま す 。 この 





CAPSLOCK 


状態 表示 行 に 「 較 」 を 表示 し ます 。 こ れ で 、 ヵ 


CAPSLOCK タカ ナ が 書け る 状態 に な り ま す 。 


を 押す 


作成 終了 外字 後 要 ^12 





湖 か な 入力 で 使っ て いる か た へ 
ロー マ 字 入力 と 同じ よう に 、ICAPSLOCK| を 押し ます 。 
状態 表示 行 が 「01.92.04 国 」 か ら 「01.02.04 囲 」 に 変わ っ て 、 カ タカ ナ が 書け る 状態 
ほな がり ば まり お 


3 1 
カタ カナ を 書く ま 
「 ト ッ プ 」 と 書い て いき ます 。 小 きい 「 ッ 」 は 子音 の 英字 キー を 続け て 押し で 書き まま 
imlglal 思 
(| 』 1 3 
加 回 回 回 「 快 調 に 」 の 後に 「 ト ッ プ 」 と 書き まお 。 
と 押す 4 





/ 夫 か な 入力 て 使っ て いる か た へ 
小 き い 「 ッ 」 は [HIFT| を 押し な が ら 「 ッ 」 を 押し て 書き ます 。 


2 カタ カナ を 看 く 





) 0 
て いき 
静 思 
S ヽ 9 

が 書け ま 
[CAPSLOCKI 
を 押す 

バ し さす 。 ミ 六 

98 で 計 


イナ が 書け 4 天 還 。 ひら が な を 書く 


- 折 し て 書き まお 
[WIIO| と 押す 


に < 





ひら が な を 書け る 状態 に も どす 
「 ト ッ プ 」 の 次 は 「 を 」 で す 。 ひ ら が な が 書け る よう に 、 状 態 表 示 行 に 「 園 」 を 565 一 


度 、 表 示さ せま す 。 


(CAPSL OcKj 


) いつ も の 道 ⑨ 


状態 表示 行 に 「 隊 表示 o 
) 快調 に トッ プ 状態 表示 行 に 「 較 」 を 表示 し ます 








01.02.07 右 書式 :4*16/38+*28 
作成 終了 外字 後 要 ^L2 
か な 入力 で 使っ て いる か た へ 


ロー マ 字 入力 と 同じ よう に 、[CAPSLOCK) を 押し ます 。 
状態 表示 行 が 「91.02.0? 国 」 に も どり ます 。 


「 ト ッ プ を 」 の 「 を 」 を 書き ます 。 
(wo) 


)》) いつ も の 道 ⑨ 「 を 」 と 書き ます 。 


》 快調 に トッ プ を ・ ひら が な で 書け る 状態 に も どっ て いま す 。 





。、〈〔n〔〔tt8Q つ RW 
ーー 






















送り が な の ある 漢字 を 書く 


| 


す や り か た を 練習 し まし た 。 、「。 計時 「 
「 電 る 』 と いう 送り が な の つい た こ と ば を メニ ュ 行 に 書い て 漢字 に | 」 





CC 6 
まう 5 6 
市) 
玉 
' hn 


メ ニュ 行 の 表示 を 変え る 「 の 
メニ ュ 行 に 「 読 み 」 が 書け る に お 5 


肖 


[SPACE| [ 


1 
数 語 や 漢字 1 女 字 の 「 読 み 」 を 書 LO 間 
と 同じ で す 。 8 





[SPACE] を 押す 








「 読 み 」 を 書く 
送り が な を 合 め て 「 読 み 」 を 書き ます 。 こ の 場合 、「 読 み 」 の 前 後 を か っ こ で (⑱( 表 
要 が あり ませ ん 。 


「 読 み 」 を 書く 


漢字 を 表示 する 


生還 
すでに 、「 は し 」 と いう 「 読 か 
が メニ ュ 行 に 表示 され ます 。 








0 % り が な の ある 注 字 を 宙 


功 


党 チ 


ーーーーーーー デ ーーー ニー 


漢字 を 選ぶ 
丸 放 


1 廊 字 を 選ん だ よき と 同じ よう に 、 使 いた い 漢字 を 数 字 で 選び ます 。 


回 


》) いつ も の 人 括 ③ 


数 字 の キー を 押し て 、 


丘 往 \e ふさ 層 5 o み ー F キ 
漢字 を 選ぶ ) 快調 に トッ プ を まる 走 」 を 選ぶ と 、「 ト ッ プ を 」 の 後に 「 走 る 」 と 


be 書き こま れ ま す 。 








作成 終了 外字 後 変 ゝ !M う 


行 を 変え る 
2 行 目 ま で が 書け ま し た 。3 行 目 を 書く た め に 、 改 行 し ます 。 
を 押す 本 カー ソル は 、3 行 目 の 先頭 に 動き ます 。 


》 快調 に トッ プ を 走る ⑨・・・・ 





送り が な の ある 漢字 を 書く の 


























JJ 
アル ファ ベッ ト を 書く 


アル ファ ベ ッ ト を 書く だ め に も 、 文字 の 種類 を 変え る 操作 が 必要 で す 。 


アル ファ ベッ ト が 書け る 状態 に する ht 
テル ファ ベッ ト を 書く とき は 、 次 の 操作 で 、 状 態 表 示 行 の 表示 を 「 尋 」 に 変え ます 


司 HTF を 押し な が | 、 し 。。.。 | 状態 に 「 殿 」 を 表示 し ます 。 
ら 、 防 ナナ | を 押す 近 人 4 - 間 これ で 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 小 廊 字 が 書け る 状 


に わ "OSWU7G8 





SHIFT + 防 ナ | 
| 
| 
| 





| 8 
| 
作成 修了 外字 後 炎 2 P | 
< 稼 か な 入力 て 使っ て いる か た へ | 
[ カ 電 を 1 回 押し ます 。 | 
状態 表示 が 「oi.03.oi 軸 」 か ら 「oi.0z.o1 興 」 に 変わ っ て 、 アル ファ ベッ ト の 小 訪 字 | 航 





が 書け る 状態 に な り ま す 。 











アル ファ ベッ ト を 書く 
Number 1」 と 書い て いき ます 。 最 初 の 「N」 は 大 文字 な の に 気 を つけ て くだ きい 。 


ISHIFT| + [N - 半 













【SH IFT| を 押し な が 
ら 、[N] と 押す 








アル ファ ベッ ト の 大 廊 字 が 書け ます 。 和 
旦 
L 


(MM 周回 同 
















ほ HTF 征 を 押さ きず に | つも 9 道 @・・・・・・。。 
英字 キー を 押す 。 》 快 調 に ト シ ツ プ を 走る 0⑳ 。 り 語 C 二 し アァ ルン ア ペ ベッ ト の 小 廊 字 が 書け す 。 





930 アル ファ ベッ ト を 書く 





















すき 。 
を 押し な が 二 
ら 、 を 押す 
》 いつ も の 追 ③ 
RNN ラン 2ceaOr 了 人 折 証人 
ラク を その まま 押す と 、 メ ニュ 行 に 漢字 や 熟語 の 読み を 書く 状態 に な っ て し ま 
『、 いま す 。 も う 1 度 を 押す と 、 放 書 作成 画面 に 娘 字 が 書け る 状態 に も どり ま 
チチ が 書け る 状 すず 。 
回 
を 書く 0 吾 
補 理 イ 衝 成 = と カ 
数 ) 選 四 に トッ フ を まる 2..。。 | 連作 大 画面 数字 が 書け ます 。 
》) Number 
ドッ ト の 小 基 例文 の 完成 
これ で 例文 が 完成 し まし た 。 テ レビ の 画面 に は 、 下 の ょ うに 表示 きる れ て いま すか 『? 
間違い を 見 つけ た ら 、 20 ペ ー ジ て 説明 し た 方 法 で 訂正 し て くだ きい 。 
け 》) いつ も の 追 ② 
て くだ の ) 快 貸 に トッ プ を を る @ー 
すら 
Ql.03.09。 富 式 :04416/381 
り 
文書 の 保存 


上 成 し た 例 娘 は 、 保 人 存 し て お きま し ょ う 。 廊 書 を 保存 し て お く 、 後 で も ぅ 一 度 呼び 
遇 し て 利用 する こと が で きま す 。 保 存 す 装置 に よっ て 操作 が 直 い ます 。 


フロ ッ ピ デイ スク に 保存 する 方 ま ( ゅ ] 169 ペ ー ジ )。 
カセ ッ ト テ ー プ に 保存 する 方 法 (PLH160 ペ ー ジ 。 


msi ーー 
ーー 












で き あ が っ た ら 印 刷 す る 


書い た 文 意 を 印刷 し て み ま し ょ 2。 人 
以下 の 操作 は 、 メ ニュ 行 に 表示 き Mad こない ます 。 
する た め に は 、 機 能 に 対応 すけ る ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 。 











文書 作成 を 終了 する 
印刷 する に は 、 い っ た ん 文書 の 作成 を 終わ り ま す 。 



















01.03.09 画 書式:A4+16/38*28 


作成 終了 外字 人 後 要 ^L け 


7 確か め = に 95 










終了 を 押す 「 終 了 」 を 選ぶ と 、 コ ント ロー ル 表 示 プ ロック 


(状態 表示 行 と メニ ュ 行 ) が 変わ り ま す 。 













印刷 保存 目録 消去 取消 







印刷 を 選択 する 





殺 了 メニ ュ の 表示 で 印刷 を 選び ます 。 





_ 了 姜 









窒 守 受 則 有 HSX-R 1 



























/ 塚 プリ ンタ の 種類 が 違う と き 
プリ ンタ が MSXーA(P[ | 10 ペー ジ ) に 該当 し な いと き は 、155 ペ ー ジ の 説明 に じ 
だ が っ て 、 プ リン タ の 機種 を 変更 し て くだ さい 。 






92 て & ぁ が っ た 5 印 吊 する 。 ーーーーーーーーーーーm 
ーー 





| ea ふさ 者 | 
印刷 を 押す Pe 。。 | 中 吊 」 を 選ぶ ほ 、 印 刷 を は じゅ る た め の ヵ 間際 
が 表示 きれ ます 。 襲 0 






可 
光 


攻 





放 
瞳 


プリ ント を 開始 する 
プリ ンタ を 動か し て 、 印 刷 を 始め ます 。 
印字 例 
いつ も の 道 
「 プ リン ト 」 を 選ぶ と プリ ンタ が 動き は じ め 、 画 
快 員 に トッ プ ※ と 走る 面 の 文章 が 印刷 きれ ます 。 


NuImlollen 1 





[F 1] を 押し て か ら プ リン タ を 接続 し 忘れ て いる の に 気づい た と き は 、 を 提 
し な が ら を 押す と 印刷 を 中 断 で きま す 。 


プリ ント を 終了 する 
画面 の 文章 を すべ て 印刷 する と 、 プ リン タ が 止ま り ま す 。 表 示 画 面 は 変わ ら な い の で 
次 の よう に 終了 の 操作 を し ます 。 





(FlF 


6 [F 5] を 2 回 押す の な 2230 人 「 終 了 」 を 選ぶ と 、 コ ント ロー ル 表 示 ブ ロッ ク が 
上 印刷 する 前 の 状態 に も どり ます 。 

活 きら に 「 取 消 」 を 選ぶ と 、 画 面 の メニ ュ 行 の 表示 

| が 元 に も どり ます 。 

2 証 印 刷 の 終わ っ た 用 紙 を 取り 出す 
印刷 が 終わ っ た 用 紙 は 、 プ リン タ か ら 切 り 取っ た り 、 抜 き 取っ だ たり し て 、 と どの よう に 
印刷 きれ た か 目 で 確か め め て くだ さい 。 

用 紙 の 取り 出し か た は プリ ンタ に よっ て 違う の で 、 そ れ ぞ れ の プリ ンタ に 付属 の 説明 


書 を 読ん で 《 だ さい 。 





この あと の 操作 
/ 湖 ひき つづ き 廊 字 や 廊 章 を 書く 練習 を する こと が で きま す 。( ゅ 37 ページ)、。 


/ 夫 ゎ る と き は 、(W 品 16 ペ ー ジ 。 


間 sss nn li 
ーー ャ ャ バエ よ ド ー ュ ーー 還 還 還 Se 
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ー っ とう 


「。 と 同時 に 、 書い た 





この 章 の 内 容 

キー の 種類 ・36 

入力 モー ド と 文字 の 関係 ・37 
ひら が な と カタ カナ ・38 
空白 の 書き が た だ ・44 

アル ファ ベッ ト ・4⑳5 

数 字 ・ 記 号 ・47/ 

半幅 文字 ・49 

文字 キー 以外 の は だ らき ・52 




















__ _ _ 一 に 
キー の 種類 





いろいろ な か 機能 を 使う た め の キ ー の 2 
F 


(た め の キ ー ぁ 。 






























































































ュー ボード ' ci は 。 到 王 を 革 
類 が あり ます 。 4 
| ば 
3 次 の イラ スト は 、 JIS 配列 の キー ボー ド で す 。 いろ いろ な 機能 を 使う た め の キ ー ュ 
色 を 分 け て あり ます 。 
] se 

0 世間 国 加 回国 回 国情 ヨー | 
2 環 誠 峰 回 同 貼 贈 回 回! 届 峰 Le 員 PE 
RM 同国 四半 | 回 大 | 剛 回 回 剛 | 握 較 ぽ 明 還 因 半 上 
MM EEE PEEIF 時 TH || | | jr 本 
請 夫 双 | | 還 還 時 川 引 | 品 | 本 
ポポ ーー ミミ “ 





MS X パ ッ ソコ < (に 8 
類 季 人 9 

ピ 2 こ に 9 WW デ ー MC 、 R 1 
は 同じ で す 。 は どの 位置 に か っ て も 、 同 じ 名 前 で あれ ば 、 は た 5 靖 詳 記 


35 キー の 種類 - 





























入力 モー ド こ 文字 の 関係 


キー を 押し て 直接 画面 に 書く こと が で きる 廊 字 は 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ を 始め と し て 
いろ いろ な 種類 が あり ます 。 


入力 モー ド の 表示 


コン トロ ー ル 表示 ブロ ッ ク (画面 の 下 2 行 ) に 、 現 在 ほど の よ う な 文字 が 書け る か 表示 
ぐれ ます 。 こ れ を 入力 モー ド の 表示 と いい ます 。 


UIUORUDGV' 症 認 まな 、HYT SI サイ で も 7: 








入力 モー ド の 表示 


この ツ ソフト を スタ ー ト させ た と き の 最 初 の 入力 モー ド 表示 は 「 了 内 」 で す 。 こ れ は 、 ロ 
ー マ 字 で 入力 する と 画面 に ひら が な が 書け る こと を 意味 し て いま す 。 


入力 モー ド の 種類 と 、 書 ける 文字 
入力 モー ド に は 、 ロ ー マ 字 入力 、 か な 入力 、 英 字 入力 の 3 種類 が あ り ます 。 
入力 モー ド の 表示 を 変え る 方 法 は 、 こ の あと 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 、 
数 字 、 記 号 の 書き か た て 説明 し ます 。 





















































に 附 を 押し な が ら 
= R モー ド の 表示 | その まま 書け る 文字 
の ラシン ジグ ce 一 緒 に 押す と 書け る 文字 
M 内 ひら が な 、 数 字 カタ カナ 、 英 記号 
3 が あり ます 。 い 消 灯 3 ED 
ち れ ば 、 は た らき | 國 ひら が な 、 半 幅 の 数 字 | カタ カナ 、 半 幅 の 英 記号 
ヽ に デコ 韻 3 デー ーー ーー ーーーー ニ ーーーー | 
| IM カタ カナ 、 数 字 ひら が な 、 英 記号 
上京 尋 [ カタ カナ 、 半 幅 の 数 字 | ひら が な 、 半 幅 の 英 記号 
本 消 灯 団 ひら が な ひら が な 小区 字 、 か な 記号 
み |\ な 記号 
占 灯 囲 カタ カナ カタ カナ 小文字 、 か な 記号 
] 旭 敵 小 文字 、 数 字 。 | 敵 区 大 廊 字 、 英 記号 
消 灯 半幅 の 英 小文字 半幅 の 英 大 文字 
還 半幅 の 数 字 半幅 の 英 記号 
人 大 文字 、 数 字 。 | 英 路 字 、 英 記号 
ht 半幅 の 英 大 文字 半幅 の 英 小文字 
上 半幅 の 数 字 半幅 の 英 記号 


ーー へ ーー 
ーーーーーー ーー ーー$ー 月 肖 


ひら が な と カタ カナ 


ひら が な と カタ カナ を 書く に は 、 


きま 35 
ここ で は それぞれ に つい て 説明 し ます 。 


_ 衣 、 


ロー っ 字 入 力 で は 、 英 字 キ ー で ロー マ 字 の つづ り を 押す と 画面 に ひら が な と カタ が 
が 書け ます 。 
ロー マ 字 入力 に する 次 の よう に 操作 する と 、 か な 入力 また は 英字 入力 か ら ロ ー マ 字 入力 に な り ま す 。 


この ソフ ト を 始め た 状態 で は 、 入力 モー ド の 表示 は いつ も 『 賠 」 で すか ら 、 
ロー マ 字 入力 で ひら が な が 書け る 状態 に な っ て いま す 。 


BE 
[SH IF を 押し な が 01.01.01 品 書式 :Q4*16 34*28 


ら 、 了 カナ 入力 モー ド の 表示 が 、「 閥 」 に 変わ 


の ラン プ が 点灯 し た まま この 操作 を お こ な 
は 、「 団 」 に な り ま す 。 こ れ は 、 ロ ー マ 字 入力 で カタ カカ が : 


ロー マ 字 入力 の きま り 「 
巻末 の 付録 に 、 ロー マ 字 の 書き か た の 一 覧 表 が あり 
し て 《 だ さい 。 ここ で は 還 ロ 記 字 有 5 
ひら が な を 書く 

の ラン プ が 点 い て い ぃ る と き は 、 

ラ シ ジ 1 を あ 肖 し ああ 


人 力 モー ド の 表示 が 「 同 」 の と き に 司 HTPT 
り ます 。 - 


0 ひら が な と カタ カナ 














の ラン プ ' が 消 M 
う 一 度 靖 え て 、 入 力 モ ー ド の 表示 が 「 間 」 


と な っ て いた じ C 
を 押し て 、 ラン プ を 点け ます 。 * 4 
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りす | 
ら 、 最 初 か 6 

/ 湖 2 ド の 表示 が 「 賠 」 の と き に HI FT| を 押し な が ら 書 く ょ 、 ひら が な が 書け 
「* ま すれ 小 き な 「 っ 」 を 書く 子音 を 2 つ 続 け て 書く と 小 る な 「 っ 」( 促 斉 ) が 書け ます 。 仙人 0 
『ー ド の 表示 (lk) 
. 財 
と き に 利用 
峡 音 の 小文字 を 書く 「 し 」 キ ー と 震 斉 (A、1、U、E、O) を 組み 合わ せる と 、 人 外来 語 な ど で よ (使わ れ 「 
る 母音 の 小 女 字 が 書け ます 。 | 
] を 押し て | 
と ちの の TTPP の RA205 
「 ゃ や ゅ ょ 」 を 書く 「 に ゃ 、 に ゅ 、 に ょ 」 な どの よう に 、 他 の 女池 の 降 に く る 小娘 字 「 ゃ ゅ ょ 」( 生 攻 は 、 「 
「 子 音 オ ヤマ 母音 」 て で 書き 表し ます 。 
' カ ナ が * 書 II 
》 ゆ 。 \ ゆ 
ーー ーーーーーーー デ ーッ 。 の 5 の クア 


ーー テッ り り じ コ ぴ 始 






通常 は 「N」 の 後に 「Y」 以外 の 了 音 を 押す と 「 ん 」 が 書け ます 。 


MKIIOI 





「N 」 の 後に 母音 や 「Y」 が 続く と き や 、 「 ん 」 で 終わ る 文字 を 書く と き は [| を 2 大 
押し て 、「 ん 」 を 書き 計 誠 5 


(AIN(NI 





[IN] を 1 度 し か 押さ きず に [を 押す と 、「 あ に 」 に な り ま す 。 
AIN っ あぁ に 


「 一 」( 音 を の ば す 待 号 ) は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 「 メ 」 を 押し て 書き ます 。 
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り 
* 
か な 入力 
か な 入力 で は 、 キ ー の か な 文字 を 探し て を の 通り に ひら が な と カタ カナ を 書く こ ょ が 
て きま す 。 MS X パ ソコ ン の 機種 に よっ て 、 JI S 配 列 の キー ボー ド と 、50 音 順 配列 
の キー ボー ド が あり ます 。 か な 文字 の 場所 が 違っ て いる の で 、M S X 本 体 の 説明 書 な 
と て 伯 認 し て て だ さい 』 
1 
( か な 入力 に する 次 の ょ うに 操作 する と 、 ロ ー っ 字 入 力 また は 英字 入力 か ら か な 入力 に な り ま す 。 
SE] 
ゃ 











UDBIUBB ] | 書式:N4*16/34*28 


作成 終了 外字 後 愛 ゝ !2 


( 稼 IEAPSLOGKI の ラン プ が 点灯 し た まま この 操作 を な こ な う と 、 入 力 モ ー ド の 表示 わ 


は 、「 囲 」 に な り ま す 。 こ れ は 、 か な 入力 で カタ カナ が 書け る 状態 で す 。 





入力 モー ド の 表示 が 「 国 」 に 変わ り ま す 。 





か な 入力 の きま り 
か な 入力 の と き は 、 キ ー の か な 訪 字 が その まま 書け ます 。 


J ら が な を 書く の ラン プ が 点 い て いる と き は 、 も うぅ 一 度 を 押し て 
ウン シグ) 肖 し ます 。 


回 













| | 書式 HH4*] 6 う 〇 ご GO 


作成 終了 外字 後 妥 ^! う 


ひら が な と カタ カナ 41 


< S ふ 3 出 ッ 1 火 妨 室 沼 ド の 表示 が 「 園 」 に な っ で 貞 5 
カタ カナ を 書く CAP き し OGKI の ラン プ ) ト 上 
5 了 を 押し て ラン プ ' を 点け ます 。 





01.01.04 開 書式 :64*16/38*28 
作成 終了 外字 後 要 ^!』2 


濁音 を 書く 「 が 」 行 、「 ざ 」 行 、「 だ 」 行 、「 ば 」 行 の 次 字 を 潤 音 と いい まず 。 文字 キー の あ 中 主 
点 の キー を 続け て 押し て 書き ます 。 





な どの よう に 、 満 音 に な ら な い 廊 字 の うし ろ で 、 濁点 を 押 U 9 間 国 8 
視 る れ ま す 。 


半 湯 音 を 書く は 」 行 (ば は び ぶ べ ぼ ) の 娘 字 を 半 濁 音 と いい ます 。 娘 字 キ ー の あど に 半 混 上 の や を 
続け て 押し て 書き ます 。 


久 | 細 





を go ょ う E、 WW 


wa 。 は 
能 視 きれ ます 。 な い 敵 字 の うし ろ で 、 半 湿 点 を 押 L で 6、 ロ 


4200cc007 cc6c 和 k 門 「 示 





PR 


か な 小文字 を 書く かな 小文字 は 、「 や っ た 」、「 き や ん 」、「 うい 」 な ど を 書く と き に 使い ます 。 か な 小娘 字 
に な る の は 、「 ぁ ぃ ぅ ぇ お つや ゆ ゅ ょ 」 の 9 文字 だ け で す 。 


SHIF + 凶 
ほ HTF を 押し な が 
ら 、 か な 文字 キー を 


"一 」( 音 を の ば す 符 号 ) を 書く と き は 、 「ー』 の キー な 州 も あす 5 


回 


人 


匠 ee 3 SLS7 に る 、 2 3 5 ご 2 ご 


本 PAot な 56YtS: GE ISCOISS の 


ひら が な と カタ カナ 4 3 





空白 の 書き が た 


好 区 字 の 間 に 空 白 を 作る とき は 、 次 の よう に 操作 し まま 
ス - = 目 パ バー エ に に っ 


HIFT| + SPACE 


民 H TFT を 押し な が 回 面 の 「・」 が 消え で 、 カ ー ツ ル が 1 殖 
ら [SP ACE] を 押す み ま す 。 


ン ロ r 

「 も [SHIFT| を 押し な が ら を 押し て 空白 を 書く 《 と 、 の と か ら 1 行 の 交 寺 
や 用紙 の 大 きき を 変え て も 、 空 白 を 書い た 廊 字 数 分 の め ス ペース が その まま 残り 
つま り 、 空 白 は 文字 と 同じ よう に 画面 に 書く $ も の な の で す 。 
それ に 対し て 、 画 面 て で 「・」 が 表示 る れ て い る 部 分 は 、 そこ に 何 6 書 か 回 還 
いう こと を 表し て いま す 。 1 行 の 文字 数 や 1 ペー ジ の 大 き 8 を 徐 旭 2 め 見 記 
し まう こと が あり は 人 


次 の 例 は 、 い ろ は 文字 を 1 行 な き に 書い た も の で す 
2 行 目 に は 「 」( 空 白 ) が 、34 娘 字 分 あり ます 。 
4 行 目 に も 「・」 が 同じ 〈34 廊 字 分 ある よう に 見 えて いま 


》) いろ は に ほへと ちり ぬる を Q③ 


7 HUHUHHHHHHHH ロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロ 曰 回 局 占 自 旧 上 本 
》) ゎ わか よ た れ そ つね な らむ ⑨ ・ >。 xc 0 


この 多 書 の 1 行 の 女池 数 を 書式 変更 (p「 70 ペ ー ジ ) で 変え て 30 文 字 に する と 、 次 9 は 
の ds 00/ ま 1 


) いろ は に ほへと ちり ぬる を O ひ 


' THHH ロ HH ロロ ロロ ロロ ロロ 貞本 
) HHHH ゎ か ょ た れ そ っ ね な らむ O の 


@ Di 


2 * 9 AiAJ 語 人 


S 。 | の か 1.e 記 信 《 
1 行 の 婦 字 数 が 4 文字 減っ た た め に 
こん で し まい まし た 。 


9 行 目 の 文 は も と の ま ま 、 方 
め ら れ て し まい ま に 


44seows:k 5: 寺 生 生 
ーー ペーーーー に 氷水 


・ 3 行 目 の 文章 が 4 文字 の 空白 の 分 だ け 右 に ひ う 


' 贈 か ら は じ ま っ て いま す 。4 行 目 の 「・」 は 、30 六 学 に 2 





く 、 


M 


に か ら 1 行 の 
で の まま 残 5 ぉ 3 


5 書か れ て いな い 』 
し る に つめ ら 5 れ て 








> < > Se 
J ロ ロロ ロ 《( 
> > 
> 。 we 衣 是 


字 に する と 次 の 





> ク 
テレ 
| は 、 30 女 字 


一 抹 





アル ファ ベッ ト 


アル ファ ベッ ト は 入力 モー ド を 英字 入力 に し て 書き ます 。 


入力 モー ド を 英字 入力 に する 


ロー マ 字 入力 か ら 


を 押し な が 
ら を 押す 


多 


か な 入力 か ら 


を 押す 


ク 


ロー マ 字 入力 か ら 英 字 入 力 に 変え る 方 法 と 、 か な 入力 か ら 6 英字 入力 に 変え る 方 法 が あ 
り ま すず 。 


次 の よう に 操作 する と 、 ロ ー っ 字 入力 か ら 英 字 入力 に な り ま す 。 


ISHIFT| + 切 ナ | 
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作成 終了 外字 後 妥 <M2 


CAPSLOCKI| を 押し て カタ カナ を 書い て いた と き は 、 入 力 モ ー ド の 表示 が 「 岡 」 
か ら 「 較 」 に な り ま す 。 こ れ は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 大 廊 字 が 書け る 状態 で す 。 


ロー マ 字 入力 で ひら が な を 書い て いた と き は 入 
カモ ー ド の 表示 が 、「 剛 」 か ら 「 興 」 に 変わ り ま 
5 





を 2 回 押し て も 英字 入力 に 変わ り ま す 。 


次 の よう に 操作 する と 、 か な 入力 か ら 英 字 入力 に な り ま す 。 





か な 入力 で ひら が な を 書い て いた と き は 、 入 力 
モー ド の 表示 が 、 「 國 」 か ' ら 「 細 」 に 変わ り ま す 。 





作成 終了 外字 後 災 ^M う 


CAPSLOCKI| を 押し て カタ カナ を 書い て いた と き は 、 入 力 モ ー ド の 表示 が 「 囲 」 
か ら 「 図 」 に な り ま す 。 こ れ は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト の 大 娘 字 が 書け る 状態 で す 。 





ーーーーーーーーーーーーー て ーー "ーー 


甘 小 文字 を 書く 6 と 0 了 
[CAPSLOCK) の ラン プ が 消 を えて 入力 モー ド の 表示 が 「 興 」 と な っ た 状態 て 和 
文字 が 書け ます 。 





URIUD UP 全 書式 :Q4*16/38*28 


作成 終了 外字 後 要 ^! う 2 


/ 浸 この 状態 で 、 を 押し な が ら 英 字 キ ー を 押す と 、 英 大 廊 字 が 書け ます 。 


英 大 文字 を 書く 
CAPSLOCK) の ラン プ が つい て 入力 モー ド の 表示 が 「 関 」 と な っ た 状態 て. 英 大 駐 


字 が 書け ます 。 


回 II 内 人 
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作成 終了 外字 後 変 <』 


/ 少 この 状態 で を 押し な が ら 英 字 キー を 押す ょ 、 美 小文字 が 書け ます 、 


46>z< ト 本 ji に に 示 示 示 





還 


_ 数字 ・ 記 号 


数 字 を 書く と き は 、 入 力 モ ー ド を ロー マ 字 入力 か 英字 入力 に し ます 。 
か な 入力 の と き は 数 字 が 書け ませ ん 。 


数 字 キ ー を 押し て 書き ます 。 


aj(9](9]] 


エー ボー ド か ら 拉 走り る 記号 に は 「 革 I き 」 6 0 
「 英 記号 」 は 入力 モー ド が ロー マ 字 入力 の と き と 英字 入力 の と き に 共通 に 書け る 記号 で 
96 

「 か な 記号 」 は 入力 モー ド が か な 入力 の と き に 書け る 記号 で す 。 


議 和 を 英 記号 に は 、 英 字 キ ー を その まま 押し て 書く 記号 と 、 居 HIFT| を 押し な が ら 書 くも 


の が あり ます 。 


英字 キー を その まま 押し て 
書く 記号 


ーー 生 | 
ーー ニー 


















を 押し な が ら 
青 てく 記号 


か な 記号 の 書き か た 









40 
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回 還 に 同 同 同和 半 
ー el 同 同 は 9 

首 副 農 農 剛 回 コ 3 明 
EE 4( 
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/ 












































(ーー ン ンド HAI 2 二 語 


字 入力 で は 、 を 押す と 次 の 記号 が 書け ます 。 











ロー ご < 
問 時 定 問 
較 了 区 剛 
回 還 国 
| 周 







































































置 蘭 人 当 _ 
MIEHEEEEEF 止 相 周回 同 財 
回 四 較 加 B 口 回 
MM 富 | 過 国 図 回 農 回 悦 | TO T 























( 季 キー ボー ド に な い 特 丈 な 記号 か 守 


徐 。 特 珠 な 記号 は 、 か な 入力 の は き に 
きま す 。 


st 





さす LIM 


『L《 は 、 巻末 の 付録 を 参照 し て くだ きい 





SHIFT| や [CTRL を 押し な が 6 書く こき 
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半幅 文字 


T 欄 女 字 は 、 通 常 の 廊 字 幅 の 半分 に 縮小 きれ た 女 字 の こと で す 。 
ド 帆 文 字 で 書け る の は 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 、 英 記号 、 数 字 だ け で す 








NM 半幅 文字 の 用 途 
次 の 例 を 見 て て だ さい 。 
半幅 を 使わ な か いと 
Smi th 氏 に は 1978 年 に 初 
数 字 や アル ファ ベッ ト を 漢字 や か な 女 字 と 同じ 
幅 で 書く と 、 何 と な く バ ラン ス が よく あり ませ 
7 
半幅 を 使う と Smith 氏 に は 1978 年 に 初め て 会 っ 
全体 の バラ ンス が すっ きり し て 、 文 字数 も 節約 
CSk す る 
半幅 文字 が 書け る 状態 に する 


半幅 文字 を 書く と き は 、 次 の 操作 を し ます 。 


メニ ュ を 変え る STOP 1 


01.01:01 左 載 式 :R4*16/38*28 ーー 
コン トロ ー ル 表示 プ ブロック の メニ ュ を 左 の よう 


ISTOP| を 押し て メ 


「 半 / 全 」 と は 、 半 幅 と 全幅 (通常 の 幅 ) と いう 
意味 で す 。 















入力 モー ド の 表示 を 変え る 
[F 2] 入力 モー ド の 表示 
URIUBI | 市 填 式 : 4*16/38*289 引 っ M っ | 
[F 2| キノ 全 を 押す 「 半 幅 」 を 選ぶ と 、 入 力 モ ー ド の 表示 が 次 の よ うぅ 


等 倫 ギ / 全 倍 幅 の ダー ) に 変わ り ま す 。 


[ 計 


NNW | 数 字 と 英 記号 が 半幅 で 書け ます 。 
較 


昌一 英字 、 数 字 、 英 記号 が 半幅 で 書け ます 、 


まだ は i て 昔 
圏 一 一 英 大 婦 字 、 数 字 、 英 記号 が 半幅 で 書け ます 。 


軸 和 し る 


園 准 回 























半幅 文字 を 書く 














英字 を 書く 
英字 キー を 押す と 半 科 ウノ ルフ 725 誤 庫 
ます 。 
数 字 を 書く ' 
炒 字 キー を 押す と 半幅 の 数 字 が 書け ます 。 間 
英 記号 を 書く 
導 


半幅 の 英 記 号 が 書け ます 。 








* 半幅 文字 は 2 文字 続け て 書か な いと 、 カー ソル が 次 の 次 字 に 移動 U ま せん カー 
を 次 の 文字 に 動か みす た め に は 、 を 押し な が ら を 押し ます 。 
半幅 文字 を 書い て 、 カ ー ソ ル が 次 の 文字 に 移動 し な いう ち に 、 通常 の 幅 の 区 字 を 書 ( 

と 、 書 いた 半幅 文字 が 消 を えて し あい まあ 

ロー マ 字 入力 か ら 半 幅 文字 を 選ん だ と き は 、 ひ ら が な と カタ カナ は 通 の 区 学 幅 の ま 

ま 書 く て こと が で きま す 。 


K 






半幅 文字 を 消す 
半幅 文字 を 消す と き は 、 か を 押し ます 。 












で 消 アン の 
り / カー ソル が 前 の 文字 に も どっ て 、 半 幅 守 を 2 


字 1 度 に 消し ます 。 





[PEL] て 消す 時 
カー ソル の 位置 に あっ た 半幅 廊 字 が 消 ん お 


カー ソル 位置 に 半幅 婦 字 が 2 六 字 ある 場合 2 
女 字 を 1 度 に 消し ま す 。 





0 WWWmrmuoseeeeeeeeee 


還 =-- お こさ ロ TS ea 


| 通常 の 文字 幅 で 書け る よう に も どす 
アル ファ ベッ ト 数 字 央 記号 カ Aa な 9 
は ここ ヽ 突 記 ち 遂 常 の 池 帳 4 * 吉 /。 ルン M ー ・ 
4 ? う の や りか た が あり ます 。 2 


メニ ュ か ら 選 、 ぶ 





] = で. へ 
- 書式 :a4*16 38*28 
















ます 。 ' 5TO 由 を 押し て に 左 の メニ ュ を 表示 きせ ます 。 
メニ ュ 行 に 半 ノ 全 を 
| 出す 
四 加 「 入力 モー ド の 表示 
電 UEUUDG  E お む HCYTSTYEEPP: 
2 「 全 幅 」 を 選ぶ と 、 入 力 モー ド の 表示 が 次 の よう 
全 。 倍 幅 P22"- 1 う 
に 失わ 0 
周一 爾 
革 し / / 3 
- ま す 。 弄 県 
文字 を 書 ( 国 一 較 
を 押す を 押す と 、 入 力 モ ー ド の 表示 が 変わ り ま す 。 [CAPSLOCKI の ラン プ が つい て 
字 幅 の ま いる と き は 「『 凍 」 に 、 消 えて で いる と き は ! 田 Ns なり ま 2 
この あと 、 ロ ー マ 字 入力 や 英字 入力 に する と 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 、 数 字 、 英 記号 も 通常 
の 廊 字 幅 で 書け ます 。 
半幅 の 英 小文字 を 書い た あと 、 を 押し て 、 全幅 の ひら が な を ロー マ 字 入力 で 書け 
' る よう に する に は 、 次 の よう に 操作 し まず: 
' 
38 入力 モー ド の 表示 が 「 団 」 に な り ま す 。 
文字 を ? を 押す 因 線 半 / 全 倍 幅 アフ 2 ダー ^!2 
二 6 引き 0 人力 モ ー ド の 表示 が 「 開 」 に な り ま す 。 
ISHIFT| を 押し な が 本 re 
を ます ら 坊 ] を 押す っ し 人 し 2 
場合 肖 





文字 キー 以外 の は た らき 


- の ソフ ト の いろ いろ な 機能 を 使う た め の キ ー は 次 の 通り iC 間 

上 体 的 な 機能 の 使い か た に つい て は 、PART 4 すま お の 説 胃 色 太 人 CIGS 
- れ いら の キー は 、MS X パ ソコン の 機種 に よっ て 笠置 が 異な る 65 の が の DO 
MS X バ パッ コン 本 体 に 付属 の 説明 書 で 位置 を 確証 


ォ 一 の 9 請 結 還 5 き 
| ・ 曹 を 書い て いる と き は 、 行 の 途中 で 改行 し ます 。 
. 漢字 や 誤 語 の 読み を 書く と き に 押し ます 。 
| . 馬 語 に 直す と き に 押し ます 。 
| . 1 文字 の 漢字 に 直す と き に 押し ます 。 
| . 英字 キー や か な 文字 キー と 一 緒 に 押し て 、 記号 や 空白 を 書き 
ます 
- 他 の キー と 一 緒 に 押し て 、 カ ー ソ ル を 動か し た り 、 画 面 の 表 
示 を も ど し ま す ーー 
・ カ ー ソ ル を 表示 画面 の 左上 隅 に 動か し ます 。 
・CTRL] と 一 緒 に 押し て 、 設 定 さ れ て いる タプ 位置 を 表示 
ます 
・ 押す と ラン プ が 点 減 し て 、 入 力 モ ー ド の 表示 が 変わ り 張 
・ ひ ら が な と カタ カナ の 切り 換え 、 ア ルフ ァ ベ ペット の 天 爽 宮 @ 
小文字 の 切り 換え を し ます 
・ 押す と ラン プ が 点 牙 し て 、 か な 入力 と 英字 入力 の 切換 を 
し ます 
| ・ 押 す と メニ っ ュ 行 の 表示 が 変わ り 衣 お 
・ 他 の キー と 一 緒 に 押し て 、 カ ー ソ ル を 動か し た り 記 画面 の 表 
示 を 変え ます 
・1 ペー ジ の 全体 を 見 る (レイ アウ ト 表 示 ) 画面 と 交 書 作成 
面 を 切り 換え ます 。 
・ タ プ を 設定 し た 位置 へ カー ソル を と ぱし 寺 ず 5 
・ カ ー ソ ル を 1 文字 ずつ 左 へ も ど し て 女 字 を 消し ます 。 
・ カ ー ソ ル 位 置 の 文字 を 削除 し て 右側 の 廊 字 を 左 へ つめ ます 。 
・ 左 マー ジン 位置 で 押す と 、 そ の 行 を すべ て 削除 し ます 。 
・ カーソル 位置 に 一 文字 分 の 「・」 を 割り 込ま せま す 。 
・ を マー ジン 位置 で 押す と 、 何 も 書か れ て いな い 「・」 の 行 が 
挿入 され ます 。 
・ プ ニュ 行 に 表示 され た 機能 を 選ぶ と き に 押し ます 。 
・ カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 
" 代 HIFT| や を 押し な が ら 使う と 、 女 書 の いろ い 
ろ な 場所 に いっ ぺん に カー ソル を 動か すこ と が で きま すず 。 






































ーー、mnmntO〔 ぴ 〉00C> ヶ 0 ヶ OO ペペ キュ ミニ WI 
7 交 字 キー 以外 の は た らき 
= キー の ES 5S5S5%5%o%oo5 和 ミー 





PARHT 





ご の 章 の 内 容 

文書 作成 の な が れ ・54 
いろ いろ ね 画面 ・55 
画面 この 対話 ・58 

カー ソル の 惣 動 ・61 
レイ アウ ト 表示 画面 ・66 





' WO 電 「( 電 4 1 ぎす, NN 21 
′ 出生 】 


IIU 放 」 上 は 、 着 d 生 4 』 リ あ 


文書 作成 の な が れ 


Ss で が を 7 い の 
則 始 か ら 終了 まで の 操作 の 流れ は 、 次 の ォ ィ フ に な っ て いま す 


Rm 」 必要 に 応じ に て お こ な う 操 作 で す 。 


文書 作成 の 準備 

ぁ プ ログ ラム カー トリ ッ ジ を 取り つけ る 
(e[ 12 ペ ー ジ 
。 電 源 を 入れ て スタ ー ト する (W[ 13 ペ ー め ジ 
新しく 文書 を 作る 準備 
@ 画 面 の 文字 を クリ ア す 
る (*[ 72 ペ ー ジ ) 

@ 書 式 を 設定 する 

ゅ [| 72 ペー ジ 





保存 し た 文書 の 呼び 出し 


@ フ ロッ ピ デ ィ スク か ら 呼 び | 
出す We 3 ペー ジ | 

e@ カモ ッ ト テ ー プ か ら 呼 び 出 | 
す (e[[] 164 ペ ー め ジー 








『 
文字 を 書く ・ 訂 正す る 


@ いろ いろ な 文字 を 書く 


計 \ we[LU 37 ペ ー ジ ) 
@ 溢 字 に 直す ( ゅ [77 ページ) 
@ 間違い を 訂 止 する 


る (wp[ 127 ペ ー ジ 
き 
文書 を 加工 する 
@ 挿入 や 削除 を する ( つ 半 128 ペ ー ジ ) 
@ 移動 や 複写 を する @「 134 ペ ー 
いろいろ な 編 信 機能 を 使う ( ぁ 帳 国 6 
す 
保存 する 
% フ ロッ ピ デ ィ スク に 保存 する 
* カ セッ ト テ ー ク 放 保 語 


4 








ト | 交 書 作成 の な が れ 





し 


ES モモ EE 
1 ろ い ろか な 画面 


ー。。 。、 ノレ し ピ の 画面 を 見 な が ら 操作 し ます 。 画面 は 書い た 文字 を 表示 する だ け 
- さい 、 文章 の 修正 や 印刷 を する た め の 指示 な ども 表示 し ます 。 こ こ で は 、 画 面 が 用 
に 応じ て 変化 し て いく こと を 説明 し ます 。 


文字 を 書き こん だ り 、 書 いた 文字 を 訂正 する 画面 


文書 作成 画面 


「 は じ め か た 」 の 説明 ( ゅ [ 草 13 ペ ー ジ ) に し た 
が っ て 操作 する と 、 最 初 に 表示 され る 画面 で す 


@ ひ ら が な 、 カ タカ ナ 、 ア ルフ ァ ベ ッ ト 、 数 字 、 
キー ボー ド の 記号 、 を 直接 この 画面 に 書き 込 
こと を が で きま す 。 


才 漢字 を 直接 書き こむ こと は で きま せん 。 


ワ フワ ロッ ピ デ ィ スク に 保存 し た 内 容 を 一 覧 する 画面 


目録 画面 
フロ ッ ピ ディ スク に 保存 し た 文書 を 呼び 出す 操 
作 を し た と き に 、 人 保存 済 文書 の タイ トル を 表示 
し ます ( ゅ [178 ペ ー ジ 。 





フロ ッ ピ ディ スク に 保存 し た 辞書 を 呼び 出す 操 
作 を し た と き に 、 保 存 済 辞書 の タイ トル を 表示 
し ます (\[ 178 ペ ー ジ 。 


辞書 は 、 よ く 使 うこ と ば な ど を 略語 て 登録 で き 
ぇ ド う に し た も の で すず 。 


* 才 。。 ノ ト テ ー プ に 保存 きれ た 文書 や 辞書 は 一 覧 で きま せん 。 


いろ いろ か 画面 55 








文字 や マー ク を 自分 で 作る 画面 


外字 作成 画面 8 
字 JIS (日 本 工業 規格 ) で 定め られ た 第 1 水 堆 .) 


い 双 字 や マー ク を 、 自 分 作る 押 作 を し た 
に 、 表 示さ れる 画面 で す (% 由 120<_- 





1 ペー ジ の 全体 の 配置 を 見 る 画面 


レイ アウ ト 表 示 画 面 
文書 作成 画面 で は 、 1 ペー ジ 全 体 の 文字 や 記号 
の 配置 を 見 る こと が で き な い た め 、 ペ ー ジ 全休 
の レイ アウ ト を 見 る た め の 操 作 を し た ! き a 
表示 され る 画面 で す ( ぁ [ 66 ペ ー ジ 。 





* 才 レイ アッ ウト 表示 画面 で は 、 文 字 の 見 分 け は で きま せん 。 文字 の 書か れ だ 場合 書 
か れ て いな い 場 所 が 区 別 で き る だ け で す 。 


いろ いろ な 二 面 。。 ーーー ャ りーー _ 生還 





キー 操作 を 忘れ た と き に 見 る 画面 


ヘル プ 画 面 


操作 の 途中 で 、 ぼ どの キー を 押し た ら よ いか わか 
岡 還 : 文 書 得 帰 ノコ ッッ ド ツゲ ら な く な っ た と き に キー 操作 を 確か め る た め の 
陸 旨 全体 し アウ ト 表 示 ON/OFF 画面 で す 。 
TB 位置 表示 ON/OFF 
EDY 字 か な 変換 E- ド 
臣 還 肖 サ チ 回 軸 1 本 回: 戻り サチ 
回 訓 : 部 語 サ - チ 岡 古 \ 回 証 : 戻 り サ ー チ 





< 健 ヘル フ 画 面 が 表示 きれ て いる と き 
別 の キー 操作 説明 を 表示 し ます 。 
ヘル プ 画 面 に な る 前 の 画面 に ちどり ます 。 


田 | 目 ] を 見 る た め に は 
コン トロ ー ル 表示 プ ブロック の メニ > ュ 行 右端 の 表 


) ] 品 書式 :4*16/38*24 


示 が 「 ヘ ルプ '」 と な っ て いる と き に 、[Fl] を 押 


/ 湖 上 の 画面 は 、 一 例 で す 。 メ ニュ 行 の 「 作 成 」 か ら 「 後 変 」 ま で の 表示 は を 
押す と 変化 し ます 。 


いろ いろ な 画面 / 



























_ _ _ _ 一 一 一 llijll 和 時 
画面 と の 対話 


2 ッ 小 科 
この ソフ ト は 、 画 面 の コン ト 
ー の は た らき を 確認 し な が ら 操 作 ま 由 く 
表示 る れる 機能 を 選び な が ら 、 画面 と 対 詰 
方 式 と 呼ん で いま す 。 


プロ ッ ク で 、 現 在 の 状態 や 、 フ ァ ン クシ ョ ン ぇ 


ー ル 表示 


する よう に 操作 を 進め て いく こと を メ =。 


メニ ュ 行 と 状態 表示 行 を スタ ー ト る せ た と き の コ ント ロー ル 表 示 プ g 


の 二 直 を ェ の ) ヽ フト 
M S X 本体 の 電源 を 入れ て 、 こ の ジ My トロ ー ル 表 5Z 
ッ ク は 次 の よう に な っ て いま す 。 ュ ン トロ ー ル 表示 プロ ッ ク は 、 メ ニュ 行状 態 表 示 


行 に 分 か れ ま す 。 


状態 表示 行 に は は 、 カ ー ソ ル の 位置 、 入 力 モ ー ド 
(書け る 文字 の 種類 )、 書 式 (1 ペー ジ の 大 きき 、 
作成 で き る 上 限 の ペー ジ 数 な ど ) が 表示 され ま 
す (y[ | 70 ペ ー ジ )。 












メニ ュ 行 に は 、 機 能 を 選ぶ た め の メ ニュ が 表示 








状態 表示 行 COOGOPCCCOCO 01.01.01 店 書式 :R4*16/38*28 
る 由 ま ああ 
ei 
初期 メニ ュ この メニ ュ を 初期 メニ ュ と 呼び ます 。 


| 人 終了 外字 後 変 ^ ル プ 


人 合い で 信 、 = に 全 二 語 介 
F1) Fa (F3| 必 4| 『 


初期 メニ ュ は 、 文 書 の 印刷 や 保存 な どの 操作 を し た あと に も 表示 され ます 。 








メ ニュ 行 の 表示 を 変え る 
[STOP] を 押す と 、 メニ ュ は 次 の 4 通 0 に 変化 し ます 。 


を 押し な が ら [STOP] を 押す と 、 メ ニュ は 逆 の 順序 で 表示 され ます 。 









[SH1F+ (STOP 





| 作成 終了 外字 後 変 AM プ 


SHIFT|+ (STOP 


[SH IF+ (STOP 












移動 削除 中 央 右 寄 。 ヘルプ 






僅 HiF+ (ToP 


タプ セッ 





リセ 辞書 内 蔵 ヘル プ 





D0 画面 と の 奴 話 





一 
こっ 






タ 


ーー 


人 4 


メニ ュ 行 に 表示 され た 機能 を 選ぶ 


メニ ュ 行 示 
行 の 表示 は 、 人 F 1) か ら 師 還 ま で の ファ ンク ショ ン キ ー の 役割 を あら 6 わし て いま す 。 


ファンク ション キ ー の は た らき 用 途 を 説明 し ます 。 


研二 了 外字 後 変 へ ル 7 


$ 新 し 文書 を 作る (p[ 72 ペ ー ジ 、。 
9 1 ペー ジ の 大 き さ る を 変え る (P[ 則 73 ペ ー ジ 。 
% フ ロッ ピ デ ィ スク や カセ ッ ト テ ー プ に 保存 きれ た 文書 を 呼 
び 出 す (p[ 和 159 ペ ー ジ 。 
@ 文 書 や 辞書 を れ フ ロッ ピ デ ィ スク や カセット テー プ に 保存 す 
る (yp[ 159 ペ メー ジ 。 
@ フ ロッ ピ デ ィ スク に 保存 きれ た 文書 や 辞書 を 消す 
(w[ 則 181 ペ ー ジ 。 
@ 文 書 を プリ ンタ て 印刷 する ( ゅ [150 ペ ー ジ 。 
@ フ ロッ ピ デ ィ スク に 保存 され た 文書 や 辞書 の タイ トル 一 覧 
を 印刷 する (wp[ 178 ペ ー ジ 。 
@JIS 第 1 水準 に な い 漢字 や 記号 を 自分 で 作る 
(w[ 相 120 ペ ー ジ 。 
@$ ひ ら が な で 書い た 文字 を 後 か ら 漢字 に 直す 
(本 84 ペ ー ジ 、。 


@ ヘ ルプ (画面 を 表示 させ る 
ヘル プ 


@ 文 書 足 横 の 鞭 線 を 引く (P[ 105 ペ ー ジ 。 
@ 数 字 や アル ファ ベッ ト の 文字 幅 を 通常 の 半分 に する 


(p[49 ペ ー ジ 。 

@ 印 刷 す る と き の 文 字 幅 が 通常 の 2 倍 の 、 大 き な 文 字 を 使う 
(p「 和 144 ペ ー ジ 。 

@ 文 字 の 下 に アン ダー ライ ン を 引い て 目立た せる 


(p[146 ペ ー ジ 。 


@ ヘ ルプ 画面 を 表示 る せる 


.@ 文 章 の 一 部 を 別 の 場所 に 複写 し た り 、 移 動 する 


(PH134 ペ ー ジ 。 
@ 文章 の 一 部 を 消す (p[ 131 ペ ー ジ 。 
@ 見 出し や タイ トル な ど を 、 行 の 真中 に そろ える 


(139 ペ ー ジ 。 
e 日 付 や 名 前 な ど を 、 行 の 右端 に 寄せ る ( ゅ [140 ペ ー ジ 。 
@ ヘ ルプ 画面 を 表示 る せる 
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オ 
f 


| 2 プ セ 小 リセ 辞書 内 蔵 年 
プッ ト @ 項 目 の 頭 を そろ える 場合 に タ プ の 位置 を 決め る 
(PL 99 ペ ー ジ 。 
リセ ッ ト [2 …… @ タブ を 解除 する (w「 102 ペ ー ジ )。 ! 
辞 書 F 引 …"…" @ よく 使う 単語 や こと ば を 自分 の 略語 て 呼び 出せ る ょ う : 
に 登録 する ([ 113 ペ ー ジ 。 
内 蔵人 F 休 …… @ 季節 の 挟 挫 など 、 あ ら か じ め 登 録 る きれ て いる 文書 を 探す 


(p[ 95 ペ ー ジ )。 


ヘル ルフ "1F 5 …… @ へ ヘル ブ ) 画 面 を 表示 る せる 





マウ メニ ュ 行 に 表示 きれ た 機能 を 選ぶ と き に 、[E@@] か ら [F10] まで の ファ ンク ショ ッ ミ 
ー は 使え ませ ん 。 [H TFT| を 押し な が ら フ ァ ン クシ ョ ン キ ー を 押し て もち 、 何 9 起き 











ませ ん 。 
ファ ンク ショ ン キ ー の 役割 が 表示 され て いな いと き し 
メニ ュ 行 に 表示 され た 機能 を 選ぶ と 、 さ る ら に 新しい メニ ュ 行 に な り ま す 』 た 逢 寺 通 
初期 メニ ュ で 、[F 1] を 押し て 「 作 成 」 を 選ぶ と 、 メ ニュ 行 は 次 の よう に 変わ 9 ほ 二 工 
] 山 

呼出 新規 書式 : : 取消 

= 人 き 、F 利 に 相当 する 位置 に は 何 も 機能 が 表示 き れ て いま せん 。 こ の メニ ュ が 素 還 拓 も 誠 
示さ れ て いる と き は 、[F 4] を 押し て も 何 も で き な い こ L を 下味 で に まま 本 








和 ( 
カー ソル の 移動 


この ウッ ラフ ト で は 、 ひ ょ っ の 文 
率 書 の すべ て を テレ と の 画 
ル を 移動 し て 、 文 書 の ぁ ゎ 


書 を 何 ペ ー ジ に も わた っ て 書き 続 


けら れ ま す 。 こ 5 
面 で 一 度 に 全部 見 る こ ょ は で ゆ - 


きま ぜん 。 さ とる で 赤 - ア 


ー "文書 作成 画面 に 表示 きせ る 方法 を 説 胃 し ます. 





ト ょ うに 
、 徐 。 x 午 と 文書 作成 画面 の 関係 
= 探す 
クジ ショ 
、 何 も 起 
に と えば 、 文書 作成 画面 は 、 作 成 し た 文書 を 見 る た め の 「 窓 」 の 役目 を 持っ て いま す 。 つ まり 、 
わり ます 。 連続 し た 文章 の 一 部 を 、15 文 字 x6 行 (MSX 2 で 高 解 像 モ ー ド を 選ん だ と き は 30 文 字 
X6 行 ) の 男 囲 で 切 り 取 っ て 見 せ て いる わけ で す 。 
マウ 文書 作成 画面 で は 、 ペ ー ジ の 切れ 目 が 表示 され ませ ん 。 現在 画面 に 表示 され て いる ペ 
メ ニュ が 表 ー ジ 番号 は 、 カ ー ソ ル の 位置 を あら わす 数 字 て 確認 し ます 。 


カー ソル の 現在 位置 を 見 る 1 
カー ソル が 文書 の と の 位置 に ある か 、 コ ント ロー ル 表 示 プ ロッ ク の 状態 表示 行 を 見 て 


確か め め る こと が で きま す 。 
カー ソル の 現在 位置 表示 











ペー ジ の 上 端 か ら の 行 散 


ニー ューーー ピ ャ ョ ョ 渡 ee 
ni 











カー ソル キー で カー ソル を 移動 する 
移 を 移動 す を は た らき が あり ます 。 


ゥ ー ソ ルキ ー は 、 矢 印 の 方 向 に カー アツ 
jl 同人 田 回 
7 に ep 深 msi / 
り 



















カー ソル キー を 押す 
、 。 55 の まま PE 2 ッ ル が 動く の を 確か め る こと が で きま す 


っ の SRA KO 


> aa 2 go 


OO ーー 


2 > SR oe 二 h / 





疹 カー ソ ツル キー を 押し 続け る と 、 カー ソル が 連続 し て 動き ます 。 


表示 画面 の 端 か ら さ ら に カー ソル を 動か す 
カー ソル が 画面 の 端 に ある と き 、 き ら に 外側 に むか う 方 向 の 
カ 【 - 外 側 に カー ソル キー 
画面 の 表示 が 動き ます 。 ” 





》) あい うえ お か きく け こ さ し す せ 


あい うえ ぇ お 以下 の 50 音 が 続け て 1 行 に 書か 才 ( 
(る 計 攻 / ま 4 














カー ソル キー を 押す 
左端 に 表示 され て いた 「》 」 マ ー ク が 消 


「 せ 」 に 続く 「 を 」 が 表示 され ます 。 








この よう に 、 カ ー ソ ルキ 
ロ 6 ae ド 
う に 見 えま す 。 こ れ を か 





・ 画面 が 作っ た 文書 の 上 を 1 文字 ずっ 動く 3 
画面 が スク ロー ル す る ょ いい は 上 を 1 文字 ずつ っ 動 バ 





52 カー ソル の 移動 






画面 の を 上 の 隅 に カー ソル を と ば す 


カー ソル が どの 位置 に に 
で は ます 。 あっ て も 、 画面 の 左上 の 隅 に カー ソル を いっ ぺん に と ば すこ と 


カー ソル が 左上 の 隅 に と び ま す 。 


才 園 面 の 左端 に 「 ) 」 マ ー ク が 表示 きれ て いる と き は 、 カ ー ソ ル は 1 行 目 の 「》 」 マー 
ク の 右側 に も どり ます 。 


カー ソル を 動か さ ず に 画面 を スク ロー ル す る 


カー ソン ル を 動か る な いで 、 画 面 の 表示 だ け を 移動 きせ る こと も で きま す 。 文章 を 書い 
て いる 途中 で 前 後 の 文字 を 見 た いと き に 使う と 、 ス クロ ー ル し た 後 も を その まま 続き を 
書け る の て 便利 で す 。 


左右 へ の スク ロー ル 画面 の 左右 に 1 文字 ずつ スク ロー ル す る の を 桁 
スク ロー ル と 呼び ます 。 


IETR を 押し な が ら 。 | 画面 の 左側 が 表示 され ます 。 


IN 旭 衣 生還 D 軍 G 主 
カー ソル 位置 は 変わ り ま せん 。 
【 仙 を 押す ふし ぎ な くら い 体 が 軽く て 、 本 旧 


カー ソル が 右端 に ある と き に 、 さ ら に 左 方 向 に 桁 ス クロ ー ル を お こ な う と 、 カ ー ツ ソル 
は 画面 の 外 に は 消 を ず に 右端 に 残り ます 。 カー ソル が 右端 に ある 状態 で 、 文 書 び どけ が 


スク ロー ル し ます 。 


(CTRL+ ゆ 


ii の 直る (jl 名 介 1 


0 面 の 側が 表示 され ます 。 
(CTRL] を 押し な が ら m ber 周 
こら) わり ませ ん 。 
了 | を 押す ぎ な く 信 の 体 が 韓 く で 、 革 1! rb 人 は 人 


ーーーーーーーーーーーーーー 5 














上 下 へ の スク ロー ル 


を 押し な が ら 
[ 舎 | を 押す 


を 押し な が ら 
[ 生 | を 押す 


) 快調 に トッ プ を 走る ⑨・' 





画面 の 上 下 に 1 行 ずつ スク ロー ル す る の 天主 





) Number 1 u 隊 は 電 ロ スク ロー ル と 呼び ます 。 
3 が USA らい 休 が 軽く て 、 に 

CTRLI 十 | 

ea 1 行 上 が 表示 きれ ます 。 


) 快調 に トッ プ を カー ソル 位置 は 変わ り ま せん 。 








(CTRLI 二 [| 
全 AOT 1 行 下 が 表示 る れ ま す 。 


》) ふし き ぎ な くら い 体 が 軽く て 、 苦 カー ソル 位置 は 変わ り ませ ん 。 


》 は 出 な い 。 人 今度 の マラ ソン 大 会 








ベ ページ の 端 へ カー ソル を 移動 する 


64zzsmmw 。 ワニ ーー テー 


カー ソル キー を 押し つづ け な い で 、 科 単に カー ツル を 離れ た と ころ ペ へ ばす 方法 0 あ 
り ま す 。 


カー ツル を ペー ジ の 端 へ 移動 し て 、 画 面 を シス え ク ロー ル す る た め に は 、HIIF 還 上 
し な が ら 、 移 動 し た い 方 向 の カー ツル を 押し ます 。 

















・ 口 器 SOBBPG ロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ 品 避 品 回 回 品 回 申 《 
口 蜂 占 口 回 HP ロロ ロロ 回 ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ 回避 回 回 ( 
品 回 品 ・ ・ 


ES 
ニニ 





ーー P 申 ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ ロロ 品 選 局 避 選 選 選 5 選 DIK 
回 各 各 品 品 品 品 口 口 口 品 


2 で お の お の が 3 交 ま 8 


間 委 IN  、 . 


) pp ロロ pggngg ロ nnnnnmnnnmnlnnSwuslRFT 

(や ロ 円 加 田 上 思 回 思 加 回 思 仙 回 血 国 還 瑞 上 同和 和泊 
) PP ロロ ロロ ロロ nnmnmmm ロ la 向い < RE 《 
) 













|] ' ) 1 3 0 1 IS は 還 


% WW 4 4 で HAS 


`・・ 回 品 司 回 回 司 占 加 【 


4 4 TA 、 傘 2 本 2 
OO 、. 


ii 


生 の 左端 に 移動 する ほ HTF を 押し な がら [回 を 押し ょ っ 
行 の 右端 に 移動 する 全 HTF を 押し な か ら 国 を 押し ょ ょ 
ペー ジ の 先頭 に 移動 する き HIF 十 を 押し な が ら [ 重 を 押し ます 。 


ペー ジ の 最後 の 文字 の 後ろ 人 き HIF 和 を 押し な が ら ( 軸 を 押し ます 
| に 移動 する 


前 後 の ペー ジ を 見 る 
文書 が 何 ペ ー ジ に も な っ た と は 、 カー ソル を いっ ぺん に 前 後 の ペ ー ジ の 同 じ 位 置 に 


『 
移動 する こよ が で きま す 。 


と の 両方 を 一 緒 に 押し な が ら [ 届 を 押す と 、 次 の ペー ジ の 同じ 位置 
に カー ソル が 跳び ます 。 


に カー ソル が 跳び ま がら 


。 [SHIFT+ICTRU+ 1 








| ペー ジ を 見 る と CTRL の 両方 を 一 緒 に 押し な が ら [ 剣 を 押し ます 。 
【 ペ ー ジ を 見 る [CTRL] の 両方 を 一 緒 に 押し な が ら [ 軸 を 押し ます 。 


年 目 の 何 文字 目 か り ませ ん 。 次 の ペー ジ 
。ー の 由 万 の カー ソル 位置 ( 何 行 目 の 何 文字 目 か ) は 、 変 わ 
MWT マデ い ょ 衝 想 村 、 まま 隊 [SHIFT| を 押し な が ら [ 創 を 押し て 


導 に カー ソル を 移動 し た oh 
Pr 送 9 を の あと で [ 避 H1FT| と CTRL の 両方 を 緒 ( 


押し な が ら [ 形 を 押し ます 。 


カー ソル の 移動 入り 









レイ アウ ト 表 示 画 面 


レイ アウ ト と は 、 文 字 や 表 な どの 配置 を 意味 する こと ば で す 。 。 
は 1 ペー ジ の 全体 や 1 行 の 全体 を 見 る た め の 機 能 が あ り ます 。 

















ご の ジア トド に 


ペー ジ 全 体 の 形 を 見 る 利 て す 。 
ペー ジ の 全体 像 が わか る と 、 文章 の ヶ NZ ン ス が わか つっ て 便利 で す 。 次 の ょ の に 操作 し / 


て 全体 レイ アウ ト の 画面 を 表示 る せ ます 。 


全体 レイ アウ ト を 表示 する 











ESG 
FC 4 字数 上 励 一 ーー テバ | 1 の | 29 ロロ 39 ii 49 9 
Mg 還 クス 
HH HH 仁村 『 
1 の = ミ [ 7 
20 ョ 0 
30 =1 
4 の - 








「・」 の 部 分 は 、 文字 や 記号 が 書か れ て いな い 場 所 で す 5 

空 日 を 入力 し た と ころ は 「 国 」 も 中 も 表示 8 軸 計 2 

獲 線 (p[ 105 ペー ジ ) や 、 特殊 な 記号 ( ゅ 89 ペ ー ジ ) 5 通常 の 文字 5 同 Q 旨 上 
「[< 員 で 表示 きれ ます 。 





も と の 画面 に も どる 
も 1 度 [ESC] を 押す と 、 も と の 画面 に も どり Le 


66CCouxsmm 王国 の の x 














す 。 次 の は ぅ は 提 
コ を 表示 する 
8 タブ 位置 
サン CTRL] を 押し な が ら 
に 3 
・ う を 押す 


/ 少 


/ 


も と の 画面 に も どす 





に 


文字 と 同じ ま 2C 





織 


. 弄 





ー・ ま を 表示 る せる こと が で きま す 。 
この 因 を 陣 し な が ら 書 き 進め る こ ょ が で きる の で 便利 ナ 
近 則 6 ー ル を 「 タ プ 位 置 表 示 ょ し 6 っ 
を 表示 る せま す 。 ] と 呼び ます 。 次 の よ ぅ に 操作 し て . タブ 位置 


1 行 の スケ ー ル (目盛) 


ーー ラー 


タフ 位置 は ュ コン ト ロー ル 表 示 プ ョ ッ ク の 状態 表示 行 に 出 ま す 。 


(CTRL] 二 (HOME ンプ cL) 


い ツ ソ | 


作成 終了 外字 後 変 ^! う 


タフ 位置 表示 で は 、 文 字 を 書 ` た 部 分 と 何 も 書 か れ て いな い 部 分 が 区 別 で きま せん 。 
カー ン ソン ル の 現在 位置 だ けが 確認 で き Fr と 





タプ 位置 表示 に は 、 現在 カー ソル が 行 の どの あ 
7S0M(8 る か が 表示 きれ ます 。 





タフ 位置 を 表示 きせ て 、 カー ソル キー を 押す と 、 カ ー ソ ル 位 置 が 動く の が 確認 びき ま 
す 。 


タプ (P[ 和 [99 ページ を モッ ト する と タプ 位置 表示 の 文字 数 目 想 の 下 に 、 タ プ 位 置 が 
表示 され ます 。 


も う 1 度 、[CTRL] を 押し な が ら 介 OME ン ノン CLS] を 押す と 、 状 態 表 示 行 が 6 と に き 
どっ て 、 現 在 の 書式 を 表示 し ます 。 
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0 

美しい 文書 作り を めぐ ざ 
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の ] ML 

に Mi 

/ 1 
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攻 ( 」 に 1 

SE の 編集 相 

- 

有 心 用 し て 個 

ご の 章 の 内 容 
文書 の か ガ だ ち を 決め る ・70 同じ 文字 を 繰り 返し 書く ・ 9/ 
書き 始め る 前 に 書式 を 決め る ・/72 カー ソル を 行 の 途中 へ 跳 ば す ( タ プ )・ 98 
書い て いる 途中 で 書式 を 変え る ・76 行 を 変え る ・104 
漠 字 に 直す ・// 線 を 引く ・105 
「 あ と か ら 変 換 」 で 漢字 に 直す ・84 よく 使う 単語 を 登録 する ・113 
特殊 な 文字 や 記号 の 書き か だ ・69 自分 で 記号 や 文字 を 作る ・120 


文字 を 修正 する ・12/ 
複写 と 移動 ・134 
編集 する ・136 


よ ぐ 使う 漢字 (日 常 漢字 ) ・ 91 
内 工 旬 の 合い か だ ・ 





文書 の か た ち を 決め る 


て 寺 を 作る きじ 用 紙 の サイ ズ や 、 行 数 、 桁 数 (1 の 生誕 議 
こと を 書式 し いい ます 。 


千 式 で は 用 紙 の サイズ と 1 ペー ジ の 行 数 、 桁 数 を 設定 し ます 。 革 式 は 状態 


示さ る れ ま す 。 


(コントロー ル 表 示 ブ ロッ ク )》 


4*16/ 3 


0 ] 


01.0] 細 | 発っ 9 8*C8 
作成 終了 外字 PE 認 清 





| 用 紙 サ イズ 





全体 の ペー ジ 数 の 上 限 は 
あら た だ に 設定 し た 書式 を も と に 、 全 部 で 何 ペ ー ジ まで の 文書 を 1 

に 計算 し て 画面 に 表示 し ます 。 

MS X 本 体 の 記憶 容量 に よっ て 、 全 体 の ペー ジ 数 の 上 限 は 変わ り ま : 


用 紙 サ イズ と 文字 革 囲 
この ソフ ト て 指定 で きる 用 抵 サ イズ は 4 種類 で す 。 設 を で き な 
に よっ て 限定 され ます 。 指 定 で きる 用 紙 す イズ の 種 畑 
文 池 細 囲 ( 生 数 、 枯 数 ) は 次 の と j ぉ り て す 。 2 


/ (0 入 才 の の 7 た 5 を 決め る 









呈 刷 時 の 行間 隔 と 文字 間隔 


行 数 、 桁 数 を 変更 す < 
す 。 衝 数 和 拓 疫 Os こう Curl くき の 文字 間隔 、 行 間隔 が 変わ り 
(な り ま す 。 ぃ [00<ー の 。 は 多く な り 、 逆 に 小 a い 場合 は 広 


い 】 









『 に 
ドミ A4 サ イズ 


B5 サ イズ 


ドーーーーーー きき ーーーーーー | 





大 ューーー 26 一 42 字 


1 





工 書 1 ( 横 ) 式 欄 が ( 紅 ) 
4 = | 
SS 
ーー 1 ーー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー! 





ーー 


18 一 28 字 ーー 一 


ゴー 





、。 一 crecyssces7l 






エエ ヤキ ヤキ モヤ ャ キモ キャ ※ キ キョ キャ ーー nn 
書き 始め る 前 に 書式 を 決め る 















ょ ー ト リル ーッ テ こき け 晶 2 
文章 を 書き 始め る 前 に 書式 を 設定 する 方 法 を 説明 し まず 


電源 を 入れ る と 文書 作成 画面 が 現れ 、 状 能 胡 示 
行 に 書式 が 表示 る れ て いま す 。 





"01.01.01 号 書式 : 4*16/38*2S 


作成 終了 外字 後 変 ^!2 





作成 メニ ュ < 
「 作 成 」 を 選ぶ と 、 コ ント ロー ル 表 示 ブ ロッ ク が 


[F 1] 作 成 を 押す 
叶 出 新規 書式 作成 メニ ュ に 変わ り ま す 。 





書式 更 し ます か : 4*16/38*28 2 
回 「 新 規 」 を 選ぶ と 、 状 態 表 示 行 に 「 書 式 変更 しま 
4 B5 葉書 1 葉書 2 いい え すか 」 と いう メラ 5 寺 計時 

人 人 信 人 人 

[FillF2| [Fa| [F4| 


いい え を 指定 する と 、 コ ント ロー ル 表 示 プ ロッ ク は 作詞 当 に 記 語 記 記 0 


[F 2] 新規 を 押す 





y、 
\ 
選 


「 新 規 」 の 指定 は 次 の よう な と き に も 利用 し ます 。 

% 書い て いる 途中 で 、 そ れ ま で の 文書 を 全部 消し て し まい だ た W い MI 

* 文書 の 保存 や 印刷 が 終わ っ た あと で 、 も と の 文書 を 全部 消し で 新しい 区 書 を 作り 生 議 大 
め る と き 。 

新規 」 を 選ぶ と 、 そ れ ま て 作成 し て いた 文書 を 消す は た らき が あり ます 。 これ を 全 敵 

書 ク リア と 呼ん で いま す 。 


人 


芝 - 











1 eeemsmiitioioioioioiokok 
EE 1 





に 2 
ie 


ーー 
上 


昌 


II 


レーーREakoB" や 


あら か じ め 設 定 され た 書式 
を 利用 する 


ヲ 


用 紙 サ イズ を 変更 する 


用 紙 サ イズ を 指定 する 


作成 メニ ュ マ て 新規 を 指 
定 し て 、 用 紙 サ イズ を 
選ぶ 画面 を 出す 


デー ツ を る と 毎回 、 あ ら 設定 3 
の ) フト ス 婦 一 ト 0 ゝ で ゞ で ま 李 変更 
か [ め され 7 書式 が 表示 きれ を の 
さい : 文書 は この 書式 で 作成 印刷 され ま # (下図 参照) 。 


《 あ ら か じゅ 設定 き れ た 書式 の 画面 ) A4 サ イズ 


38ーーー 


28 行 


用 紙 サ イズ は A4、1 ペ ー ジ の 行 数 は 28 行 、1 行 の 桁 数 (文字 数 ) は 38 字 の 書式 で 16 ペ 
ー ジ まで 書け ます (MS X 本 体 の R AM が 64 K B の 場合 )。 


MSX 本 体 の R AM の 容量 が 異な る と 、 1 ペー ジ の 行 数 や 桁 数 が 同じ で る 、 作 成 で き 
る ペー ジ 数 は 違っ て きま す 。 


各 用 紙 サ イズ ご と に 、 あ ら か じ め 行 数 と 桁 数 が 設定 され て いま す 。 
A 4 :38 桁 X28 行 
B 5 :30 桁 X24 行 
葉書 1 : 23 桁 X14 行 
葉書 2 : 16 桁 X17 行 


4 65 東 書 1 和書 2 いい え 


sa 





式 婦 更 1 り EAA 用 紙 サ イ ズ を 選ぶ と 、 本 体 に あら か じ め 閣 
0 の サイ ヌス に 講 9。 ェ イア 取 ) れ て いる 行 数 と 数 、 お よび 。 る の 用 編 計 
る ファ ンク ショ ン キ ー て 作 必 で き る ペー ジ 数 の 上 限 を 表示 
を 押す 


1 たく 
あら か じ め 設 g 定 きれ た 行 数 と 桁 数 で よい 
ee [F4] 終了 」 を 押す と 、 用 紙 サ イズ が 変更 され て 、 初期 メニ ュ に 戻り ます 。 


桁 数 を 変更 する コ 
禁 数 を 変更 する と き は 、 次 の 操作 を 続け ます 。 桁 数 と は 1 行内 で 書け る 支 字数 


て す 。 桁 数 を 少な くす る と 印刷 の と き に 文字 の 間隔 は 広がり 、 多 くす る 攻守 の 衣 
は 狭く な り ます 。 


[F1) 
生 数 指定 可能 思 囲 22 ^- 32 
[F 1 桁 数 を 押す 「 桁 数 」 を 指定 する と 、 


作 。 衣 泊 」 示 S 起 寺 刀 


と 5 指定 可能 範囲 22 


数 字 キ ー で 桁 数 を 指定 0 則 衝 字 キー て 希望 の 桁 数 を 


玄 式 変更 し ます か : B5r20 


[F 4] 入 力 を 押す する は 
態 行 に 表示 され ます 。 桁 数 に 
も 自動 的 に 変更 きれ ます 。 
行 数 の 変更 が 必要 な いと き は 
「 終 了 」 に 対応 する を 押す と 、 ュ ント ロー ル 表 示 プ ロ 、 ぶ 記 


6 


/ 着き 始め る 前 に 書式 を 決め る 

















行 数 を 変更 する と は 次 の 操作 を 行い ます 


を の PO 。 行 数 を 少な て する と 、 行 の 間隔 が 広 が 
と 行 の 間隔 が 妹 Mo 
表示 し ます CEW ベ ー の 
) ま 行 数 を 押す し 8 
香 F2 「 書 式 変更 」 の 画面 で 「 行 数 」 を 選ぶ と 、 行 数 
を 指定 する 画面 に 変わ り ま す 。 
7 る 文字数 の 、) 
する し で 二 
^ 文 字 の 際 数 字 キー で 行 数 を 指定 


数 字 キ ー で 希望 の 行 数 を 指定 し ます 。 指 定 し た 
数 字 が 、 行 数 の 後に 表示 され ます 。 





する 
ー ベ ペー ジ 数 


< ボ する 画面 議 。 【F4|] 入 力 を 押す 「 入 力 」 を 選ぶ と 指定 し た 行 数 の 書式 が 表示 き 
れ ま す 。 こ の 書式 に 合わ せ て ペー ジ 数 も 自動 的 


に 変更 し ます 。 





行 数 を 指定 し て か ら 「 終 了 」 を 選ぶ と 、 自 動 的 
に 文書 作成 画面 に ちどり ます 。 こ れ で 指定 し だ 
用 紙 サ イズ 、 桁 数 、 行 数 に 書式 が 変更 きれ まし 


+ 


この 6 


_ ます 。 指 (F 4 終了 を 押す 
ます 。 











補 し た 書式 を 取消 す と き 人 
を 指 を し た よき に [取消 」 に 対応 臣 司 を 押す と 、 変 更 を 指定 する 前 の 
三 】 奥 . 日 こ 


画面 に 戻り ます 。 












書い て いる 途中 で 書式 を 変え る 


生 も 閉 いて いる 途中 で も 書式 を 変え る こ と が で きま ず 。 7 組 えば 行 数 を 大 s 
くし た り 、 逆 に 小 き くし た り 、 あ る い は 用 紙 サイ 人 
の 変更 が 可能 で す 。 変 更 前 に 書い て いた 文章 も 新しい 書式 に 変わ り 電 ( 









































の 変え か た 
ーー 書い て いる 途中 で 書式 を 変え る 場合 は 、 作 成 メ ニュ で 『 書 式 」 を 選択 し て か 坪 
の 変更 を 行い ます 。 そ の 後 の 手順 は 「 書 き 始め る 前 に 書式 を 決め る (上 7 
と 同様 で す の で 、 詳 し い 説 明 は 省略 し ます 。 
書式 変更 の 準備 
@ 初期 メニ ュ で 「 作 成 」 を 選ぶ 
作成 メ 
呼出 新 損 書式 
2 ま 4 性 』 ・ 
2 。 書式 を 選ぶ 
二 e 作成 メニ ュ で 「 書 式 」 を 選ぶ 


書式 を 安 更 し ます か : 





R4 BE5 葉書 ] 葉書 2 いい え 







・ 用 紙 サ イズ を 変更 する ( ゅ | 73 ペー ジ ) 
・ 桁 数 を 変更 する (p[74 ペ ー ジ 
・ 行 数 を 変更 する (75 ペ ー ジ 
トス 上 
_ 書式 の 変更 を 終了 する 

新書 式 の 文書 画面 に 戻る 


=、 生 - こ ] 


















/ 湖 新書 式 の 文書 画面 に 戻っ た 場合 、 カー ソル は 画面 の 左上 の すみ に 戻り ます 。 3 






文書 量 が 多い と 変更 に 時 間 が か か り ま 補 8 





/ 
才 書 作 成 の 途中 で 書式 を 変更 する 場 人 


f > 、 よ に な いで 《 だ 者 
い 。 誤 っ て 「 新 規 」 を 選ぶ 仙 肪 メニ ュ で 「 新 規 」 を 指定 し な 


と 、 そ れ ま で 書い た 文章 が すべ て 消え て し まい ます 。 






/ 0 きい て いる 途中 で 書式 を 変え る 






冊 字 へ の 直し か た を 説明 

- こ や 旨 し ます 。 漠 字 」- ェ ーー 

けが 漢字 に 変換 で き まず,。 PR ンー 50 り 衣 
《 使 用 する キー ゝ 


ひら が な を 漢字 に 直す と き に 必ず 使う キー で す 。 これ を 押し 
1c の * ら メニ ュ 行 に 漢字 の 「 読 み 」 を 書き ます 。 

1 文字 の 漢字 に 直す と き に 使い ます 。 漢 字 の 「 読 み 」 を 書い 
て か ら 押 す と 、1 文字 の 漢字 に 変わ り まず 。 

熟語 に 直す と き に 使い ます 。 漢 字 の 「 読 み 」 を 書い て か ら 押 
す と 誤 語 に 変わ 0 : 雪 の 

「 読 み 」 に 対応 す る 漢字 は 、 番 号 が ふら れ て メニ ュ 行 に 表示 き 
人 t ま す 。 目 的 の 漢字 の 番号 を 数 字 キー で 選び ます ( 高 解 像 
度 モ ー ド の と き は [一 [9)) . 


通り ある 漢字 変換 方 法 
ー ウ ジフ ト に は 漢字 変換 の 方 法 が 2 通り あり ます 。 文章 を 書き な が 6 漢字 に 直す 方 法 い 
5 う ひ と つ は ひら が な て 文章 を 書き 、 あ と か ら 漢字 に 変換 し て いく 方 法 「 あ と か ら 


変換 」P[ [|84 ペ ー ジ ) で す 。 は じ め に 文章 を 書き な が ら 漢 字 に 変換 する 方 法 か ら 説 明 
し ます 。 


入力 方 法 が 異な る と 変換 方 法 は ? 
ひら が な は ロー で マ 字 入力 、 か な 入力 の いずれ で 書い て も 変換 方 法 は 同じ で す 。 


1 文字 に ' 8 
「 1 文字 の 漢字 ( 単 漢字 と いい ます ) に 直し ます 。 送 り が な の ある 漢字 と な い 漢 字 に 分 


け て 説明 し ます 。 





送り が な の な い 漢 字 に 直す 
例 で 「 木 」 を 書き ます 。 


m | ューーoF | 








・ 4*16 


1 


01.06 書式 < を <] 
作成 終了 外字 後 要 ^M 


メニ ュ 行 に 「 四 抽 湖 語 
字 の 「 読 み 、 を 書き な る いと いう 意 
CS98 


湊 字 の 「 読 み 」 を 書く 還 還 較 旬 較 較 し ん 表示 ブロ ッ 
327 


読み 」 を か っ こ で で 6 





を 押す URIU NUTS の | | まっ 9 二 拓 :Y で 3 38w28 
GRAPH 読み 」 に 対応 する 漢字 が 表示 され ます 。 


1 佐 2 既 3 機 4 気 5 貫 B 僅 7 韻 
全角 人 度 モー ド の 場合 は 滴 字 を 9 っ 表示 し ます 


同音 の 漢字 が 7 つ 以 上 ある と き 


UEUERUY" 敵 朗 おぶ 4w16/38w28 


再び (GRAPH| を 押す 
[GRAPH 別 の 漢字 グル ー プ が 表示 され ます 
1 起 2 黄 3 基 4 木 5 企 6 朱 7 友 | 


目的 の 悦 字 を 選択 する 


数 字 キ ー で 目的 の 漢字 ーー 選ん だ 漢字 が 文書 作成 画面 に 表示 され ます 。 
の 番号 を 指定 する 


01.01.07 編 書式 : 4*16/38*28 


作成 終了 外字 後 数 っ 2 


も し も 、 目 的 の 漢字 が 見 つか ら な いと き は 
別 の 「 読 み 」 を 書い て み ま し ょ う 。 た だ し 、JIS 第 1 水準 に な い 漢字 は 変換 で きま せ 
4。 外字 (120 ペー ジ を 作成 する か 、 ひ ら が な で 書い て くだ きい 。 





[GRAPH| を 押し すぎ て し まっ た ! 
メニ ュ 行 が 別 の 漢字 グル ー プ を 表示 する 画面 に 変わ り ま す 。 を 押し な が ら 


GRAPH| を 押す と 、 ひ と つ 前 の 画面 に ちどり ます 。 
「 読 み 」 を か っ こ で くく ら ず に [GRAPH| を 押す と 


を の 読み の 単 漢字 が 表示 きれ ます 。 「 読 み 」 が 漢字 と 送り が な に 区 別 で きる と き は 、 次 
の ペー ジ の よ ょ ぅ に 自動 的 に 送り が な を 除い た 部 分 の 漢字 が 表示 され ます 。 


「 読 み 」 を が っ こ で く くっ た と き は 
なみ を か つこ で (っ で [GRAPH| を 繰り 返し 押す と 、 「 決 まる 」 の 「 決 」 な どの 
放 ー 


ょ うに を の 読み に 送り が な の つ 〈 漢字 も 表示 され ます 。 


GRAPH を 押し 続け る と 、 「 読 み 」 に も どり ます 。 




















送り が な の ある 漢字 
送り が な の ある 漢字 を 書き ます 。 


SPACE 


伴 EEC ュ ン ト ロー ル 表 示 プ ブロ ッ ク に 漢字 の 読 
OSDID200 LIKE SD 書け る よう ( ほ 天 軸 大 誠 









きす 『 


生ま いつ 容 記 設 叶 つい OO ロ 












・ 4*16/38*28 


URIUDRUD0' 証 対 あっ 


[wW 固 固 (回 加 人 


01.01.01 出 書式 : 4*16/38*28 









漢字 の 「 読 み 」 と 送り 漢字 の 「 読 み 」 と 送り 2 


が な を 書く 





01.01.01 唱 書式 : a4*16/38 





漢字 の 「 読 み 」 と 送り が な を 
画面 を 約 0.5 秒 間 表 示し で : 
わり ます 。 


【GRAPH| を 押す 






同じ 読み の 1 文字 の 漢 


















数 字 キ ー で 目的 の 漢字 
の 番号 を 指定 する 














。 で て 、 文 書 作成 画面 に 湿 = 
) が な が 表示 され ます 。 攻 | | 面 に 漢 た と 送 
・ コン トロ ー ル 表示 Sa 
が ブロ ッ ク に 漢 ま っ 、 ます トック は 初期 メニ ュ に 戻り 
チチ の 「 読 o 
り ま す 。 ン 
他 本 を 書き 間違え た ょ き 。 は 0 
か (B| を 1 度 ia 
の = ニ こす と 、 メ ニュ に 書い た "読み 」 が 1 文字 消え ます まとめ て 
努 合 は 、 (SPACEI を 2 度 続け て 押し ます 。 o て 消す 
の を か っ こ て 《 く っ て か 6 回 RA を 提 す 』 
読 書い て ヵ か と B 
「 "の 」 を 書い て か ら [SPAC 回 を 押す と 、 読み 」 は か っ こ で (て 6 れ ま す 
きり が な を 書き ます 。 1 
り が な を 自動 的 に 区 別 する 
示し て か ら 、 次 の 画 画 に 変 
1| 





字 を 表示 し ます 。 送り が な の つか な い 1 文字 の 漢字 (名 詞 ) を 表 ' 
示し ます 。 





約 0.5 秒 間 、 左 の 画面 を 表示 し て 下 の 画 面 に 変 
本 朋 ま 事 。 












同音 で 送り が な が 必要 な 漢字 を 表示 し ます 。 





1.01.01 号 書式 : 84*16738*: 
四 1 払 2 撮 3 妊 4 双 5 壇 6 及 


熱 語 に 直す 」 を 書い て か ら [ 避 ELECT) を 押す と 、 目 的 の 競 


メニ ュ 行 に 熟語 の 「 
と が で きま す 。 


「 使 者 」( し し ゃ ) を 漢字 に し ます 。 


アル タイ 国 か ら の 使者 





/ う の 


.09 動 書式 : 月 4*16/3 


作成 終了 外字 人 後 妥 


メニ ュ 行 に 、 熱 語 の 「 読 み 」 を 
「(_」 が 表示 され ます 。 


吾 語 「 主 R 1 .01.09 太 : ド 4*16/38 パ 
の 読み 」 を 書い 「 読 み 」 か * カ Jsi( 夫 6 く 


て か ら 尽 PAC 回 を 


押す 


を 押す 


82 字 に 直す 








雪 字 キー で 目的 の 主 語 
の 番号 を 指定 する 





て も し る し 多 









) チル タイ 国 か ら の 使 圭 ・.,。 
SAT3 3 日 的 の 替 語 の 番号 を 選ぶ 上 (この 例 で は 3)、 文 
| 洗 人 大 画面 に 熟語 が 表示 され ます 。 








e、 視 肛 1 
も 枯 5 KSii 
も 





















) | ) 
] 、 ] ] | まい 二 村 :Y で 3: 38*28 


作成 終了 外字 後 妥 っ 


目的 の 熟語 が 見 つか ら な ぃ 場合 
@ [SELEC 和 | を 押す と メニ ュ 行 に 別 の 熟語 が 表示 され ます 。 押 し 続け る と 、 再 び 


"読み 」 の 画面 に 戻 ! ま す 。 前 に 表示 され た 熟語 に 戻る と き は 、 [SHIF 生 を 押し な が 「 
ら を 押す と 前 の 画面 を 表示 し ます 。 
%$ と うし て も 目的 の 漢字 が 見 つか ら な いと き は 、 単 漢字 を 組み 合わ せ て 熟語 を 作り ます 。 
( 魔 ) + 《 神 ) 魔神 
《 人 怪し い 〉 + 《 人 ) 一 一 > 怪人 (「 怪 し い 」 の 「 し い 」 は 削除 し ます ) 








「 読 み 」 を か っ こ で くく 《 ら な い 場 合 の 熟語 表示 
@「 読 み 」 を 頭 文 字 に 持つ 熟語 を 表示 し ます 。 | 


午 式 : 4*16/38*28 





[SELEcT) 凡 


1.01.11 書式 : 84*16/38*2S 


四 1 故意 2 恋敵 3 小 意気 4 小池 


[SELEcT] 穫 


| 」 人 呈 書 













四 1 小石 2 小石 川 3 恋路 4 小 尽 














1 mm 
こと か ら 変 横 』 で 漠 字 に 関す 
, め て 漠 字 に 秦 換 する 方 店 そ 「 あ と か ら 6 有 % 


1 計 f に ま さ し 
りり が な で 六 束 を 書 き 、 地 こし し っ ょ きも あま か ら 安 括 て きま す 。 


1、』 す 。 1 文字 の 漢字 の と 













字 を 「 あ と か ら 変 換 」 す る た を 漢字 に 直 
CIS lideik 


し が みた の は か っ ぱ だ っ た 


私 が 見 た の は 河童 だ っ 7 だ 


) わた し が みた の は か っ ぱ だ っ た 





例 


送り が な の な い 漢 字 1 文字 
を 変換 する 











カー ソル を 「 読 み 」 の 


oe4e75 ら SE と 92 りう) に 1 2 に 月 


E 先頭 の 文字 へ 移動 する 
bh to 二 較 She に 6 で うら) の Sv Te っ Ah の 
と 
9 
Ce 01.01.01 呈 書式 : 4*16/38*Z: 
す 党 。 
の 作成 終了 外字 後 変 っ ! う 
ピ 和 
「 あ と か ら 変 換 」 の 略 
[F 4] 後 変 を 押す 


「 読 み 」 の 先頭 の 文字 が 反転 に な り 、 
に 「 後 か ら 変換 」 と 表示 され ます 。 


0 「 あ と か ら 安 換 」 で 漠 字 に 直す 






で 「 読 み 」 の 最後 の 
文字 へ カ ー ソ ル を 移動 
する 





2 の 最後 の 文字 ま で カー ソル を 移動 す る 
、 可 み 」 は すべ て 反転 で 表示 きれ ます 








1 文字 の 漢字 に 直す の 
て [GRAPH| を 押す 





メニ ュ 行 に 漢字 が 表示 され ます 。 






目的 の 漢字 の 番号 を 数 
字 キー で 指定 する 





数 字 キ ー を 押す と 、 文 書 作成 画面 に 漢字 が 表示 
され ます 。 メニ ュ 行 も 初期 メニ ュ に も どり ます 。 















01.0.502 ra ) 16/ 3 < 
1.01:02 咽 書式 : 84*16/38*28 


作成 終了 外字 後 変 ^!2 







きり が な が ある と き 






》 私 が みた の は か っ ぱ だ っ た O 





カー ソル を 「 読 み 」 の 
先 員 位置 へ 移動 する 


eu 








cellue ie も 


の と か ら 変 換 」 で 漢字 に 直す 9 り 















あ 7 


匠 伸 を 拓 す と 、「 読 み 」 の 先天 


ば ぱ ば だ っ 
, が 還 た の は か っ 
(人 り ま す 。 









[F 4 後 変 を 押す 





同 キ ー を 押し て 、 漢 字 の 「 読 み 」 と 送り 六 


カー ソル を 送り が な の 反転 に し ます 。 


最後 の 文字 へ 移動 する 





漢 の 「 読 み 」 と 送り が な を か っ こ で 区 
GRAPH| を 押す 
画面 が 約 0.5 秒 間 表 示さ れ ま す 。 


その 後 す ぐに 次 の 画面 に 変わ り ま す 。 





)5 号 書 3 で こ 


本 音 の 漢字 を 表示 し ます 。 
違 1 見 2 欠 3 視 4 満 5 診 6 者 7 


RH4*]16/ 38 


86 「 あ と か ら 変換 」 で 漢字 に 存 す 























指定 する すん 「 
の を 選ぶ し 、 文書 作成 画面 に 漢字 と 送 
さ が 正 し 表示 き 条 カー ソル は 送り が な 
の 有 隣 へ 移動 し ま が 
DERUD RU に すい | 人 H4*16/38*28 
送り 
可 証 | 馬 を あと か ら 変 換 す る ひな な て きき 7 


読み 、 を あと か ら 吾 語 に 直し 会) 







再 語 に 直す 「 読 み 」 の | ) 弘 が 見 た の は か っ ぱ だ っ た ・・ 








半 。 発 層 のり 用 近く あー ジル ll すす ・ この ア デア ' 
を 移動 する ES まっ 」 
01.01.07 鍋 書式 : 84*16/38*28 | 
で 区 切っ た ' 
5 
人 F 4] 後 変 を 押す 後 変 を 選ぶ と 、 カ ー ソ ル 位 置 の 文字 が 反転 表示 
間 ( 六 AU ます 。 











書式 : 4+16738+29 






あぁ と か ら 変 換 」 で 漢字 に 直す 67 


li 還 還 較 半 ーー om 


カー ソル を 「 読 み 」 の 
最後 の 文字 まで 移動 す 


訟 上 * * 
) が 見 た の 1 加計 語 だ っ 





る 


を 押し て 
調 語 に 直す 


数 字 キ ー で 目的 の 調 語 
を 選ぶ 


f 委 R4*1( 





6 信 22P3"WSrPTEme 


01.09 誤 ^ 


作成 


終了 


書式 : 4*16/38+*c68 


外字 人 矯 災 ^2 


雪 語 の 「 読 み 」 を すべ て 反転 に し ます 。 


メニ ュ 行 に 同音 の 熱 語 と 同じ 「 読 み 」 で 多 
然 語 が 表示 され ます 。 


選ん だ 熟語 が 文書 作成 画面 に 表示 され ます 。 
ュ ン トロ ー ル 表示 プ ブロック は 初期 メニ ュ に $ 


り ま す 。 


















和 


この ソフ ト に は 「 人 、 の 」 














な ど 交 朱 な 記号 
IN 紙 や 日 記 か ら 2 ホス 区 ceuy。。 スキ が っ て いま す 。 プ ライ ベー ト な 手 
くだ さい 。 。  、。・「 皿 広 く 利用 で きる も の ぱか り て す 。 活用 し て 
計 珠 な 記号 と 文字 の 一 覧 
下 の 表 は この ソフ ト に 内 蔵 きれ 
= て いる 特 丈 記号 (文字 ) の 一 覧 で す 。 と の メニ ュ か 
ス 」 で 包 6 (CTRL] を 押し な が ら 司 TOP] を 』 の PNー 
* の 記号 が 5 組 ( 計 10 字 ) 表示 ーー 
1 か wb』 さ mp 「 げ ) 表示 され ます 。 (CTRLI を 押し な が 6 司 〒O 由 を 押す ご と に 
うっ ツ ま て の 記号 が 順 繰 9 に 表示 され 、 全 部 で 50 種 類 の 中 か ら 選べ ます 。 
「 特殊 な 記号 (文字 ) の 
れき ます IGTRLI+ STol sdk 
ニュ に も ょ 
。 【CTRLJ+ ほ ToP) 「 
9 し | 
本 CTRL+ TOP! | 
ま + | 
[CTRL) 十 [STOP | 
IGTR+(sToPgl 
1| 
っ | 
4 ' 
特殊 な 記号 (文字 ) の 書き か た 5 
特殊 な 記号 や 文字 を 文中 で 使用 する 方 法 を 説明 し ます 。 
9 (使用 する キー) 





[CTRLI+ ほ TOP] 1 回 押す ご と に コン ト ロー ル 表 示 プ ロック に 10 種 類 の 特 丈 記 
号 を 表示 し ます 。 


[1 は kg 特 珠 記号 は 2 文字 が 1 組 に な っ て 表示 され ます 。 ス ラッ シュ の) 
の 左側 の 記号 を 指定 す る 場合 に 押し ます 。 


ョ コ . 己 ラッ ン 右側 に ある と き な は 、 
… 目 的 の 記号 が スラ ッ ジ シュ の 
ほ HTFT+[F1 を W し な が 5 する キー を ます 。 


ョ 号 の 表示 画面 か ら 文書 作成 に 戻る と き に 押し ます 。 





半 eic- て je みさ メリア 特殊 
































記 び 出 H ィ ゝ 
1 0 の 電 婦 マニ グー「 を 区 由 CA 
CTRL] を 押し な が ら コン トロ ー ル 表示 ブロ ッ ク に 特殊 記号 が 10 訂 
を 押す な ら び ま プ 委 に 
] ].01] 号 書式 : 64+16 38*29 
Li 
|CTRL+ STOP 誠 
ジャ の 王寺 三 01.01.0] 訓 書式 : 4*16/38*28 ほ 
2 目的 の 記号 が 表示 され 別 の 記号 を 10 種 類 表 示し ます 。 
計っ な が ら [ ら TOP] を 押す 
目的 の 記号 に 対応 する 
2 の の 文書 作成 画面 に 、 選ん だ 記号 が 表示 され ます 。 
押す 





/ 参 スラ ッ シ 
ュ ( ソ ) の 右側 の 記号 を 指定 
ーー 中 征 す る と き は 


記号 に 対応 する ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます 。 


必 入力 モー ド が 
ー ド が 較 ま た は 囲 の 
ヨロ . 己 よる 正 : 0 に と き に 、 と 
中 な カ 書け ます 。 詳 拉 人 〈 は 巻末 の 人 BSMG お 3 に PDM 
いい ざき い 。 






90 特殊 な 女 字 や 記号 の 書き か た 


















よく 使 つ 漢 字 (日 常 漢字 ) 


ょ 使う 漢字 は 

0 -( は 、 簡単 な 衝 
で ド 1 小 YP WIII 

もい ふだん の 生活 で ひん \ て \ び 出せ る よう ( な が う ラ 


時 て い 
ます 。 ん に 出 て くる 漢字 ば か り で て いま す 。 貨幣 単位 や 漢 数 字 な 


す 。 こ の 本 で は 日 常 漢字 と 呼び 


常 漢字 の 呼び 出し か た 
0 日 常 漢字 は 短縮 され た 『r 
あと の 操作 は 漢 

上 く だ さい 。 


読み 」 で 登録 きれ 
< o う 計れ ミ iQ いま す を 上 
や 熟語 の 変換 方 法 と 同じ で す 。 「 


いび 読み 」 る え ぇ 覚え て ぢ お け ば 、 
呪 み 」 の 書き か た は 下 の 表 を ご 参 


日 常 漢字 の 種類 と 書き か た 








か な 入力 単 漢字 熟語 「 





ロー マ 字 入力 
了 | 
団 「 





| 
8 人 人 上 、 中 、 下 、 前 | 
後 、 左 、 右 「 
ー 


ん か 




















Eo 昭和 、 大 正 、 明 治 


十 円 、 百 円 、 〒 
円 、 万 円 、 億 円 












ゆ ( 小 女 字 ) 


住所 、 郵 便 番号 
電話 番号 








自宅 、 勤務 和 
所 属 








四 、 南 、 北 
無 、 側 





91 


1 支 字 の 日 常 漠 字 を 呼び 
出す 


AAL 
っ 着 字 を 呼び 
1 文字 の 日 常 漠 





ほ PACE] を 押す 





日 常 漢字 の 「 読 い 
常 漢字 % み 」 を メニ ュ 行 に 「 読 み 」 を 書い た ら 、 か っ ご (名 
書き 、 再 [SPACE り ま す 「 
を 押す 1 


聞 uo きん ん は AN4 て も 呼び 出す こ と が で き ます 


92 eaarewas 





を 押す 


骸 和書 4416/38。 
四 1 府 の 4 「 読 み fa N い 湖 に / 
2 時 3 市 4 郡 S6 町 ? 有 ます に 対応 する 日 常 漢字 が 7 文字 表示 きれ 


目的 の 漢字 に 対応 する 


数 字 キー を 押す 0 志ん だ 日 常 漢字 が 表示 る れ ま 


ー 1 9 書 n RA4+ 


」 ( *2E 
全 選 は 了 外 皇 | 徐 到 記 思 


熱 語 の 日 常 漢字 を 呼び 出し て み ま し ょ う 。 例 で は 「 電 話 番号 」 を 呼び 出し ま す 。 


熟語 の 日 常 漢字 を 呼び 出す 


SPACE] を 押す 還る 「 読 み 」 を 書く て し る し が 表示 きれ ま 


と 1 2 ュー 晴 開い か は まつ 
「 読 み 」 を 書い て か ら 訪 み 」 を 書 だ め が っ IL 電 く 


ロ ル 


を 押す 


よく 使う 漢字 (日 常 漠 字 ) 


SWw5w5p5p。 amas99 
生 和 es- mi 細 間 還 請 間 還 還 





メニ = ュ 行 に 、 「 読 み 」 に 対応 する 銚 語 カ 表 訂 


屋 ELECT] を 提 す 3 


E 3 -、 選 ん が だ 日常 漢 字 が 表示 
目的 の 吾 語 に 対応 する 文書 作成 画面 に 、 居 常 漢字 が 表示 き * 
数 字 キ ー を 押す 9 


R4*16 


ii.ol.05 看 書式 38428 
作成 終了 外字 後 要 へ!2 


/ 当 日常 漢 字 を 使う と 、 信 所 録 な ど が 簡単 に 作成 で きま す 。 


明和 客 リス ト y 天 





全う 考 字 ( 日 間 江 ) 








内 大 句 の 使い か た ーー 


この ソフ ト に は 手紙 や sync 
” る 未 記 「 内 蔵 名 一覧 を まし て ~ で われ る 慣用 回 が 100 種 類 入っ て い ょ す (人 
LM ED MS ヽ 3 の く 0 5 6 し WM 
6 の 内 蔵 名 は その まま 使う こ の いさ つや あら た まっ た 手紙 な ぼ 、 こ 


U 














ほ と が で きま す 。 少 


に し 言 合 に - 記 
も で き ます 。 すず を 加え て 自分 の 言葉 に 書き 直す こ と 
英字 が 凡 蔵 名 の 呼び 出し か た 
4 ーー (は 00 か ら 98 ま で の 番号 で 登録 きれ て あり 、 利 用 する ょ は 、 こ の 番号 を 使っ 
て 呼び 出し ます 。 


《 使 用 する キー 
ISTOP| [F4] 9]- 





内 蔵 句 を 呼び 出す 
内 研 句 (87 番 ) の 次 の 句 を 呼び 出し ます 。 


音 も な く 春 雨 が 降っ て お り ま す 。 





[STOP| 


STOP| を 押し て メニ 
ュ 行 に 内 蔵 を 出す 
































「 内 蔵 」 を 選ぶ と 、 メ ニュ 行 に 内 蔵 句 番号 を 記 
F 4| 内蔵 を 押す ロ 


入 す る 画面 が 表示 る れ ま す 。 





sw 和書 4*106/ う 8 
内 閣 定 形 句 番号 ( ) 入力 取消 






) 内 に 内 蔵 名 番号 を 書き ます 。 


〔 


還 有 者 NE TA 2 


を 押す 


% 符 且 が 間 っ そお 309 ます 3・ ここ 「 入 力 」 を 選ぶ と 、 内 蔵 句 が 女 書 作成 画面 に 表 
必 4 入力 を 押す 示 き れ ま す 。 


01.01.16 忠 書式 :Q4+16 38*26 


22"t ッ ト リッ ト 辞 寺 内蔵 ^L う 
四 


1 
ma 才 


/ 錠 語 び 内 蔵 名 を 呼び 出す 場合 は 
記入 する 画面 に 変わ り ま す 。 操 作 は 同様 に お こない ます 。 


を 押す と 、 再び 内 詞 句 を 


000 9 の 合い か た 





科 同じ 文字 を 繰り 返し 書 < 





















電 ント は 同じ 六 字 記号 を 繰り 反 | 吾 
5 『 返し 
人 に 株 返す も き は 、 提 で 伯 ビート 機 備え て いす 
ト の 使い か た 
リ と aa ヒ いる 還 は 
PR ょ 。 1 和 DOER TI 
例 
横 リ ビー ト ドー トー セー ce 
KK 
| 
で こない きま + 「 
※※※※※※※※※※※※※※※ 
“ 
(使用 する キー) | 
横 リ ビー ト の と き ーー 司 HLF+ 旧 | | ま 
縮 リ ビー ト の と き ーーーーー [CTRL] + 則 | 
| 
横 リ ビー ト の 方 法 「 


繰り 返し た い 文 字 や 記 
号 の 下 へ カー ソル を 移 
動 する 








記号 は キー を 押し た 数 だ 






記号 が 表示 $ れ ま 。 
け 右 へ 表示 さる れ ま 唱 。 






SHIF 生 を 押し な が 
> 介 | を 押す 


Vn 


縦 リ ビー ト の 方 法 
繰り 返し た い 文字 や 記 


号 の 下 へ カー ソル を 移 5 あす 5) 5 9 PA こめ の 。 や コツ 
動 す る 


)》) ※※※※※※※※・・・ に い 「 


CTRL] を 押し な が ら 


》) ※※※※※※※※・ 
分 | を 押す 


抜天 2 っ 補 記号 が 表示 さる れ ま す 。 記号 は キー を 押し 
け 下 へ 表示 され ます 。 
De 
/ 


キー を 押し 続け る と 、 連 続 し て リピ ビート する こと が で きま す 。 


98 同じ 婦 字 を 繰 り 返 し 書く 













カー ソル を 行 の 途中 へ 中 ば (タプ) 


す 表 の 中 や 、 1 行 を い 。 の 位置 へ 革 ば > に 全う 通 を タン 
ろ え る よき に 使い ます 。 ムッ (データ な ど を 並べ は き の 書 き 出し 位置 を る 

キッ トロ コン スト で は 、 4 サイズ LBm ナ ィ ズ の 16 桁 目 に あら か じ ッ 
ク プ が モッ トミ され て いま + 中 に あら か じ め 


(TA 目 ) を 押し て 、 ぁ ーッ ッ 


So 


タブ を セッ ト す る 

Se を 押し)、 7 ル を 希望 の 位置 へ 貴 ば 

7 内 な ら 複 数 セッ ト す る こ ょ が 

^ へ 跳び ます 。 書 作成 画 

示 (W[ 日 67 ペ ー ジ ょ 
す 。 


7 だめ に は 、 味 ば すず 先 に タプ を ャ ッ ト し ます 。 タプ は 行 


で きま す 。 革 A 四 | を 押す と 、 カー ソル は セッ ト し た 位置 
画 上 で は タプ の 位置 を 見 る こと は で きま ょ せん が 、 タ ブ 位置 表 


ゾ イ ア ウト 表示 (p[T66 ペ ー ジ に する と 見 る こと が て きま 










《 タ プ セ ッ ト 位 置 ) 
行内 で タプ を セット する と 、 を 押す ご と に カー ソル は 次 の タフ 位置 まで 跳び ま 
す 。 





(この 位置 に タプ を セッ ト し て いま す 。) 


最初 の カー ソル 位置 OO 


ノー コー 用 KICMIMIMI2IUK NICIOIUEOLMLOENCPIOCIPILN PE ま ( 









、、。. TP 
ー ソ ル が 次 の タブ セッ ト 位 置 
押す と カ の 書き 出し 位置 が そろ いま す 。 





e[TA 日 | を 也 
e タ フ 位置 べ 女 字 を 圭 く と 、 文字 






邊 に タブ が セッ ト さ れ て いま す 、 
且 衣 昌 5 ド MMSB16 人 に タブ が モッ ト れ 


リー ソ ル を 行 の 途中 へ 跳 ば す ( タ ブ ) 99 








タプ を セッ ト す る 







STOP| を 押し て タブ 
セッ ト を メニ ュ 行 に 出 
す 













タプ を セッ ト す る 位置 
へ カー ソル を 移動 し 、 
[F1] タ ブ セ ッ ト を 押 7 
ゅ 
導 他 に も セッ ト す る と き は …… 

カー ツル を タプ モッ ト す る 位置 へ 移動 し 、 同 じ 手 順 を 繰り 返し まず 』 





カー ソル 表示 位置 に に 、 タ プ が セッ ト き れ ま すけ 
















タプ の 位置 を た し か め る 


(SHIFT 十 生 


[SH IF | を 押し な が 
ら [ 条 を 押し て カー ソ 
ル を 行 の 頭 へ 移動 する 


カー ン ル は 行 の 頭 へ 移動 し ます 。 





を 押す カー ソル は タプ 位置 へ 跳び ます 。 





仙 の タフ 位置 を 確か め る に は 同じ 手順 を 繰り 返し ます 。 





100 フー ソル を 行 の 途中 へ 跳 ば す (タフ) 













カー ソ LT 3 1 た け 5 
K ス 2 ルカ 番 有 端 の タプ 位置 か 、 を の 有 有 側 に ある ょ き に を 押す と . 次 の 行 





ド の 先頭 に カー ソル が 跳び ます 。 
| レイ アウ ト 表 示 で タプ の 位置 を 確か め る 
「 全体 レイ アウ ト 表 示 上 タプ 位置 表示 で 、 タ プ の 位置 を 見 る こと が て きま す 。 


| 全体 レイ アウ ト 表 示 で タプ 
| セッ ト 位 置 を 見 る 


1 
側 


" 
] 


(6 ド 
人 メ / 


。 
2 








WE 


IIINIII 
「T」 







EE 区 光 注 光 光 光 注 太 ま ま 表 】 
EE 太 江 太 まま 注 肖 表 ま 表 ま 
し た 太 太 江 三 ま 三 表 表 】 


EE 
さま) 
エエ IEEERERREIEERREEEERRIWEREEI 


NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNN 一 



















タフ 位置 表示 で タフ 位置 を 
2 を 押し な が ら [HOME プ CLS] を 押す と 、 状 態 表 示 行 に タフ 位置 を 表示 し ます 。 
桁 数 の 目盛 り の 下 の カ ー ツ / ル に 似 た アン ダー ラ イン カタ プ の 位置 で す 。 





カー ソル を 行 の 途中 へ 跳 ば す (タブ) 101 


| に タプ の 解除 の し か た (リセ ッ ト ) kb 62 
セッ ト し た タプ の 解除 roE し か メグ を 凶 際 する を も あり ウト UI 


タプ を 1 つ ず つ リ セッ ト 
する 


を 


22" リ も ッ ト り ty ト 辞書 内 蔵 へ L う 


エ AB] を 押し て 、 カー 現在 の タフ 位置 に カー ソル が 跳 6 
ソル を タブ 位置 へ 跳 ば 


s 志 


[F 2| リセ ッ ト を 押す 「 リ セッ ト 」 を 選ぶ と 、 を の 人 6 
| 具 に Sake 


徐 擬 数 の タブ を 解除 する と き は 同じ 手順 を 繰り 返し ます 。 


すべ て の タプ を 1 度 に リセ 
ッ ト す る に は 


カー ソル を 行 の 左端 マー ク に 移動 し て 、 孔 |「 リ モット 」 を 押す 
プ は すべ て 解除 され ます 。 ' 


102 カー ソル を 行 の 途中 へ 跳 ば す ( タ ブ ) 





ToP| [ 和 。 


佑 TOP| を 押し て 、 リ 
セッ ト を メニ ュ 行 に 出 
し 、 カ ー ソ ル を 左端 マ 
ー ク ^ 移 動 す る 


カー ソル を 左端 マー クム 移動 し ます 。 








1.01 幼 書式 : 4+16/38*28 


2 う ” リ セット リャ セッ ト 


辞書 内 哉 ヽ ! う 


F2 リ セッ ト を 押す 


「 リ セッ ト 」 を 選ぶ と 、 セ モット る れ て いた タプ 
が すべ て 解除 る きれ ま す 。 








タプ の リセ ッ ト を 確か め る 
タプ が リセ ッ ト さ る され た だ か を 確か め ま す 。 


【 ほ HiFT+(g 
SL、 も の 信行 の 頭 へ カー ソル を 移 














行 の 頭 へ カー ソル を 移動 し ます 。 
動 す る 
AB] を 押す カー ソル は 移動 し ませ ん 。 
PA 
ャ 7「 
す ム 
を 提 


RIRTRutmtRthIP 09 
ニーーーーーーーーーー ーーrtmoscaeye カ 





行 を 変え る 


段落 を つけ る と き な ど 、 廊 章 を 書い て い る 途中 で 次 の 行 へ 進む 
変え る こと を 改行 し いい ます 。 間 0 
文書 の 区 切り で [RETURN を 押す と 、 改行 マー ク (③) を 表示 し ・ 
カー ソル が 跳び ます 。 


を 押す 





は 次 の 行 に 跳び ます 。 


由 


⑨ マ ー ク の 後ろ に 文字 を 書く て と @ マー ク は 消え て し まい まず 、 


。 行 の 途中 で ほ HTFT] を 押し な が 6 区 SG] を 押す ょ 、 ⑤*ー ク 
降 の 女 字 は 次 行 へ 移動 し ます 。 強制 的 に 改行 する と き に 便利 で す 、 

















縦 や 横 に ま っ す で 伸び 
る 線 の こと st S 
うな 革 線 の < バタ ー ン 1 りす ee STInP Tp の 


3 る こよ が で きま す . > いろ いろ な パタ ー ン を 組み 合わ せ て 、 表 を 作 


ご メニ ュ 行 で 「 郵 線 」 を 指定 する と 、 
す 。 別 の パタ ー ン か 必 


1 = 
本 還 に ョ m 


下図 の よ うに 4 種類 の 野 線 の パタ ー ン を 表示 し ま 
要 な と き は [F 1] キ ー を 押す と 画面 は 順番 に 変わ り ま す 。 





す ょ た 











暑 線 の 引き か た 
鐵 線 の 引き か た に つい て 説明 し ます 。 
横 の 肢 線 を 引く | 





STOP| を 押し て 「 守 
線 」 を 画面 に 出す 







客 線 ギ ノ 全 倍 輸 了 う タ - へ っ ! う 


「 野 線 」 を 選ぶ と 、 メ ニュ 行 に 4 種類 の 時 線 の 
パタ ー ン を 表示 し ます 。 




















[F3] 一 を 押す 押し 続け る と 、 横 の 野 線 が 引け ます 。 
縦 の 肢 線 を 引く 
01.01.01 弄 書式 : 4*16/38*28 ee 
[F 1] 他 を 押す w メニ ュ 行 が 別 の パタ ー ン に 変わ り ます 。 
十 
(F 3| | を 押す 縦 の 野 線 が 引か れ 、 カ ー ソ ツル は 隣 へ 移動 し ぉ 
大 
MM 
1 
カー ソル を 戻す カー ン ツン ッ ン を 6 
(CTRL) を 押し な が ら 縦 リ ピー ト を 使う と 、 簡 単に 縦 の 線 が 引け ま 衣 
SS] を 押す (p[ 98 ペ ー ジ )。 








鐵 線 を 引く の を や め る 
STOP| を 押す と 、 コ ント ロー ル 表 示 ブ ロッ ク が 変わ り 、 時 線 の パタ ー ジ を 表示 8 
画面 が 消え ます 。 

夏 線 を 消す 
婦 字 を 消す 場合 と 同様 、 IDEL]、 居 、『 前 除 (131 ペ ベー ジ ) を 使っ て 時 株 を 肖 
すこ と が で きま す 。 


106*s _ _ 一 Ny す 呈 計 ボボ 氷 











表 の 大 き さ を 決め る 


。 


野 線 の パタ ー・ 下 
ン を 組み 合わ せ て 下図 の ょ ぅ な 表 の 枠 を 作っ て み ま し ょ う 2。 







に た です 


だ 
1 
# 


ーー ーー ニー ニー 
生 。 の 


ーー ニー ュ 






に と すそ です 1 


ま デン 


』 


ーー ニーーー 


エーーーーー 
に 症 証 ペー ここ ここ の 


表 の 中 に 文字 を 書く 場合 は 文字 の 数 を 計算 し て か ら 6 作り ます 。 た と えば 、 例 の よう な 
文字 を 書く 場合 に 必要 な 桁 数 と 行 数 は 以下 の よう に な り ま す 。 


TI 逢 3 1 4 
行 数 1-- 


yetWeres 
俸 遵 に 明日 は ある ぜ 










俺 連 に 明日 は ある ぜ 











横 の 野 線 を 引く 
IF 3| 





ー を 目的 の 長 さ 
に な る まで 押し 続け る 
横 の 線 を 引き ます 。 





01.01.14 陣 筆 式 : 4*16/38*28 


右上 角 を 作る 


右上 角 を 作る 位置 へ カ 
ー ソ ル を 移動 し て か ら 
[F 5| | を 押す 


右上 角 が 書け ます 。 








01.01.15 只 書式 、a4*16238*28. 









他 「 ーー 亡 同 コ 


左上 角 を 作る 


左上 角 を 作る 位置 へ カ 
ー ソ ル を 移動 し て か ら 
[F 2]| を 押す 


左上 角 が 書け まず 。 








「 用 線 の 引き か た 」( ぁ [105 ペ ー ジ の 革 
同じ で す 。 目的 の 長き に だ る で 』 建 続 記 











い 
に 


還 還 meーーーーーーーーーー、 


を 下 角 を 作る 


カー ソル を 左下 劉 を 作 
る 位置 へ 移動 する 


作り 他 を 押す 
左下 角 「 し 」 を 表示 する メニ ュ 行 を 出し ます 。 


尼 2] し を 押す 
左下 角 が 書け ます 。 


右 下 角 を 作る 


カー ソル を 右 下 角 を 作 
[ 右 下 角 が 書け ます 。 
る 位置 へ 移動 し て か ら 

_| を 押す 


導 


= の あと 、3 行 目 の 1 桁 目 か ら 14 桁 日 まで 横線 を 引き ます 、 





縦 と 模 が 交差 する 線 を 書く 


[F 1 他 を 押す 昌 ie 剛 還 | と 示す る メニ ュ 行 を 出 り 者 


カー ソル を 中 央 の 横線 | 「 上 」 が 書け ます 。 
の 左端 へ 移動 し て か ら 
| を 押す 





カー ソル を 中 央 の 横線 ー | 「 | 」 が 書け ます 。 
の 右端 へ 移動 し て か ら 


[F | - を 押す 





カー ソル を 縦 と 横 の 肢 「 十 」 が 書け ます 5 
線 が 交差 する 位置 へ 移 
動 し 、 [F 4 十 を 押す 





01.05.03 骸 書式 : 4r16/38*28 


[F 1] 他 を 押す 「 し 」 を 表示 する メニ ュ 娠 曲目 まき 、 








上 に 向かう 縦 の 時 線 を 引き ます 。 


「 ゴイ 」 を 表示 する メニ ュ 行 を 出し ます 。 


下 に 向かう 縦 の 野 線 が 引け ます 。 





。 、 也 和 他 を 押す 0 明細 較 | と 表示 する メニ ュ 行 を 出し ます 。 








。「『 征 」 の 下 へ カー ソル 縦 の 昇 線 を 接続 きせ ます 。 他 の 縦 の 野 線 も リピ 
_ を 移動 し て F3] | を ー ト 機能 を 利用 し て 引き ます 。 
いい 


エコ 
麗 


/ 残り の 算 線 ( 一 、| ) も 、 それ ぞ れ の 手順 に し た が っ て 完成 させ ます 。 





作家 を 終了 する 


ほ TOP] を 押す ー ィ ーーーーーーー ゴ ・"′ | 司 〒OPI を 押す と メニ ュ 行 吉 仙 
回 は 。 


作成 終了 外字 和俊 妥 ^M2 


人 多 。 表 の 作り か た は 、 必 ず し も ここ て 説明 し た 順 庁 に し だ が う 必要 は あり 3 
合っ た 合理 的 な 方 法 (複写 機能 な ど ) が ある か も し れ な い の で 、 工 夫 し 


マク 表 の 中 で [LNS] 、IPEL] 、 削除 、 右 寄せ 、 モ ンタ リン グ を する と 、 


と が あり ます 。 ず れ た 場合 は 、「 文字 の 削除 や 挿入 」(p[ |127 ペ ー ジ 
し て 修正 で きま す 。 











1 


チ く 使う 単語 を 登録 する 


' 丸 書 を 作成 する Es に よく 使う 単語 
き 。。、 「 な 操作 で 呼び 出す ーー Si 
6 ' 4 N WS ー よ が て き て と て 1 便利 で す 。 た だ いし 、 電源 を 切る 登録 し た 内 容 
の ua NE ん も ト テ ー プ か フロ ッ ビデ ィ ス ク に 保存 (* 2 
NN で RE い - 保 存 (p[ 159 ペ ー ジ し 


々 ユー ザ 矢 書 に 登録 し て も く ょ 、 決 か ら は 億 


ーー ザ 立 書 ほ も は 、 よ く 使 う 単 語 を 記録 し て おぉ? く ノー ド の よう な も の で す 。「 ノ ー ト に 

録 す る 」 と いう か わり に 、 こ の ソフ ト で は 「 ユ ー ザ 辞書 へ 登録 する 」 と いい ます 。 

1 つの 単語 と し て 登録 で きる 文字 数 は 255 字 まで で す 。 を 録 す る ほ と き に は 、 呼 び 出し 「 寺 
に 便利 な よう に 、 簡 単 な 呼 び 出 し 名 を つけ て か ら 登録 し ます 。 | 内 剛 








「 ぼ ばく ら は 時 代 を 担う 一 第 草 一 」 を 登録 し て み ま し ょ う 。 1 度 登録 し て な おけ ば 章 番 
写 の 数 字 だ け を 書き 換 ぇ て 何 度 で も 使う こと が で きま す 。 


すま 


登録 する 文字 の 先頭 に 
カー ソル を 移動 する 













ー 紹 業 式 4* ]( ) ひ 
作成 終了 外字 人 後 災 っ ! う 2 





2 ワ ” ャ セット リセ ッ ト 豆 書 内 厳 ルフ う 






「 辞 書 」 を 選ぶ と 、 コ ント ロー ル 表 示 ブ ロッ ク の 
内 容 が 変わ り ま す 。 






よく 使う 単語 を 登録 する ] 9 






















) 間 (2 は 時 代 を 担う ・ 一 ・ 理 | 大 録 」 を 選ぶ と 、 イー 人 の 
| EE 量 | | に SKIES き まき 生生 な り ま す 。 状 態 表 示 行 に は 、 登 録 単 語 の 
に きむ: を を も 3 も. も tr く 7 ふる 5 を 示す 〔001〕 が 表示 る れ ま す 。 




















カー ソル キー を 、 登 録 す る 単語 の 最後 の 
AM 移動 し ます 。 登 録 す る 文字 全て が 反転 に 
文字 数 が メニ ュ 行 に 表示 され ます 。 
テク 1 度 に 登録 どき る の は 255 文 字 ま で で す 。 
終了 を 押す 
「 終 了 」 を 選ぶ と 、 状 態 表 示 行 に 「 呼 1 
と 表示 され ます 。 こ こ に 登録 し た 単語 
を 記入 し ます 。 】 
徐 これ 以上 登録 する 余裕 が な いと き は 、「 格 納 場所 不足 で す 」 と いう メッ キー: 
れ ま す (p[ 116 ペ ー ジ 。 間 
(p](AlM 上 [ 
区 婦 す る 示 各 の ザム 登録 する 単語 の 呼び 名 を 書き ます 、 
を 書く 


「 読 み 」 は 7 女 字 以 内 で 登録 し ま 補 。 
ト 、 数 字 、 英 記号 で す 。 半 由 文字 は 使え ま せん 。 


合え る 六 字 は ひら が な 、 カ タカ ナ 、 ア 7 







諸 ユー ザ 誠 書 の 登録 を や め る と き は …… 
を 押し て 、 取 消 を 指定 す る と 、 メ ニュ 行 が 変わ り ま す 。 






1 人 間隔 を 登録 する 


呼び 名 を 書き 終 を て か ら 、 も う 一 度 「 入 力 」 を 
選ぶ と 、 コ ント ロー ル 表 示 ブ ロッ ク が 変わ り ま 
す 。 文書 作成 画面 で 登録 を 指定 し た 単語 が 反転 
か ら 通 常 の 表示 に も どり ます 。 





2 う "t ッ ト リッ ト 辞書 内蔵 ^L う 


| 登録 し た 単語 を 呼び 出す 
登録 し た 単語 を 呼び 出す の は 、「 読 み 」 を 書い て 漢字 に 直す 手順 に 同 じ で す 。 


本 ょ 1.01.01 過 書式 :A4*16/38*28 
メニ ュ 行 に 辞書 を 表示 メニ ュ 行 が 、 呼 び 名 を 記入 す る 画面 に 変わ り ま 
させ て 、 ほ PACE] を Ms 


押す 
IAUUM 


書式 : 4*16/38*28 


- 抽 は 
だ い め い 


も し 、 呼 び 名 を 忘れ た 場合 は 登録 し た 単語 の 一 覧 (p[ [117 ペ ー ジ ) を 見 て 調べ る こ 
と が で きま す 。 


1 書式 , 4+16/38*: 
の PPP 
1 ば くら は 呼び 名 の 前 に は 、 常 に 「 1」 の 番号 を 表示 し ます 。 


SELECT] を 押し て も 、 登 録 し た 単語 は メニ ュ 行 に 表示 され ます 。 


は 時 代 を 担う ・ 一 第 ・ 昔 ー"| 文書 作成 画面 に 、 呼 び 出し た 単語 が 書き 込ま れ 
ー [ ます 。 メ ニュ 行 の 内 容 も 辞書 を 表示 する 画面 に 
も どり ます 。 


227 も ッ ト リ t ッ ト 辞書 内 蔵 2 


よく 使う 単語 を 登録 する ] ] り 





し 


/ 牧 これ 以上 登録 で き な い と き 
@ 作 成 中 の 廊 書 の ペー ジ 数 が 、 
を 登録 する 余裕 が な く な っ て きま す 。 ェ 


ら は 時 代 を 担う ・ 





格納 場所 不足 で す 


何 か キ ー を 押し で 下さ い 


す 


< 何 か キー を 押す > 





01.01.15 台 書式 : 4k16/38 ャ * 
22”t ッ ト 、 り ty ト 矢 書 内 城 QL う 


@ と どう し て も 登録 し た い 場 合 は 、 作 成 中 の 文書 の 一 部 を 削除 する か 、 拓 計 
ある 単語 を 削除 し て か ら 登 録 し 直し ます 。 


同じ 呼び 名 は 使え を ませ ん 。 「 
同じ 呼び 名 を 登録 し た 場合 コン トロ ー ル 表示 ブロッ ク に メッ セー ジ が 
何 か キ ー を 押す と コン トロ ー ル 表示 ブロ ッ ク が 変わ り ま す 。 


@ 別 の 呼び 名 で も ぅ 1 度 登 録 を や り 直 し ます 。 


116 よく 使う 単語 を 登録 する 








ル 表 示 プ 2 





| 


避 録 し た 単語 の 一 覧 を 印刷 する 


登録 し た 単語 の 一 覧 


居 TOP| を 押し て メニ 
ュ 行 に 辞書 を 出す 


[F 3] 辞書 を 押す 


1] 印字 を 押す 








登録 し た 単語 






URIUDW' 書式 4ri6/38*28 







22"t ッ ト り t5 ト 講 書 内 蔵 >M け 


F 3| 


ュー ザ 群 書 理 


印字 削除 登録 








〈 印 刷 例 ? 
単語 の 呼び 名 










の 一 覧 を プリ ンタ で 印刷 し ま す 。 


「 辞 書 」 を 選 示 と 、 コ ント ロー ル 表 示 プ ロッ ク に 
「 ユ ー ザ 辞書 管理 」 と 表示 さる れ ます 。 


「 印 字 」 を 選ぶ と 、 登 録 し た 単語 の 一 覧 が 印刷 る 
れ ま す 。 

印刷 内 容 は 画面 に は 表示 る れ ま せん 。 印刷 が 終 
わる と 、 も と の メニ ュ 行 に も どり ます 。 

















牙 は 、 登 録 し た 順に 印刷 きれ ま す 。 





よく 使う 単語 を 登録 する ]] / 









登録 し た 辞書 を 削除 する た 


登録 で き る 評 書 数 は 、 作 成 中 の 廊 書 の ペー ジ 数 や 、 登 録 し だ 学 店 の 交 放 数 村 記 


な っ て きま す 。 メ モリ を 有効 に 使う た ゆめ に ち 、 不 要 に な っ た 辞書 は 削 際 細 き す 


削除 する 


居 TOP| を 押し て メニ 
ュ 行 に 辞書 を 出す 





[F 3] 辞書 を 押す 「 辞 書 」 を 選ぶ と 、 メ ニュ 行 に 上 
と 表示 され ます 。 


[F 2] 削除 を 押す AT 間際 」 を 選ぶ と 、 状態 表 示 行 に! 
ほ 表示 され ま す 。 


了 4] 入力 を 押す MR _ RGR 、。 
を 削除 し まず す か? は い いい え 人力 」 を 違 ぶ と 、 呼び 名 に ま 
表示 行 に 表示 きれ ます 、 


単語 の 先頭 か ら 15 婦 学 ( 高 解 像 度 モ ー ド で は 30 文 裕 ) まで が 表示 き 


11 全う 単 馬 を 登録 する 。。 








「 は い 」 を 選ぶ と 、 単 語 は 削除 る きれ 、 コ ント ロー 
ル 表 示 ブ ロッ ク の 画面 が 変わ り ま す 。 


22" も セッ ト リッ ト 辞書 内 蔵 ^! う 


削除 を 中 目 す る 場合 は 
選 5] 「 い い ぇ 」 を 押し て 、 削 除 を 中 止 し ます 。 


よく 使う 単語 を 登録 する ] 1J 








外字 の 作り か た 


外字 作成 画面 を 出す 


を 押し て 初期 


メニ ュ を 出す 


【F3] 外字 を 押す 


F 1 作成 を 押す 


自分 で 記号 や 文字 を 作る 


この ソフ ト で は 自分 で 文字 や 記号 を 作 a こ と が で きま す 。JIS 第 1 水準 (漢字 ROI 識 





すでに 作成 し た 外字 が ある と き は 、 メニ ュ 行 の スラ ッシュ () の 左右 に 表示 され 大 所 


120 よく 使う 単語 を 登録 する 


た er さま セー テー で = の ラー - 内 識 て (し ヽ な か (、E 
ー ト リッ ジ に 入っ て いる 漢字 ) に な い 漢 字 や 、 この ソフ ト に 内 蔵 さ れ て いな い 特 珠 
が 必要 な と き に 、 自 分 で 文字 や 記号 を 作っ て 文書 に 書き 込む こと が で きま す 。 薄 講 
: 吉 / 


ト テ ー プ か フロ ッ ピ デイ スク に 文書 を 保存 する 場合 、 作 成 し た 外字 も 一 緒 に 保原 記 
9 も 


初期 メニ ュ の 「 外 字 」 を 指定 し て か ら 、 外 字 を 作り 始め ます 。 


「 外 字 」 を 選ぶ と 、 状 態 表示 行 が 外字 メニ ュ ( 計 
9 まず 。 


変わ り ま す 。 


っ し * か ー と 」 
「 作 成 」 を 選 償 と 、 コン トロ ー ル 表示 ブロ ッ ク 症 













































條 字 は [F 1] か ら 人 F10] の 好き な 位置 に 登録 で き ます 。 
ーッ ジュ ( ピ ) の 左側 に 登録 する と き は 、 る を の 位置 の ファ ンク ショ ン キ ー (1 
了 ッ ーー ま 押し ます 。 ス ラッ シュ ( ン ) の 有 側 に 登録 する と き は 、 HIF〒 
を 揚 し な が ら そ の 位置 の ファ ン クシ ョ ン キ ー (F@] 内 [F 10)) を 押し ます 。 

















を 作 
( IF1 
| を 倒 録 する フ 外字 作成 画面 が 表示 され ます 。 
シシ ョ ン 客 2 縦 16 x 横 16 の ドッ ト ( 点 ) が 画面 に 表示 され ま 
す 。 左 上 角 の 点 が 点 減 し て 、 現 在 の カー ソル 位 
置 を 示し ます 。 
「 
(使用 する キー と その 意味 ) 
[ 人 IONI( 書 ⑳ 員 対応 り D、 カ ー ソ ルキ ー と 組み 合わ せ て 外字 を 書き ます 。 
| 屋 刀 …… IOFEFH( 消 9 に 対応 U、 押 す 肖 し ゴム 代わ り に な っ て 書い だ 6 の を 消し ます 。 
」 を 壮 ぶ い 必 |……! 光 Z に 記し 、 書 いた 外字 を 全て 消し て し まい ます 。 
に 語 還 ま 。 。、、、 、 上 還 育 計 『 殺 本 に 対応 じ 、 外字 作成 を 終了 する とき に 押し ます 。 外 字 は 登録 る 
[ れ 廊 書 作成 画面 に ちどり ます 。 
PF p 取 消 対 応じ | 外字 作成 を 取り 止め ある と き に 押し ます 。 外 字 は 消え 
と 画面 は 娘 書 作成 画面 に 戻り ます 。 
IP 隊 右 方 向 へ 書き ます 。 
>。 ま ぶ い [ 向 …… 左 方 向 へ 書き ます 。 | 
[3 上 方 向 へ 書き ます 。 
ょ 間 や = = =〈〔〈〔'〔〈《%{ ぇ ヵ { フ ヵ ぁ 5※ 々 々 〒 間 下方 向 へ 書き ます 。 
N ん 
ルル 


BC 


ea 
CO 
が し 


、 王 還 還 還 還 還 是 p= モ ニア マン デコ 4 


外字 は 縦 16 個 、 横 16 個 の ドッ ト ( 点 ) の ひと つ ひ と つ ( ド 図 ) に ON 書い 
OFF (消す ) を 指定 し て 書い て いき ます 。 


硬 国 国 因り 


「ON」 を 選ぶ と 、 カ ー ツ ル 位 置 に 点 が 描か れ 


点 を 描く 位置 に カー ソ す 。 
ル を 移動 し て 人 F 1JON U | ター ソル キー で 、 点 を 描く 位置 を 動か し な 
ra 時 ド TrON」 を 押し て いき ます 。 


クリ ア 終了 取消 


外字 の 1 部 を 消す 


点 を 消す 位置 へ カー ソ 「OFF」 を 選ぶ と 、 カ ー ソ ル 位 置 の 点 が 消 ん ま 

ル を 移動 し て [F 2]OFF 還 ず 。 

を 押す 時 1 点 の 描か れ た 位置 に カー ソル を 合わ せ て 「OF 開 
を 押し ます 。 


/ 疹 作 太 中 の 外字 は 、 文 書 作成 画面 な と に 表示 され る 大 きる で [ )〕 内 に 表示 ぁ れ ます: 
ここ を 見 な が ら 6 外 字 の 形 を 整え て くだ さい 。 





成 四 の 外字 全体 を 消す 
和 宇 作成 画面 を 出す 


クリ ア を 押す 
FE 「 ク リア 」 を 選ぶ と 作成 中 の 外字 は 消え ます 。 


ON OFF クリ ア 終了 取消 


外字 作成 を 終了 する 


[F 4] 終了 を 押す 「 終 了 」 を 選ぶ と 、 外 字 作 成 画面 は 文書 作成 画面 
に 変わ り 、 コ ント ロー ル 表 示 プ ロッ ク が も と に 
0 
作成 し た 外字 は 、 作 成 前 に 指定 し た ファ ンク シ 
ョ ン キ ー 位 置 へ 登録 され ます 。 


自分 で 記号 や 文字 を 作る 1 















作成 し た 外字 を 文書 に 呼び 出し ます 。 


外字 を 呼び 出す 位置 へ 
カー ソル を 移動 する 















UERUDEIUDI ' 還 EE 合 ^NRIT2YE SKY 人 Ak 4 


作成 終了 外字 後 妥 っ ! う 


較 昌 - 1 


「 外 字 」 を 選ぶ と 、 状 態 表 示 行 が 外字 メニ ュ ( 
わり ます 。 





[F] 呼出 を 押す 「 呼 出 」 を 選ぶ と 、 以 前 作成 し た 外字 が 表示 問 


kc 


ーー 
( > 議 本 に 






目的 の 外字 に 対応 する 
ファ ンク ショ ン キ ー を 
押す 






目的 の 外字 を 選ぶ と 、 文 書 作成 画面 に 外字 区 
きこ まれ ます 。 
コン トロ ー ル 表示 ブロ ッ ク は も と に 戻り ま 枢 


王 ーー) 一 画 還 和 ロ 


外字 を 消去 する 
で ! = に 外字 が 10 個 登録 き れ て な る と き た 


の bg を 
消去 する 必要 
償 ま する が あり ます 。 


WC て (だ る きい 


さら に - 新 し 《 外字 を 作成 す る る 場合 は 、 10 個 


。 ここ て は : ド 
る 外字 が 作成 画面 て 使わ れ て い し で 洋二 の 方 法 を 説明 し ます 。 た だ し 、 


7/ こ / こ 


> の ん が 、- ま ツジ Mi > 
タ 吾 は 、 その 外字 まで 消え て し まう の で 気 を 


外字 の 消去 の 方 法 
文書 作成 画面 を 外字 メニ ュ に 変換 し ます (p[ 120 ペ ー ジ 
o 4 ペー ジ ら 





氷 池 中 去 : F1-F10# 慎 4<" 下さ u。 


[F 2] 消 去 を 押す 「 消 た 」 あ : 居 プ = い 
を 授 が は! 枯 飛 YWP 





SU を 消 レ 』 
消去 する 外字 に 対応 す 7 あま 
ァ アシ ンク ション キー え ッ グ ク に 間 
2 を 押す ビ 所 さ れ ま す 。 
補 を 遂 み 
) の 外 
kT 半 0 ] ーー 
ュー 雪 【F 4] は い を 押す 普 才 い 。 ーー 
ル 表 示 ブ ロッ ク は 初期 メニ ュ に も どり ます 。 





作成 終了 外字 和俊 婦 


/ 枯 文書 に 使わ れ て いた 外字 が 消え て 、 を の 位置 の 文字 は 空 曲 に な り ま す 。 


「 取 消 」 に = 対応 す る [P| を 押す と 、 外 学 メニ ュ は 消え 、 初 期 メニ ュ に も どり ます 。 


| 還 還 還 還 半生  -。Ic 
時 ド ーー デデデ 















外 宇 を 保存 する 
電源 を 切る と 、 外 字 は 消 を ん えて し まい ます 。 保存 する 場合 は 、 カ セッ ト テ ー プ か っ 
ディス ク を ご 用 意 く だ さい 。 文 書 と 一 緒 に 保存 し て お け ば 、 好 き な と き に 呼び im 
に と が で きま す 。 保存 方 法 は 、「PART7 文書 や 辞書 の 保存 と げ 出 (ptss 請 請 語 
ー ジ ) を 読ん で くだ さい 。 


外字 を 作り 直す 
外字 を 作成 する 手順 と 同じ で す 。 外 字 作成 メニ ュ で 作り 直し た い 外 字 に 対応 する ファ 角 陽介 
ンク ショ ン キ ー を 押す と 、 外 字 作 成 画面 に 外字 が 表示 る れ ま す 。 ここ て 外字 を 書き シル 
全 ま す 。 4 諸 ま 


外字 メニ ュ で 作成 を 指 作成 」 を 選ぶ と 左 の 画面 を 表示 し ます 。 


定 する 


作り 直す 外字 に 対応 す 外字 作成 画面 が 表示 され ます 。 「ON」 と 「OFF 凍 際 虹 
ラ ァ ンク ショ ン キ ー を 押し て 、 外 字 を 書き 直し ます 。 首 製 
メス 
1 1 


ODN OFF クリ ア 終了 取消 


以下 の 操作 は 外字 を 書く 場合 (P[ 122 ペ ー ジ ) と 同じ で す 。 





字 を 修正 する 


は 、 人 で いて い の 人 は 文章 を 書き な が 6 ら 文字 を 間違え たり 、 ち ょ っ と お か し な 表現 を し て み 
と いっ だ こと が ある の で は な いで し ょ うか 。 この ソフ ト で は 、 書 き 終 えて か ら 
の 修正 も 簡単 に びき ます 。 


Ti 請 x の 修正 方 法 3 
Yi h 文字 を 書き な が ら 間 違い に 気づい た 場合 ほ 、 書 き 終え て か ら 気 づい た 場合 で は 修正 方 
3 


法 が 異な り ま す 。 


間 の 文字 を 書く 前 に 、 間 違い 
「 な の 遇 講 に 分 づい た と き 








が 表示 sh 


を 書き 自 し 対 カー ソル の 左 隣 の 文字 が 消え ます 。 





正しい 文字 が 表示 され ます 。 
正しい 文字 を 書く ーー 


人 で し ば らく 書い て か ら 1 文字 の 
8 呈 ) 間違い に 気づい た と き 


カー ソル を 修正 する 位 
置 へ 移動 する 


トー 還 還 時 時 生生 5tssrs127 





1 文字 だ け を 修正 する 場合 は 、 間違っ た 文 0 
上 に 正しい 文字 を 重ね て 書き ます 。 














正しい 文字 を 重ね て 書 


文字 の 間 に 廊 字 を 挿入 する 


カー ソル を 挿入 する こ 
と ば の 先頭 へ 移動 する 











カー ソル 位置 の 文字 が 後 ク の へ ずれ 、1 双 20 凍 還 王 
空き が で きま す 。 カ ー ソ ル 位 置 は 変わ り ま せん 。 靖 識 


空い た 位置 に 文字 が 搬入 る れ ま す 。 





挿入 する 文字 を 書く 





文字 を 書い た 後 で 空白 行 を 挿入 する 
文書 の 途中 に 1 行 空 き を 作り ます 。 







Ac 王 ニニ ニー ニー 
| 》 ポケ タッ ト に 手 を 突っ 込ん で ③・ 
| ) 皿 い 上 閉 に 小 疲 を 少々 ⑨・・・ 


を の 行か 6 1 行 ず っ 下 に 移動 し て . 新しい 行 が 
pc SO 
) 軽い 上 著 に 小銭 を 少々 ③・。. | アー ン ル の 位置 は 変わ り ま せん 。 


手 を 突 


左 夫 マ ー ク 位置 で を 押す と 1 行 削除 する こと が で きま す 。 


文字 を 削除 する 
いら な く な っ た 文字 を 削除 し ます 。 


) いま 役 に 必要 な の は 愛情 て す 。 
カー ソル を 削除 する 文 
字 の 位置 へ 移動 する 


IpEL 「 中 目 寺 ラル 位置 に あっ た 文字 が 彰 え 、 後 ろ の 文 
ーー が つま り ま す 。 カ ー ツ ソル は 動き ませ ん .。 





デ 必 要 な 文字 が 消 を た と き 
/ 参 DE キー の 押し すぎ て 必要 な 文字 が 消え た _ 
BELL] キー で あや まっ て 文字 を 消し た と き は 、[LNS] キー を 押し て 空き を 作り 、。< 


に 文字 を 書き 込み ます 。 


) いま 彼 に 必要 な の は 長 す 。 ・・ 











行 単 位 で 削除 する 
1 行 ま と め て 削除 し ます 。 


) 旅 に 出 よ う ③ 

》) ポケ ッ ト に 手 を 突っ 込ん で ③・ 
》 埋 い 上 着 に 小 鐵 を 少々 ②③・・・ 
) 夜 天 の 星 に 神 1⑨ 


カー ソル を 削除 する 行 
の 「) 」 の 位置 へ 移動 
する 





》 旅 に 出 ょ う ③ 

則 い 上 着 に 沙 負 を かみ 2⑤・、。 
》 夜 天 の 星 に 戦 本 *①③ 

) 吉 天 の 時 に 幸 衝 1o 


作成 終了 人 字 会 切 ュ っ 


文字 の 地 囲 を 指定 し て 削除 を お こ な ぅ 
全 間 の 指定 を 行っ て が の 玉 字 を 前 除 する こ が で きま す 。 文字 が つなが っ て いる 
四国 除電 1E 信 2 の 駐 字 が つま っ て き ミ す が 行内 に の マーク ゃ 休 も 午 か 
CTN こと を 示 カ に 」 が あれ ば 、 る の マー ク の 後ろ の 文字 は くり 上 が と ず 、 前 
除 し た 範囲 は 空白 に な り ます 。 


を の 行 に あっ た 文字 は 削除 きれ 、 次 の 行 の 文字 
が くり 上 が っ て きま す 。 
カー ソル は 動き ませ ん 。 


カー ソル を 削除 する 文字 の 先頭 に 移動 する 


) 旅 に 出 よ う ③ 
》 ポケ ッ ト に 手 を 突っ 込ん で ③・ 
》 軽い 上 閉 に 小銭 を 少々 ②・・・ 
》 夜 天 の 星 に 戦 社 !⑨ 

》 な ん て こと を 入 見 な が ら ③・・ 
) も 眼 ろ う ③⑨ 


作成 旋 了 外字 偽 妥 


DO 




























) 旅 に 出 よ う ⑨・・・・・・・・ 「 削 除 」 を 選ぶ と 、 削 除 する 文字 の 先頭 が 
) 員 ケ 7 ッ ト に 手 を 突っ 込ん で ③⑭・ ょ す 。 

) 芋 い 上 著 に 小 商 を 9・・・ | コン トロ ー ル 表示 プロ ッ ク の 表示 も 変わ り ょ 本 

》) 夜 天 の 星 に 提 1②・・・・・ 

) な ん て こと を 朗 見 な が ら ⑳・・ 
) 3 族 も 眠る 9・・・・・・・・ 


[F 2| 削除 を 押す 


削除 男 囲 指定 中 (〔( 


削除 する 二 囲 を 指定 する 





隊 ) キー を 押し て 、 削 除 す る 範囲 を 指定 し ます 。 
削除 する 文字 は すべ て 反転 され 、 状 態 表 示 行 ⑳ 
[ 〕 の 中 に 削除 する 文字 数 が 表示 され ます 。 





カー ソル キー を 押す 















削 隆志 囲 指定 中 [085 ) 
統 了 取消 


/ 1 度 に 999 文 字 ま て 削除 で きま す 。 






疹 [ 昌 キ ネー を 使う 1 行 全部 を 指定 する こと が で きま す 。 
























N 
220。 [F 4| 終了 を 押す | 
、 半 滞 還 還 還 症 |)) 6 ンコ テ 19 ザ 削除 を 指定 し た 文字 が 消 を ます カー ソル ば は 削 
SS  、、、. . 除 し た 文字 の 先頭 に 移動 し ます 
IS、.。 コン トロ ー ル 表示 プロ ッ ク 1 元 に 戻り ます 
MLO2501 奄 婦 式 : AAxi6/38*28 
疹 削除 し た 行 を つゆ た いと き は 、 行 単位 で 削除 する 操作 (130 ペ ー ジ ) を し ます 。 
し て 、 開 鐵 筐 削除 範囲 指定 中 に 、[F 取 消 を 押す と 、 削 除 を 指定 し た 範囲 は 消え 、 通 常 の 文字 表示 
、、、、 に 戻り ます 。 
F は すべ て 訪 半 


BYEC と 
と e 文字 が つなが っ て いる 場合 に 削除 を 指定 す る と 、 削 除 し た 文字 の 位置 に 後ろ の 文字 
の CD の SONGNST ます 3 


隊 その後 は 待 に 吾 つ き が 悪かっ た 。 に 了 人 生食: 人 0 
) けれ ば は ならない 理由 は な い の だ が 、12056 匹 も 半 を 《 


だ うし 3 で も 眠ら な けれ ば な ら な い 理 由 は な い の だ が 《 
)》) 、12056 匹 も 羊 を 数 える と さす が の 私 も 、 RC < 



















に 「・」 や ③ マ ー ク が あれ ば 、 そ れ ら の マー タ 以 下 の 文字 は 前 に 


@ 削 除 す る 文字 の 後 Se 
うま せん 削除 し た 部 分 に は 何 も 書 か が れ て な いこ と を 示す 「・」 が 大 が さ いさ 


す 。 















且 張 ちあ し で いま す 。、' * か な は キ ( 





gg2r 
肖 除 ) 著 
) お 舌 も し て いま す ・ RTM4 、) いか りす ( 












に 文字 を 條 下す る 39 
に 






複写 と 移動 





























































っ ペ こっ ーー 
る こと が で きま す 。 こ の 機能 4 用 
文字 を 何 度 も 使う 場合 や 、 表 な どの 複写 に と て も 便利 て す 。 人 の 
「 複 写 」 と 「 移 動 」 に つい て 明 
記憶 きせ た 文字 や 文章 を 、 指 定 し た 位置 へ 表示 る せる こと を 「 複 写 」 と いい ます 。 牧 MM 
写し て か ら 、 複 写 元 の 文字 を 削除 する こと を 「 移 動 」 と いい ます 。 
ジル キュ ー ツ ーー 複写 ワル キュ ー レ 
エグ モン ト > エグ モン ト 衣 
パッ サカ リア “ 22 カ リア 久 
に ーーーーーーーー 情 夫 / ル キー ラン 
l ウル キュー と | … -|- 削 際 
「 エグ モン ト エグ モン ト 
67902 リド パッ サカ リア 
ワル キュ ー レ 
複写 する | 間 中 
指定 し た 文字 を その ま まそ っ く り 他 の 位置 へ 複写 する こと が で きま す 。 複写 元 の チ Mar 移動 
は その まま 残り ます 。1 度 に 複写 で きる 文字 は 256 字 以内 です 。 る 


娘 字 を 複写 する 
複写 する 才 字 の 先頭 仁 | . 。  。 。 
置 に カー ソル を 移動 す 

る 





複写 する 文字 の 先頭 位置 に カー ソル を 徐 動 し 
す 。 


le:e 






な ae 


全 le 本 he es6 5 ゃ 


a 華 ie et el 6 6| e 


屋 本 人 use 6 ee/ se 


01.02.02 品 F 合っ R4*16/38*28 
[STOP| を 押し て 移動 


を 出す 動 削 秦 中 央 右 客 


[F 1| 移動 を 押す in 「 移 動 」 を 選ぶ と 、 メ ニュ 行 が 変わ り ま す 。 


・《 日 本 の お ば け 》 


「 細 囲 」 を 選ぶ と 状態 表示 行 に 「 移 動 範囲 指定 中 」 
・ 回 ん く ぶ おぉ はり 


の メッ セー ジ が 表示 され 、 カ ー ン ソル 位置 の 文字 
が 反転 し ます 。 


カー ソル キー で 移 動 範 | カー ソル を 動か し て 、 複 写す る 文字 すべ て を 反 
囲 を 指定 する | 転 し ます 。〔  〕 の 中 に は 、 指 定 し た 範囲 の 文 
字数 が 表示 され ます 。 


/ 務 1 度 に 指定 で きる 文字 数 は 256 文 字 ま で すず 。 





[F 4| 終了 を 押す 


カー ソル を 複写 先 へ 移 
動 す る 











文字 の 絶 半 指 定 が 終わ っ た ら 「 終 了 」 を 選び ょ 
す 。 文 字 の 反転 は 解除 きれ 、 メ ニュ 行 1 交 ゎ り 
ます 。 


・《 日 本 の お ば け ) カー ソル を 複写 先 へ 移動 し ます 。 
・ お ん ぶな お ば け 






移動 先 を 押す 


を 押 が 


移動 する 


複写 元 の 文字 を 削除 す 
る 









《 日 本 の ぉ は ひけ ぅ 







移動 先 」 を 選ぶ と 、 指 定 し た 位置 へ 文字 が 物 
》 "お ん ぶ お ぉ ばけ uo 才 人 っ 主 、 2 
学 さ きれ ま す 。 






介 洋 全 3S0ay 。。。 





5W 和 


5 生ま 2 


0 もし 人 も 琶 光導 マッ 







01.05.08 品 | まっ q R4*16/38*28 





5 囲 移動 先 人 了 











文字 の 上 に 複写 する と 、 複 写 


01.05.07 画 書式 : a4416/38*2g 


先 に あっ た 文字 は 消え て し ま 選 あ あ 。 


を 押し て 初期 メニ ュ に 変え ます 。 


作成 終了 外字 後 変 ゝ 』 う 





「 移 動 」 と は 、 文 字 の 複写 を 行っ て か ら 6、 復 写 元 の 文字 を 削除 する こ と で す 。 文字 を 削 
除 す る まで の 手順 は 、 複 写 の 場合 と 全 人 同人 枯 で 本 。 


字 ペー ジ り 項 を 参照 くだ さい 、 
削除 の 方 法 は 「 文 字 を 修正 する 」 (p[ 和 127 ペ ー ジ の "削除 」 の 項 を 参照 く カ 
に は の 2 









編集 する 






作成 し た 文書 を る ら に 見 や すく する た だめ に 、 文 書 を 整え る こと を 編集 し いい ます +. 






















編集 機能 を 使う 
見 出し を 中 央 に 揃え た り 、 日 付 や 署名 を 右端 へ 寄せ た り 、 強 調 し た い 部 分 に アン 妨 呈 
ライ ン を 引い た り 、 文 字 を 大 きく し て 目立た な せる な ど 、 い ろ い ろ な 編集 機能 を 例 謗 
> 考 に 説明 し ます 。 例 ① は 普通 に 文章 を 書い た も の 。 それ を 編集 し た も の が ①② の 材 


参 
書 で す 。 
例文 ① 





うい に 私 も お 母さん ? 1 


11 月 17 日 


お 元気 で すか ? 


5 生 の 月 間 ES 電 8 話 公 く 話 た だす と 思う まけ だ 押 と まう 中 と つう 訳 放 うつ と 5 うに 講 代 9 


ちゃ ん と し た 多 の 子 で す 。 と っ て も 生意気 そう な ドラ 猫 だ か ら 


名 前 は "ドラ 人 焼き" 。 実 は きょう 命名 し た ば か り の ね の 。 


も し あな た の 所 へ 送り げた ら 食 べ て や っ て くだ さい 。 





含 の た め 手 記 写 真 も 送り ます 。 ヨ ロ シ ッ ク ! か な に こ 








ーーーー セン タリ ン 首 











ーーー 倍 相 で 沈 射 上 
11 月 17 日 ) 
お 元気 で す ぶ か? | 右 寄 


と の 前 、 電話 で 話し た と 思う けど と ど 、 と うと う 、 と うと う 子 供 ! 







ちゃ ん と し た 猫 の 子 で す 。 と っ て も 生意気 そう な ドラ う 猫 だ か ら 







名 前 は "ドラ 焼き " 。 実は きょう 倒 名 し た ば か り ふ の 。 
de アン ダー ラ - 拉 





も し あな た の 所 へ 逃げ た ら 表 べ て や っ て くだ さい 。 









含 の た め 手 配 写 真 も 送り ます 。 ヨ ロロ シッ ク ! 
まえ 






攻守 を 中 央 に 寄せ る 方 法 


へ すぎ を 行 の 中 央 に 合わ せる こ ょ を "セン タリ ング 」 と いい ます 。 タ イト ル な ど を 雪 4 
ュー \ < た ら 作 2 和 
年 有 の 幅 の 中 心 に 書き 込む と き に この 機能 を 利用 し ます 問 


セン タリ ング を 指定 する 
カー ソル を セン タリ ・^ 9 つい で 私 も お きき ん 7 の noai 
as ン \ ゅ 
ト es カー ソル は 「 セ ンタ リン グ 」 する 女 字 の 行 に か 
グ す る 文字 の 行 へ 移 
する っ れ ば 、 ど と の 位置 で も か まい ませ ん 。 








1 01.02 各 書式 ・R4*16/38*28 


作成 終了 外字 後 要 ヽ M) 


STOP] を 押し て 中 央 
を 出す 


「 中 央 」 を 指定 する と 、 文 字 が 行 の 中 央 に 移動 し 


F 3] 中 央 を 押す 
ます 。 カー ソル は 動き ませ ん 。 


Aa | 千 3 4*16/38* 
動 削除 中 央 右 宙 いり 





文字 を 右端 に 寄せ る 方 法 ae ィ 。 、 い ます 日 付 聖 ス 
文字 の 行 の 右端 に 寄せ る こと を 「 吉 寄 (みぎ よせ ) 」 と いい ます 。 日 付 や 署名 な と ん 


〈 と き に 利用 し ます 。 


右 寄 を 指定 する 


カー ソル は 右寄せ する 文字 の 行 で あれ ば 、 ょ の 
位置 で も か まい ませ ん 。 


カー ソル を 右寄せ する 
文字 の 行 へ 移動 する 





01.01.01gQ 書式 : 4*16/38+Z9 


作成 終了 外字 後 変 ^! う 


ほ TOP] を 押し て 右 寄 
を 出す 


01.01.01 騙 吉 式 :R4*16/38wSS 


移動 削除 中 央 右 褒 ヽ ! う 


右 寄 を 押す 「 右 寄 」 を 選ぶ と 廊 字 が 右端 に 移動 し ます 。 
カー ソル は 動き ませ ん 。 


0 1 台 書式 R4*16 


移動 削除 中 央 右 党 ヽ ! 








休 レイ 7 


1 テウ ト 表示 で モン タリ ング 


ツ ト 画面 を 表示 し ま 1955 


くせ ンジ 炊 リング ク S 


< 有 寄 せ を 確認 し て み ま し ょ う 。 人 区 SC] を 押す と 、 全 








NUM kJUELEPUUPPWBEW EE 


セン タリ ング され た 女 字 


〈 右 寄せ > 








隙 貞 国 居 帳 際 人 中 周 還 時 fk 」 





ン タリ ング ・ 右 寄せ で 気 を つけ る こと 
文字 と 文字 の 間 を あけ て セン タリ ング や 右寄せ を する 。 


欧 字 と 文字 の 間 に 空 白 が ある 場合 


右寄せ され た 文字 


補 白 (SHIFT| + SPACE)) 





ンタ リン グ の 











右寄せ する 




















| Y ャ w 
| 》 ご 東証 内 昌和 。。。 
ーー 
0 主 2E2EG 本 20ROECIS2SII く >・ *・ ・ に ーー ヒコ | 人 |1 の 誤 OO 
》) か な 2 し 0 還 提 間 間 @。 9 す 9: @ る  @ @. ぐる 








ーー 


昌和 和 や v く ヽ ゝ (か 
| 3 








文字 と 文字 の 間 に 空 白 が な い 場 合 


セン タリ ング する 芽 











右寄せ する WONCeSn の の で の の の Co の の 2 7 各 っ 


行 の 後ろ に 文字 が ある 場合 


だ 多 リ ング する 























as 2 v* くく ・ 








チ , 


論 の 中 で セン タリ ッ 


グ ゲタ 志 守 7 
? 右 寄せ を 指定 する ょ 


、 鞭 線 が ずれ ます 

















文字 と 野 線 が ずれ ます 


く 右寄せ > 


























娘 字 と 肢 線 が ずれ ます 








倍 幅 文字 に する 方 法 


婦 字 の 幅 を 2 倍 に 大 きく する こと が で きま す 。 タ イト ル や 目立た せ だ い 文 字 に 使用 還 
9 


文字 を 倍 幅 に する 


開 間 し TOP] を 押し て 倍 幅 
| 1 上 を 出す 
紳 和 、」 








01.01.12 咽 書式 : 4*16/38*28 


書 線 ギド ノ 全 倍 幅 22"- > う 












》) つい に 私 も お 紀 さ ん ?! ・・・ 
倍 幅 に し た い 文 字 の 先 


頭 へ カー ソル を 移動 す 
る 








人 F 3] 何 由 を 押す 「 倍 幅 」 を 選ぶ と 、 カ ー ソ ル 位 置 に 倍 幅 を 意味 す 


る 闘 マ ー ク が 挿入 る れ 、 カ ー ソ ツル は 2 つ 先 の 災 
字 位 置 へ 移動 し ます 。 
齋 同じ 操作 を くり 返す と 、 他 の 妨 字 6 倍 幅 に な り ます 。 








) 遼 つ 遼 い 遼 に 詳 私 較 も 庫 お 立 












倍 幅 の 指定 を 終え た ら | 、. . . .. ... ... . - | 屋 TOP] を 押し て 、 ュ ユン トロ ー ル 表示 ブロ ッ ク 
必 還 @ 山 を 提 # 。。 |。.. .......... . を 初期 メニ ュ に 6 もどし ます 。 





始 | 千 3 2KESY ホ 1 は 
作成 疑 了 外字 後 変 ヽ ! う 








に 













印刷 する ょ 


@ 画面 で は テート 、 
X 字 の 大 こ 。 さ は 応 
倍 に な り ょ + は 徐 わ あり ませ ん が 、 印 刷 す る と 画 マ ー ク の 石 際 
> ヾ 1 狂 ソ ) 女 字 の 幅 カ ? 


〈 く 画面 > 
面 | ) 四 花 較 画 く 画 っ 男 加 た 菩 


本 で 年 'o 20 ま 9 


2 


印刷 > そ 記 e 玉 ー ーーーーーー ュ ーーーーーー 
婦 祥 請 





@ 衣 マー ク を 入れ 忘れ た 場合 


< 画面 > lee 
| ) 四 花 吹 画 < っ 男女 ・・ 


トーーーーーー ーー 


男 マ ー ク を 忘れ まし た 











の S こ 


印刷 > | 竹 表 < テー に デニ 
_ 計 ー 





倍 昌 に な り ま せん 
に 倍 編 丸 字 を 縦 書 印刷 に す る と 信 字 が 縦 に 2 倍 に な D ま す 


< 画面 > |》 軒 麦 咽 未 ・・ 






< 印刷 > 
( 縦 書 指定 





*H 





多 倍 幅 文字 を 指定 し た が 、 取 り 止 め ある と き は …… 
や 居 ] を 押し て 遼 マー ク を 削除 する と 、 通 常 の 文字 幅 に 6 どり ます 。 














文字 に アン ダー ライ ン を 引く SB 
文書 の な か で 強調 し た い 部 分 や 目立た せ た い 部 分 に アン ダー ライ ン を 引く 方法 を 諾 


し きま すず 。 


「 ア ンダ ー」 を 指定 する 


) 大 切な の は 、 信 害 と 実名 で す 。 















アン ダー ライ ン を 引く 
文字 の 先頭 へ カー ソル 
を 移動 する 


ュー 





作成 許 了 外字 後 婦 ^ ワ 





司 TOP] を 押し て アン 
ダー を 出力 
協 線 財 / 全 人 幅 7 ウー ヽ い う 
》 大 切な の は 、 信 征 と 実央 で す 。 
アン ダー を 押す = 


「 ア ンダ ー」 を 選ぶ と 、 カ ー ソ ル 位 置 の 娘 字 に 上 
ンダ ー ラ イン が 引か れ 、 カー ソル は 次 の 女 字 に 
移動 し ます 。 | 





上 販 4 『 ア ンダ ー」 を 押し 続け る と 、 連 続 し て アン ダー ライ ンカ 昌 | け ます 。 


* 先 に アン ダー ライ ン を 引い て か ら 文 字 を 書く と 、 ア ンダ ー ラ イン は 消 ん て し まい ま 人 
必ず 廊 字 を 書い て か ら 、 ア ンダ ー ラ イン を 引い て 下さ きい 。 


ァ ン ダー ライ ン の 消し か た 
の 2 ラ 2 を 消 仁志 へ 
作 を 組 (月 4 位置 カー ソル を 移動 し 


り 返 せ ば 消す こ と が で き ます 利 / ジ メータ 1 ン を 引 〈 と き と 同 ビ 操 


アン ダー ライ ン を 消す 
文字 の 先頭 へ カー ソル 
を 移動 する 


UEUUD RU の 書式 : 4*16/38*28 


人 「 ア ンダ ー」 を 選ぶ と 、 カ ー ソ ル 位 置 の アン ダー 


ライ ン が 消え ます 。 カ ー ソ ル は 隣 の 文字 位置 へ 
移動 し ます 。 





多 印 刷 す る …… 
に 
@ 横書き の 場合 は 放 字 の 下 に 、 縦 書き の 場合 は 文字 の 左 に プン ダー ライ ン が 引か れ ま 


ー- 
9 


< 横書き > < 縦 書 き > 





信頼 と 実績 で す 。 








いよ る 計 当 で 誠 


| 


@ 倍 幅 娘 字 に アン ダー ライ ン を 引く (場合 、 文 字 だ け に アン ダー ライ ン を 引く と 、 倍 幅 
娘 字 に アン ダー ライ ン が 引か れ て 印刷 され ます 。 





》 大 切な の は 、 上 < 画面 > 


も 


疹 鐘 マ ー ク ょ 廊 字 の 両方 に アン ダー ライ ン を 付け で も アン ダー ライ ン を 印刷 する こと が 
マー る 
で きま す 。 


編集 する 4 / 





| 
| 1 1 本 l 上 1 1 
1 ) | 暫 導 本 | 
NMMA | | ( 骨 t L ll 前 | 
1 【 二 1 1 
| - 1 則 1 順 i MM 【1 1] 1!# 
(、 ! [者 衝 員 MM ! 1 ! 
7 1 和 唱 0 明 表 | M MM U i 1 1 
叶 1 1 | ] | 昌 I 二 | 1 1 3 | 隊 
い ! 0 「 
MAN 由 | 川 | ( 敵 衣 | NN みり MI ] M UI a 
| y も 和 UM 1 1 
還 語 0 7H_ 1 | | AI 1 Te. le は 生 | 4 
Wh 前 
ID | 
1 前 | 語 昌 | | 
介 中 NN 
)| 昌 | N 





| | 
生 | | 
昌 | 前) M 
1 | い 11 
Y 和音 出 腺 ( て 上 呈 の へ 貴 ー ク だ けり に アン ピク ルフ 6ONRel 
上 | 1 1 ] PB フ テー ビニ リー 、 SN わか! 《 場 M 男 マ 四 3 
| 天 | 人 人 il e 倍 幅 文字 に アン ダー ライ ン を 9 引 ロ 


有価 アン ダー ライ ン は 印刷 きれ ませ ん 。 
| 旨 し 情 吉 」 ! 














| 1 1 上 肖 1 ンー | 
い 4 | と ーー | 本 
1 本 衣 | ) 大 りな の は 、 画 人 本 得 較 と 実 加 大 そ です 。 | < 画面 
| 衣 間 上 橋間 湯 導 | ーー 衝 に デー ーーー 
| 2 導 ーー ーーーー 一 
1 員 WI ) 仙 い Ng 
NM 本 | 
| ) 直人 介 1 | 
1 1 1 調 (| | 





UN 《 印 刷 例 〉 
本間 WMN 大 りな の は 信連 叶 と 実 で す 。 

ts | 1 八 和 MUWI 寺 ピ ー 

1 計り 1 人 NN 





PARHT 上 





印刷 し まし ょ う 


この 章 の 内 容 
印刷 の な が れ ・150 
か 印刷 形式 の 変更 ・151 
印刷 の 開始 ・156 


っ 4 
El 刷 の な が れ 
% る る て も は グリ シダ だ 偵 っ て 。 娘 書 を 印刷 する 手順 を 説明 し ます 。 


間 較 』 モ は 区 に 広 に て ちこ だ う も の です 











@ プ リン タ の 接続 

@ ブ リン タ の 電源 ON 

e MSX 本 体 電源 ON 

@ 書 の 保存 (p[ 159 ペ ー ジ )。 

2 
書式 の 変更 

e 書式 の 設定 (p[ [70 ペー ジ ) 。 
文書 を 作成 する 前 に 、 あ る い は 作成 中 に 設定 し た 書式 を 、 印 刷 す る 直 
前 に 変更 す る こと が で きま す 。 保存 し て ある 文書 を 呼び 出し て 印刷 す 
る とき は 、( 文 書 の 呼出 | [|159 ペ ー ジ ) 作成 時 に 設定 し た 書式 を 変更 
ます 。 


































印刷 形式 の 変更 

@ 一 括 / 一 行 (yl152 ペ ー ジ )。 

e 横 書き / 縦 書き (152 ペ ー ジ )。 

@ 禁則 処理 の 有無 (| [153 ペ ー ジ )。 

@ プリ ンタ の 種類 (>[ 155 ペー ジ )。 

@ この ソフ ト に 対応 する プリ ンタ の 種類 は 、MSX-A、MSX-B、ESC-P 
の 3 種類 て す 。 使 用 し て いる 機種 に よっ て 、 プ リン タ の 種類 を 設定 し 
ます 。 お 手持 ちの プリ ンタ の 説明 書 で お 確か め 下 さい 。 

MS X 標 準 プ リン タ で 最大 印字 ドッ ト 数 / 行 =1120 

MS X 標 準 プリ ンタ で 最大 印字 ドッ ト 数 / 行 =1280 


8C じ <P ESC-P 規 格 準 拠 の プリ ンタ 
























(156 ペ ー ジ )。 





災 字 は 小 き な 点 (ドッ ト ) の 集まり て 印刷 され ます 。 最 大 印字 ドッ ト 数 と は 、 横 1 和 
編 印刷 で きる 最大 の ドッ ト 数 の こと で す 。 























“ N 


時 印刷 形式 の 変更 


印刷 を する 前 に や っ つて お く こ と 
印刷 に は 作成 し た 駐 書 を 最後 に ま 
る 方 法 が あり ま "95 【 は 7 に 
頭 に き て は な ら 


ここ の て 印刷 する 方 法 よ 、 指 定 し た 1 行 だ け を 印刷 す 
か 村 き の 印刷 も 自由 に 選べ ます 。 る の 他 、 行 の 
ます 。 使 用 する プ リッ つて 、 自動 的 に 調整 する 殺 史 処理 も 指定 で き 
6 フィン タ の 種類 も 指定 する 必要 が あり ます 。 こ れ ら の こと を 印刷 形式 
よい い 、 印 刷 す る 前 に 指定 し て ぉ きま す 。 ジ 


変更 前 の 印刷 形式 
電 泊 を ON に する し 、 印 刷 形式 は 次 の よう な 状態 に 設定 きれ て いま す 。 


@ 作成 中 の 文書 を まとめ ゅ て 印刷 す る (一 括 印刷 ) 
@ 横書き て 印刷 する 

9 人 則 処理 (p[ 153 ペ ー ジ ) を する 

@% MSXーA の プリ ンタ を 使用 す る 


これ ら は 、 必 要 に 応じ て 変更 する こと が で き ます 。 変更 を 指定 し て も 、 電 源 を OFF 
に する と も と の 状態 に 戻る の で 、 印 刷 す る 前 に その つと 印刷 形式 を 指定 し て くだ きい 。 


印刷 形式 変更 の メニ ュ を 
出す 













STOP] を 押し て 初期 「 半生 oO CaQ IO 3 記 二 
メニ ュ を 出す ) ショ BZ 必 > (た 衣 い O O 計 CO 





》) ブリ ョ ンジ ン が gi2Z リ IS DE 人 基 二 ) 


0 パパ ロア ドラ モー ニード ・・ "・ 










7 JNI 細雪 1 細 ) 全 (1 間 了 ) 環 し し (】 


ee 国 ieiei ゅ 還 い Aiefeteie 少 Ki i の は 6: 5 る 


「 終 了 」 を 選ぶ と 、 コ ント ロー ル 素 示 ブ ロッ ク は 
終了 メニ ュ に 変わ り ま す 。 















横 書 





旦 則 有 MSX-8 





印刷 を 押す 






「 印 刷 」 を 選ぶ と 、 状 態 衣 が 行 に 現在 の 印刷 肛 選 
が 表示 され ます 。 
















2 リッ ト 停止 要 更 終了 









括 横 書 禁則 有 MSX-8 





IF 3] 変更 を 押す 「 変 更 」 を 選ぶ と 、 メ ニュ 行 に 変更 内 容 が 表示 
印字 横 / 終 有 / 無 うり 22 終了 
回 王 た EE も 0 計 3 
一 行 印 刷 に する 


作成 し た 娘 書 全体 を を と め て 印刷 する か 、1 行 だ け を 印刷 する か を 選ぶ こと が で きま 
す 。 


FE1 









代 書 琶 旧 有 MSX-a 
F 1] 印字 を 押す 「 印 字 」 を 選ぶ と 、 状 態 表 示 が 「 一 行 」 に 変わ 9 
印字 横 / 終 有 / 無 うり 2 放 了 
EEZEDEE 補 礎 交 
この あと 印刷 する と 、 カ ー ソ ル の ある 行 だ けが 
印刷 で どき ます 。 
/ 光 一括 」 印 刷 に も どる と き は …… 


も 2 度 、F1| 「 印 字 」 を 押す と 、「 一 括 」 に も どり ます 。 


(一 括 印刷 ) (一 行 印 刷 ) 











シン ツル ペン っ ーー DK 和 2 DS os ea 70202 
















ン と 2 OO CK 請 ン 信 り に 









語 a コ うに モコ ラ う -| の 





了 223 に 2t ウ モー 








印刷 の 方 向 は 横書き 、 縦 書き の どちら も 選ぶ こと が で き ます 。 







状態 表示 行 に 「 松 書 」 が 表示 され て いま す 。 





憶 書 は , { 1 
印字 憎 / 貫 有 / 無 うり 22 終了 


ー 行 紹 書 琶 則 有 Msx-a 


横 / 縦 を 押す ツン { 
還 字 仙 / 度 7 率 っ > 和 m ィ | 枢 ン 縮 」 を 選ぶ と 、 状 婦 示 行 が 「 絢 ) に 有 
わり ます 。 


UE 


ta な -・ 数 字 の 半幅 文字 は 縦 書き に は な り ま せん 。 


横書き に 戻す に は 
5. う 一度 F2]「 縦 / 横 」 を 押す と 、 横 書き に 9 どり ます 。 


億 幅 文 字 は 縦 に 2 倍 に な り ま す 。 


〈 横 書 印刷 > < 縦 書 印刷 > 





穫 誤 灰 


mt ミキ 


和夫 は あけ ぼ の 。 や う や うし ろく な ら 行 <、 
山 ぎ は すこ し あか り て 、 む お ら さ きだ ち た 
ち 朋 の ほそ くだ た な びき た る 。 

夏 は 交 。 月 の 頃 は さら な り 、 や み も な 人 ほ 、 
ほたる の 多く 拒 び ち が ひ た る 。 ま 大 、 た 
だ ひと つ ふ たつ な ど 、 ほ の か に うち ひか 
り て 行く も を か し 。 坪 な と ど 陸 る も を か し 。 


こつ 


Ss で き N へ へ ざさ ざ | 

< は の は びら OCG 計 

<・ ヾ WO 豆 週 Sm 。 軸 丘 類 
くば さば へ ボ 束 S 紀 いぶ 
>・ パ ざき で mm ペ 抵 E 


さい 符 G 避 到 
Me き SS 加 
させ へ いで いき いざ 。、S 玉 さ 反戦 | 





S さ 
注 OOW 全 


禁則 処 理 の 有無 を 選ぶ 
印刷 する と き に 、 旬 読点 や ハイ フン な ど が 行 の 頭 に こない よう に する 機能 を 符 則 処理 


と いい 、 禁 則 処 理 を する か 、 し な いか を 選べ ます 。 


< 林 面 < 印刷 例 > 


》 」 と 彼女 は つが や いた 。 ・・・ と 令 婦 は つぶ や いた ・。 


印刷 形式 の 変更 りう 














林 旧 処理 きれ る 廊 字 や 記号 は 以下 の と お り で す 。 





禁則 処理 が おこ な われ る 女 字 








りゃ の 四 本 EYE の 当 2LT 
7 生 - り 


あい う %X お や ゆ よさ つ わ 


の 5 人 ウ 志 拓 CYS 寺 所 上 ウ ー ウ 
















旨 ) / 沈 禁則 処理 が され な い 場合 
欄間 @ 倍 居 文 字 の と き IO 
り 縛 議 e 行 の 頭 に 禁則 処理 され る 女 字 が あっ て 5、 前 行 の 廊 字 が 倍 幅 文 字 の と き 
凍 計 (1 
間 級 書 禁則 有 .MSX=8 
! | MM 状態 表示 行 に は 、「 禁 則 有 」 が 表示 され て ぃ 震 






印字 横 / 終 有 / 無 うり 22 終了 







引っ 朋 |- 李 N 
印字 横 / 終 有 / 無 うり 22 終了 


/ 湖 上 用 引 有 6 どす に は ………… 
も う 一 度 F3) を 押す と 、 再 び 「 禁 則 有 」 が 指定 され ます 。 









Fj 有無 を 押す ' 有 / 無 」 を 選ぶ と 状態 表示 行 が 「 禁 則 無 」 に 和 


わり 禁則 処理 が され な く な り ま す 。 










/ 浸 「 持 則 有 」 と 「 禁 則 無 」 の 印字 例 で す 。 










< 禁則 無 > 






〈 禁 則 有 > 









芝 


ん な 私 に も 、 ひ と つく らい な 区 
、 取 柄 ぶ ぁ る の で す 。 た と ぇ それ 
が 、 他 人 が 見 て つま ら な いで も 
、 反 に は 重要 な こと ふ の で すず ・ 


MM くら いふ s、 
MO た と ふえ そ も ぶ 、 
つまら な い 事 で も 、& 
















間 還 間 半 SR 






















還 夫 ブリ ンタ の 種類 を 変更 する 


この 4 ト に - > pa 

ーー に あら か じ め 設 定 さ れ そ に 
グ バ コー っ * 

科 更 する 場合 は 「 ヲ リン 婦 」 
更 され P 


フリ ンタ の 種類 は MSX-A で す 。 他 の 機種 へ 
所 給 二 ni そ 押 し ます 。 4] を 押す と 以下 の 順 で プリ ン タ が * 変 
ーー に 表示 され ます 。 お 手持 ちの プリ ン タ を 指定 し て くだ さい 。 


』 本 構 書 呈 骨 有 MSx-a 


印字 模 / 縮 有 / 無 う リ )2 終了 





IF 4| プリ ンタ 





IF 4| プリ ンタ 
条 の !62/| 1 





IF 4| プリ ンタ 


所 加 細 尋 刷 形式 の 変更 を 終了 する 
が に は 「 関 内 


「』 を 選ぶ と 、 メ ニュ 行 が 変わ り ま す 。 


[F 5| 終了 を 押す 





' / 参 印刷 形式 の 変更 終了 後 、 す ぐ に 印刷 を する 場合 は 、[F 1] 「 プ リン ト 」 を 選ぶ と プリ ンタ 
人 動き だ し 、 印 刷 さ きれ ます 
| を 普 か が 動き だ し 、 印 届 






この あと 、 き さら に 「 取 消 」 を 送 ぶ と 、 初期 メニ 
二 8 も どり ます 。 






終了 を 押す 












/ 参 上 度 変更 し た 印刷 形式 は MS X 本 体 の 電源 を 切る か 、 ま だ は 、 再 度 変 更 す る ま て 有 
- 反 2 計 ビデ ヽ 


効 で す 。 


印刷 形式 の 変更 ] りり 


印刷 の 開始 


印刷 (プリ ント ) を 開始 する 


TOP| を 押し て 


初期 メニ ュ を 出す 





作成 終了 外字 後 変 


[F 2] 終了 を 押す Pr 終了 0 コン トロ ー ル 表示 プロ ッ 
印刷 保存 目録 消去 取消 了 に 変わ り ま す 。 


時 則 有 MSX-^ 
印刷 」 を 選ぶ と 、 状 態 表示 行 に 現在 の 印刷 
が 表示 され ます 。 


F 1 印刷 を 押す 5 
う 2 リット 停止 変更 


括 織 午 侍 則 舞 .MS 


F 1] プリ ント を 押す 還 「 プ リン ト 」 を 選ぶ と 、 プ リン タ ぷ 動き 知 記 
う フリット 
遇 を 開始 し ます 、 


印刷 が 終わ る と 、 プ リン タ は 自動 的 に 止ま 9 


22 さ ツノ ボウ ェ | 
終了 を 押す 「 終 了 」 を 選ぶ と 、 
》) ショ コラ ・ モ 
0 まず 。 
2 > が 
) ババ ロ ・ 


2 Mk ょ っ 。4 
遇 MAIA MA 4 


| 届 保存 目 識 消 寺 収 少 












( 再 。 印刷 の 途中 で 用 紙 が な く な っ た し き 


こと ざ 
印 串 の 途中 で 用 紙 が な 4 


ょ つ だ と さき は [CTRL] を 押し な が 6 司 〒OP] を 押し て 印 
台中 断 し て くだ さい 。 


/ 湖 印刷 を 途中 で や め た いと き 


印刷 し て いる 途中 で 、 印 刷 を 中 断 する 場合 は 、 孔 2] 「 停 止 」 を 押す と プリ ンタ が 正 ま 
US は 「 終 了 」 を 押す と 、 メ ニュ 行 が 終了 メニ ュ に 戻り ます 。 


まぶし 挫 二 了 員 
れ ま サ 。 「 





ゆび ひみ お の お ゅ みゆ ゆみ ゅ 
回 和 火 の 競 宙 
) ゅ ゅ j ゅ か ゅ ゅ ゅ ゅ ゆりか ゆり か ゆり ゅ り ゆ ゆり ゆか ゆか ゆか 


0 ム の 


の プス タ 
エリ ッ ク の 為 に ( 
幻想 曲 尋 へ 短調 弟 3 


ビア ノ 狂 詩 曲 KH35 番 


G 線 上 の ア 
ツイ 人 位 < 
無 伴奏 即興 
pi 流 り 


押す , 
《 声 楽 の 部 》) 。 


竜 弄 | 向 治 還 国 (16 す ) 


立川 六 
田舎 ま 科 
賠 科 秋子 





PAHT に 





文書 や 辞書 の 保存 呼出 








この 章 の 内 容 
の カセ ツ ト テ ー プ ブ に よる 保存 と 呼出 ・160 
た か) 。 。 フ ロッツ ビ ディス ク に よる 保存 と 呼 出 ・169 
フロ ッ ピ デイスク の 文書 や 辞書 の 管理 ・178 





カセ ッ ト テ ー プ に よる 保存 こ 呼 出 


必要 な 装置 
カセ モット テー プ ' に 廊 書 を 保存 し た り 、 廊 書 を 画面 に 呼び 出す た め に は 、 以 下 の 茨 署 
必要 で す 。 


カセ ッ ト レ コー ダ 
娘 書 や 辞書 を カセット に 保存 する とき に 使い は す 。 な る で く パ ツ ソコン 専用 の カセ ッ ト 
レコ ー ダ ' を ご 利用 くだ きい 。 通常 の カセ ッ ト レコ ー ダ も 利用 で きま す が 、 リ モー ト 稀 
子 の 有無 に よっ て 操作 の 手順 が 多少 異な り ま す の て 説明 書 あ よく お 読み くだ さい 。 ヵ 
セッ トレ コー ダ の 接続 に は 、 専 用 の カモ ッ ト ケ ー ブ ル を お 求め くだ きい 。 


カセ ッ ト テ ー プ 
文書 や 辞書 を 保存 し ます 。 市販 の テー ブ で 良い の で す が 、 録 音 時 間 の 短い テー プ を 使 
用 し て 下さ い 。 長 時 間 用 の テー プ は 、 呼 び 出 し に 時 間 が か か っ て 不便 で す 。 


カセ ッ ト レ コー ダ の 接続 
カセ ッ ト レ コー ダ は 、 電 源 を 切っ た 状態 で 接続 し て くだ きい 。 











テー プ ム 文書 また は 辞書 を 保存 する 
2 カセ ッ ト テ ー ブ ム へ 文書 また は 辞書 を 保存 する と き は 、 決 の 操作 を し ます 、 


MM 。 還 
















[F 2| を 押す と 終了 メニ + に 変わ り ま す 


ム 






バ 
に の 
トブ テー ブ を 使う 操作 を 途中 で ふ ょ 、 き ) 月 
宏和 5 誠 ま Ao 加 作 を 途中 で や め た いと き は 、 取消 」 を 押す と 、 初 期 ス 
ー ユ に も る とり ます この あと ょ と 点 作 で ょ 玉生 
ーー cs の 操作 。 や D 同様 て す 







保存 を 押す 


保存 」 を 選ぶ と 、 保 存 先 (記憶 媒体 ) を 選ぶ 
メニ ュ が 表示 され ます 





取 消 









/ 湖 ラスク ドラ 22 いと SS は っ 
デイ スク ドラ イブ が 接続 きれ て いな いと き は 、 終 「 了 メニ ュ で 「 保 存 」 を 選ぶ と 、 
上 記 の 画面 は 省略 され 、 次 の 画面 に 移り ます 。 
て (ARM 


IF 3| CAS を 押す 「CAS」( カ セッ ト ) を 選ぶ と 、 廊 書 と 辞書 の 


(ヨー 


どちら を 保存 する か を 選ぶ メニ ュ に 変わ り ま す 





請 罰 丈 圭 を 保存 する 
文書 を 保存 する と き は 次 の 操作 を 続け ます 。 










CAS : 何 を 保存 し ます か ? 


書 左 書 評 














「 廊 書 」 を 選ぶ と 、 状 態 表 示 行 の 上 に 文書 の 名 前 
を 書く 場所 が 表示 され ま ] 


と 








カセ ッ ト テー ブ に よる 保存 と 呼出 1 | 


























の 






mW 





登録 名 を 指定 する 


婦 章 を 書く の と 同じ よう に 、 登 録 名 を 書き 








[保存 ] 編 文 書名 を 入れ て 下さ い 『 
/ 稼 登録 名 に つい て 
傑 存する と き は 、 文 書 や 辞書 に 名 前 を つけ て 登録 し ます 。 こ れ を 登録 名 し いい ます . 
剛 間 MM20672022070206R223e いで 
だ さい 。 漢字 、 半 幅 、 倍 幅 文字 で 書く こと は で 革 ま ん 。 
文書 を カセ ッ ト に 保存 し ます 。 
入力 を 押す 「 入 力 」 を 選ぶ と メッ セー ジ が 交 わ り ま す 。 同 凌 を 押す 


と [PLRAY] を 押し まし た か < 





の 北條 NI23 出 で いま あす 5 


カッ ト の 呈 選 C と カセ モッ トレ ュー タダ の REC と PL AY を 押し て 








PLAY を 押し て か ら 、 か ら 、「 実 行 」 を 選ぶ と カセ ッ ト テ ー プ が 回 っ て 、 
F 1] 実行 を 押す [CTRL〕】 + 【STOP] で 中 断 し ます 。 保存 が 始ま り ま す 。 
保存 が 終わ る まで 、 し ば らく 待ち ます 。 
》) あの 娘 の 秒 密 、 そ れ は 内 緒 。 だ 
保存 を 完了 する 世 カセ モット へ の 保存 が 終わ る と 、 も と の 文書 作成 
が 
》 きっ た か ら 。 僕 は 何 も 知 ら な い | ee 
画面 と 終了 メニ ュ に 戻り ます 。 
馬 
保存 目録 消去 取消 
Eh。。 まお 
2 / 稼 リモ ー ト 納 子 な し の カモ セット レ コー タダ の 場合 
つっ ド 記 リモ ー ト 端子 が つい て いる カセ ッ ト レ ュー ダ の 場合 は 、 保 條 が 夫 わ る と 自動 人 に テー 


グ が 此 ま り ま す が 、 リ モー ト 端 子 が 付い て いな い 場 合 は 、 コ ント ロー ル 要 ボブ ロッ ク 


の 表示 が 修 わっ た ら す で ぐに テー プ を 止め られ る よう に 、 カ モッ トレ ュー タダ の スト ツク 
ボタ ン を 押す 準備 を し て お きま すす 







胃 0 ョ ? ョ =。。。。_〈_〈'。、=、 一 


カセ ッ ト テ ー プ に よる 保存 と 呼出 





162 




















/ 才 途中 で や め ぁ る ょ ょ 


CTRL] を 押し な が ら STOP]| を 押す ょ ヵ + 


テーーーー ッ ト へ の 保存 が 中 断 し ます 
ISTOP| を 押す + 内 メニ ミュ に も どり ます 


け イ テム 。 


る と き は 、 次 の 損 作 を 続け ます 


辞書 を 押す 


「 辞 書 」 を 選ぶ と 状態 表示 行 の 上 に 、 辞 書 の 名 前 


を 書く 場所 が 表示 され ます 。 


証 証 国 午 る を 指定 する 劉 斉 を 書く の と 同じ よう に 、 登 録 名 を 書き ます 


/ 湖 辞書 登録 名 の 記入 に 使用 で きる 廊 字 は 炎 書 の 場合 (p[ [162 ペ ー ジ ) と 同様 て す 











ん 其 書 を カセ ッ ト に 保存 し ます 。 = (a 電 WM 
「 カ , 有 入力 を 押す 入力 」 を 選ぶ と メ em シン が 突 あ お り ます 。 
山 


















の ミ 可 PSSP 用 合い ます 。 


R ー ダ L を 押し て 
カセ ッ ト の REC と カセ ッ ト レ コーダ の REC と PLAY を 押し て 





PLAY を 押し て ーー か ら 「 実 行 」 を 選ぶ と 、 カ セッ ト テ ー ブ プ が 回 っ 


保存 が 終わ る まで 、 し ば らく 人 待ち ます 。 





カセ ッ ト テ ー プ に よる 保存 と 呼出 163 











》) あの 万 の 秘密 、 そ れ は [ 上 7 
保存 を 完了 する 上 Le 
》 言っ た か ら 。 島 は 何 も 知 ら な い 


1 ⑥- 午 @ 「@。 .@。 ip  ?: 計 w 和 二 gh) 還 計 9 人 還 9 還 や 


2 ま Jetve 9 有 軸 0 ゃ 引 時 *:TS' Ney ie に 目 を 


印刷 保存 目録 消去 取消 


カセ ッ ト テ ー プ か ら 文 書 や 辞書 を 呼び 出す 













1201 弧 書式 :A4*16/38w28 


作成 終了 外字 後 変 っ &2 


ほ TOP| を 押し て 





初期 メニ ュ を 出す 
作成 メニ ュ 
[F 1] 作成 を 押す 


呼出 新規 書式 





/ 夫 リモ ー ト 端子 な し の カモ ッ ト レ コー ダ の 場合 は (p[ 162 ページ ) 


途中 で や め る と き (PLJ163 ペ ー ジ )。 


カセ ッ ト へ の 保存 が 終わ る と 、 も と の 文書 作 肛 
画面 と 終了 メニ ュ に 戻り ます 。 


カセ ッ ト テ ー プ か ら 文 書 や 辞書 を 呼び 出す に は 次 の 操作 を し ます 。 


「 作 成 」 を 選ぶ と 、 作 成 メ ニュ に 変わ り ま す 。 


/ 参 呼出 を 途中 で や ゆめ る と き は [F 5] 取消 を 押す と 初期 メニ ュ に 5 どり ます 。 以 下 の 操作 


で も 同様 で す 。 


FDD-A 「FDD-B CAS 





伯 1] 呼出 を 押す 
と 9 


/ 参 フロ ッ ピ ディ スク ドラ イブ が な いと き 
フロ ッ ピ ディ スク ドラ イブ が 接続 きれ て いな いと き は 、 作 成 メ ニュ で [『 1 「 呼 出 」 を 
選ぶ と 、 上 記 の 画面 は 省略 され 、 次 の 画面 に 移り ます 。 


山 連 還 伴 符 税 ーー ーーーー 


「 呼 出 」 を 選ぶ と 、 メ ッ セ ー ジ が 表示 きれ ま す 。 


ーー 一 穫 











| 90M 





前 す 


陸 縛 練 


回 4 特 


















問 *I : 休 を 衝 出 し ます か 9 


CAS を 押す 







「CAS」( カ セッ ト ) を 選ぶ と 、 文 書 と 辞書 の 
と ちら を 呼び 出す か を 選ぶ メニ ュ に 変 委 わ り ま す 











文書 を 呼び 出す 






文書 を 押す 






「 女 書 」 を 選ぶ と メッ セー ジ か 変わり ます 。 















辞書 を 呼び 出す 


坪 書 を カセ ッ ト か ら 読 み 込 み ま す 。 





の: 2 [ 辞書 を 押す 


「 辞 書 」 を 選ぶ と メッ セー ジ が 変わ り ま す 。 


[PLAY] を 押し まし た か 2? 


実 % 条 





罰 カセ ッ ト テ ー プ か ら 読 み 込む 
以下 の 操作 は 娘 書 を 読み 込む 場合 も 、 辞 書 の 場合 も 共通 で す 。 


カセ ッ ト か ら 読 み 込 ん で いま す 。 









F を 押す カセ ッ ト レ コー ダ の PL AY を 押し て か ら 、「 新 
規 」 (辞書 の 場合 は 「 実 行 」) を 選ぶ と 、 カ セッ ト 
テー プ が 回 っ て 呼び 出し が 始ま り ま す 。 


少し 時 間 が か か る の で し ば らく 〈 待ち ます 。 





牧人 る ら 2 おら 5 さい 。 


[CTRL] + [STOP] で 中 断 し ます 。 


/ 参 「 合 成 」 の と き は 、167 ペ ー ジ の 説明 に し た が っ て 操作 し て くだ さい 。 









/ 伯 リモート 端子 な し の カセ ッ ト レ ュー ダ の 場合 は 
信 を 押 U で か ら カ セッ トレ コーダ の PL AY を 押し ます 。 ま た 、 コ ント ロー ル 表 示 
デ ロ ッ ク の 表示 が 変わ っ た ら 、 す ぐに テー プ を 止め ます 。 






カセ ッ ト テ ー プ に よる 保存 と 呼 ]) り 








/ 疹 。 途中 で や め る と き 
CTRL| を 押し な が ら 司 TOP] を 押す と 、 カ セッ ト か ら の 呼び 出し を 中 断 し ます 。 ぇ 
ら に [ 司 TOP| を 押す と 、 初 期 メ ニュ に も どり ます 。 








読み 込む 文書 の 指定 
カセ ッ ト テ ー ブ か ら 登 録 名 を 読み 込む と 、 目 録 
画面 に 、 登 録 名 と し メッセージ が 表示 され ます 。 
が 見 つか り ま し た 。 
カセ ッ ト か ら 読 み 込 ん で いま す 。 M 2 
[F 1| 実行 を 押す 表示 され た 登録 名 の 文書 、 ま た は 辞書 を 読み 込 


し ば < ら 2EG お 待ち : 人 2D ニン ee 
む 場 合 は 、「 実行 」 を 選び ます 。 


[CTRL] + [STOP] で 中 断 し ます 。 





疹 リモ ー ト 端子 な し の カセ モット レコ ュー ダ の 場合 (w[162 ペ ー ジ )。 
秦 表示 され た 廊 書 、 ま た は 辞書 を 読み 込ま な 場合 


PF 2] 「 次 へ 」 を 押し て し ば らく 待つ と 、 次 に 保存 きれ た 文書 、 ま た は 辞書 の 登録 名 が 
表示 され ます 。 目 的 の 登録 名 が 表示 され る まで 、 同 じ 手 順 を 旨 り 返し ます 。 


10 2 セッ テ ー ブ に よる 保存 と 呼 




























の 直人 


デリ ル を 人 
たい 位置 の | 
胡 ( 


提 を 拓 す 


ンー 


| 。 あの 娘 の 笑 密 、 そ れ は 内 鐘 。 だ 


ャ ッ ま 】 ピ 9 言っ た か ら 。 僕 は 何 も ジレ S。 許 j 放 み 込み が 終わ る と 、 文 書 の 場合 は 呼び 出 し 洛 
短 . 。 2 婦 書 が 、 辞 書 の 場合 は 、 呼 び 出 し の 操作 を ちこ 
・ | 
% 


2 ) な う 前 の 画面 が 文書 作成 画面 に 表示 きれ ます 。 
小品 書式 :04*16728*28 


作成 終了 外字 後 要 ヽ M う 


2 つ 以 上 の 文書 を 合成 する 


カー ソル を 合成 
し た い 位 置 の 前 の っ た か ら 。 僕 は 何 も し ら な い 
行 に お く 








が st 台 失 蘭 
昌 人 は 、「 知 叶 





呼出 を 指定 する 文書 の 呼出 の 要領 で 、 左 の よ う に 画面 を 表示 さ 
せま す 。 


可 才 6 ムー こ 「 合 成 」 を 選び ます 。 
い 3 MM 本 0 読み 込む 婦 書 を 指定 す る 操作 は 、「 新 南 」 を 選ん 
5 が MI II だき ょ 同 じ で す 。 


カセ ッ ト テ ー ブ に よる 保存 と 呼 由 ]) / 


あの 娘 の 秘密 、 そ れ は 内 緒 。 だ カー ソル の 次 の 行か ら 、 呼 び 出し た 女 書 が 合 
っ た か ら 。 僕 は 何 も し ら な い | < 画面 に 表示 され ます 。 
る 晴れ た 午後 、 あ の 娘 は 一 用 
っ た 。 だ か ら 僕 は て っ きり そ 


)2.01 。 書式:R4*16/38*28 


作成 終了 外字 人 後 妥 


書式 は 1 番 最 初 に 呼び 出さ れ た 文書 の 書式 に あわ せら れ ま す 。 





カセ ッ ト か ら 読 み 込 ん で いま す 。 件 bi 
カセ ッ ト テ ー プ が から の 信号 が 正しく 〈 読み 込ま れ 


の 二 M 2 て いな いと き の 画 面 で す 。 
何 か キ ー を 押し て 下さ い 。 メッ セー ジ に 従っ て どれ か キー を 1 っ 押す と ュ 
ント ロー ル 表 示 ブ ロッ ク が 初期 メニ ュ に 5 どり ) 
ボ まず 。 
ao li 王 ドド s エラ ー が 発生 し た と き は 
カセ ッ ト レ コー タダ の 出力 が 弱い 場合 や 、 接 続 の ミス な どの 原因 が 考 を られ ます 。 カ セ 
ッ ト レ ュー ダ の ボリ ュー ム を 上 げた り 、 接 続 を 確認 し (て か ら 、 最 初 か 6 も うぅ 一 度 、 呼 
び 出 し の 手順 を 繰り 返し ます 。 そ れ で も エラ ー 表 示 が 出る 場合 は 、 デ ー タ が 保存 きれ 
て いる カセ ッ ト テ ー ジ に 原因 が ある と 考え られ ます 。 カ セット テー プ " に 原因 が あれ は 、 
指定 し た 文書 また は 辞書 の 呼び 出し は 不可 能 で す 。 





カセ ッ ト か ら 読 み 込ん で いま す 。 
メモ リ 容 量 の 不足 0 娘 書 や 辞書 を 、 読 み 込む 余裕 が な く な -~ 


t EE 
SA メッ セー ジ に 従っ て どれ か キー を 1 つ 押 す と う 


ント ロー ル 表 示 ブ ロッ ク が 初期 メニ ュ に 5 と 


光 放 。 
メモ リ 容 量 不足 に な っ た ら 
を れ 以 ト の) 交 み 込み は 不可 人 能 で 。 た XS SN 不 必 \ 典 な 辞 主 ょ を 削除 す ど ( ゆ [日 1189 
ペー ジ )、 メ モリ 容量 を 有効 に 使う こと に ょ り 、 JNN ょ が 可能 て 
す 。 


還 ssimmmmwwww ーーーーーーーーーー-。 。 一 一 
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ロッ ピ デ ィ スク に よる 保存 と 呼出 


ノ 


まな か 半 還 9 
2 ロッ ビデ ィ イス ク に 作っ だ な 放 栓 を 保存 | た 
は 作っ た 文書 を 保存 し た り 、 呼 び 出 す た め に は 、 以 下 の 装置 が 必要 
ny ビデ ィ ス ク ド ラ イフ 人 を 保 訂 す だら の 半生 
f スク トラ イブ が 内 蔵 る され て いな い 場 合 半 た 前 
る 場合 が あり ます 。 -  。。。-。。、、 且 是 還 請 還 還 還 


























レン 文書 や 辞書 を 保存 し ます 。 フ ロッ ピ デ ィ スク は フォ ー マ ッ ト を し て か ら で な いと 使え 
ませ ん 。 フォー マッ ト の 方 法 は 、M S X 本体 や フロ ッ ピ ディ スク ドラ イブ の 使用 説明 


な ど を 見 て くだ さい 。 


フロ ピー: 
ロッ ピ デ ィ スク へ 文書 また は 辞書 を 保存 する 
フロ ッ ピ ディ イス クス 雪 書 ま た は 辞書 を 保存 する と き は 、 決 の 操作 を し ます 。 


「 終 了 」 を 選ぶ と 終了 メニ ュ に 変わ り ま 守 。 


途中 で や め た いと き 
ラロ ッ ピ ディ スク を 使う 操作 を 途中 で や ゆめ た いと き は 、 選 「 取 消 」 を 押す は 、 製 
C 5 過 欄 財 | 


メ テ ュ に 戻り 1 - の あと の 操作 
フロ ッ ピ ディ スク に よる 保存 と 呼 貼り 



























の 
Ai 「 保 存 」 を 選ぶ と 「 保 存 先 」( 記 億 媒体 ) を 導 骨 
メニ ュ が 表示 きる れ ま す 。 
フロ ッ ピ ディ スク に 保存 する の で 、FDD-A 矯 
指定 し ます 。 
克 2 言 の デ イス ク ド ラ イブ が ある と き は 
拡張 スロ ッ ト に よっ て 2 台 の ディ イス ク ド ラ イブ が 接続 きれ て いる 場合 は 、FDD-A.、 
FDD-B の どちら か を 選択 し ます 。 1 吾 し か 接続 きれ て いな いと き は 、 ど ちら を 有 選 握 
て もじ て ず 。 


IF 1 


FDD-a: 何 を 保存 し ます か ? 


保存 を 押す 


FDD-R FDD-B CAS 





[F 1] FDD-A を 押す 「FDD-A」(A ド ライ ブ ) を 選ぶ と メッ セー ジ 


が 表示 きれ ま す 。 


文書 辞書 取 消 





文書 を 保存 する 
文書 を 保存 する とき は 、 次 の 操作 を 行い ます 。 


本 EE 





F 1] 女 書 を 押す 「 文書 」 を 選ぶ と 、 状 態 表 示 行 の 上 に 登録 名 を 書 


場所 が 表示 され ます 。 





[保存 まま 過 交 書名 を 入れ で て . 下 さい 


入力 取消 


軸 申 IM 思 人 O 


ひみ つ 




















.FDD-R: 





登録 名 を 指定 する 






敬 録 名 に つい て 
人 人 子 す る と き は 、 文 書 や 辞書 に 名 前 を つけ て 登録 し ます 。、 こ れ を 登録 名 に いい ます 。 
健 録 名 は 12 女 字 以 内 の ひら が な 、 カ タカ ナ 、 英 字 、 数 字 、 カ ナ 記 号 、 英 記号 で 苫 いて 
( だ きい 。 漢 字 、 半 帆 、 億 帆 文字 で 書く こと は で きま せん A。 
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F 4 


) あの 縁 の 誰 宮 それ > 
た .】 提 す る い は 内 縛 、 だ La か 
4| 入力 を ) 言っ た か ら 、 代 は 何 も 知 ら な い 「 人 入力 」 を 選ぶ よ と 、 フ ロッ ピ デ ィ スク ドラ イブ の 


ディ スク 動作 ラン プ が 点灯 し て 保存 が 始ま り ま 
紀 床 、 

数 秒 後 、 保 存 が 終わ る と 、 終 了 メ ニュ 画面 に 5 
し 提 た : 生 








印刷 保存 目録 消去 取消 





き 書 を 保存 する 
時 革 を フロ ッ ピ ディ スク に 保存 する と き は 、 次 の 操作 を 続け ます 。 


FDD - R : 何 を f 保存 し ます か 。 



































上 F 2| 辞書 を 押す 「 辞 書 」 を 選ぶ と 、 状 態 表 示 行 の 上 に 登録 名 を 書 
に 全く 反 訂 
回 BIK2I(SI 回 
FDD=A 靖 レ ょ 1 
| 登録 名 を 指定 する 文書 を 書く の と 同じ よう に 、 登 録 名 を 書き ます 。 
和 [保存 ] 怠 辞 書名 を 入れ て 下さ 
舞 鐘 
F4] 入力 を 押す ) あの 近 の 全 鶴 、 そ か せ 内 絆 だ | 『「 入 力 」 を 選ぶ よ 、 フ ロッ ピ デ ィ スク ドラ イブ の 
9 すっ た の 6。 訂 加 人 和 ディ スク 動作 ラン プ が 点灯 し て 保存 が 始ま り ま 
イス 4 イ 9 
2 数 秒 後 、 保 存 が 終わ る と 、 終 了 メ ニュ 画面 に も 
だ が) 和 癌 。 
縮 了 イメ ニュ 
印刷 保存 目録 消去 取消 
、 揚 抽 フロ ッ ピ デ ィ ス ク に よる 保存 と 呼出 ] / | 





エラ ー 家 示 に つい て 





FDD-R: お し ら せ 
フロ ッ ピ ディ スク に 、 を それ 以上 保存 の 余裕 が な 


條 年 人 人 作 全角 二 間 /2 し が 作 だ が 行 に た の スラ セー ジル と だ 
どれ か キー を 1 つ 押 す と 、 コ ント ロー ル 表 示 プ 
ロッ ク が 、 初 期 メ ニュ に も どり ます 。 

疹 の AR が 4 スグ に と EE" プ が 4 で ん プ / こ ' ウ 
新しい フロ ッ ピ ディ スク に 取り 替え る か 、 不 要 に な っ た 文書 や 辞書 を 削除 し て か ら 、 
も ぅ 一 度 、 操 作 を や り 直 し ます ( ゅ [ 相 181 ペ ー ジ )。 


) 1 
L 





同じ ファ イル 名 が あり ます 。 5 6 
登録 名 を 指定 する と き 、 す で に フロ ッ ピ ディ ス 


III ク に 同じ 登録 名 で 保存 きれ た 文書 や 辞書 が ある 


同じ ファ イル 名 が あっ た 場合 

古い 文書 や 辞書 を 消去 し 、 新 し い 文 書 や 辞書 を 保存 する 場合 は 「 実 行 」 を 押し 、 
操作 を や り 直 し て 文書 名 や 辞書 名 を 変更 し て 保存 する 場合 は 、[F 5] 「 取 消 」 を 押し ま 
9 





FDD-^aN: お し ら せ 
フロ ッ ピ ディ スク ドラ イブ の 装置 に 何 か 異 常 が 
Disk 装 置 に 異常 が 発生 しま し た 。 4 は 、 3 を 
あっ た 場合 、 状 態 表 示 行 に 左 の メッ モー ジ が 表 
どれ か キー を 1 つ 押 す と 、 コ ユン トロ ー ル 表示 ブ 
回 20 較 補 展 パ ニュ に も どり ます 。 
フロ ッ ピ デイ スク ドラ イブ に 異常 が 発生 し た ら 
フロ ッ ピ ディ クス ドラ イブ に 故障 が な いか 、 フ ロッ ピ デ ィ イス ク が 正しく モッ ト さ れ て 
いる か を よく 確認 し て か ら も う 一 度 、 操 作 を や り 直 し て くだ さい 。 
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1] " 生 結 し 
] 油 書 じ 


) | 


7 ロッ ピ デ ィ スク か ら 文 午 や 辞書 を 呼び 出す 


5TOP| を 押し て 


宙 期 メニ ュ を 出す 


F1 作成 を 押す 


呼出 を 押す 


『1] FDD-A を 押す 


リッピ ディ スク か ら 文 書評 書 を 呼び 出し ます 。 


「 作 成 」 を 選ぶ と 作成 メニ ュ に 変わ り ま す 。 


ザ び 出し を 途中 で や め る と き は 、[F] 「 取 消 」 を 押す と 初期 メニ ュ に も ど ま ゆま 志 。 
以下 の 操作 で も 同様 で す 。 


Ft 


記憶 媒体 を 指定 も 3Z. く 


「 呼 出 」 を 選ぶ と 「 保 存 場 所 」( 記 憶 媒体 ) を 選 
ぶ メ ニュ が 表示 され ます 。 
フロ ッ ピ ディ スク か ら 呼 び 出す の で 、FDD-A 
を 指定 し ます 。 
2 合 の ディ スク ドラ イブ が 接続 きれ て いる と き 
拡張 スロ ッ ト に よっ て 2 訓 の デイ スク ドラ イブ が 接続 きれ て いる 場合 は 、FDD-A、 
FDD-B の と ど ち ら か を 選択 し 9 人 3 思 | し が か * 接 続き れ て いな い と き は 、 計 避 ら を 選ん 
で も 同じ で す 。 


F 1 


)-a: 何 を 呼出 し ます か ? 


本 「FDD-A」(A ド ライ ブ ) を 選ぶ と メッ モー ジ 
文書 半 人 リノ が 表示 され ます 。 
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呼び 出す 文書 を 指定 する 
フロ ッ ピ ディ スク か ら 書 を 呼び 出す に は 次 の 操作 を 行い ます 。 


「 文 書 」 を 選ぶ と 、 目 録画 面 に 娘 書 名 が 表示 ぇ れ 
まず 。 





1 画面 に は 5 つま で の 廊 書 名 が 表示 で きま す 。 保存 きれ た 文書 の 数 が 5 以上 ある と き 
は 、 1 番 下 の 行 に カー ツル を 移動 し て 、 さ ら に [ 晴 ] を 押す と 、 別 の 文書 名 を 表示 する 
画面 に 変わ り ま す 。 


Mj また は 血 


「 理 」 を 呼び 出す 文書 へ カー ソル キー で 「g」 を 動か し て 、 呼 び 出し た い 
移動 する 娘 書名 に あわ せま す 。 


[時 を 押し 過ぎ て 次 の 目録 画面 に な っ て し まっ た よき は 、 [ 午 を 押し て ぅ 前 の 目録 四 
面 に は も どれ ませ ん 。 
[ 晴 を 押し 続け る と 、 も と の 目 銭 画面 に もち どる こと が で きま す 。 
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F 出 す 辞 書 を 指定 する 


フロ ッ ピ ディ スク に 保存 し た 辞書 を 呼び 出す と き は 、 以 下 の 操作 を 行い ます 。 


FDD- Rf 何 を 呼 出 | すま す か ・ 


文書 辞書 


必 2| 辞書 を 押す "辞書 」 を 選ぶ と 、 目 録画 面 に 辞書 名 が 表示 きれ 


まり が 8 








1 画面 に は 5 つま て の 辞書 名 が 表示 で きま 91 れ た 辞書 の 数 が 5 以上 ある と き 
は 、 1 番 下 の 行 に カー ソル を 移動 し て 、 さ 6 ら に 還 | を 押す と 別 の 辞書 名 を 表示 する 
画面 に 変わ り ま す 。 


征 また は 国 


困 」 を 呼び 出す 辞書 に グーン ッ ル キー て Te) 交 動 2 呼び 出し た い 
動 する 辞書 名 に あわ せま す 、 


[ 還 を 押し 過ぎ て 次 の 目 氏 画 面 に な っ て し まっ た と き は 、[ 便 | を 押し て ぅ 前 の 目録 画 
面 に は ぉ どれ ませ ぜん 。 
[ 胃 を 押し 続け る と 、 も と の 目録 画面 に も どる 





フロ ッ ピ ディ スク に よる 保存 と 呼出 175 




























画面 に 呼び 出す 
「 新 規 」 を 選ぶ と 、 呼 び 出し た 区 書 だ けが 使用 で きま す 。「 合 成 」 を 選択 する と 、 呼ぶ 
出す 廊 書 は 、 すでに 表示 き れ て いる 文書 や 使用 し て いる 辞書 に 合成 きれ ます 。 


< 
トー 


F 1 


》 あの 娘 の 秘密 、 そ れ は 内 緒 。 だ 
)》 言っ た か ら 。 島 は 何 も 知 ら な い 


Mt を 選ぶ と 、 文 書 の 場合 は 呼び 出し た 女 書 
、 辞 書 の 場合 は 呼び 出 vu ちこ な う 前 
画面 が 婦 書 作成 画面 に 表示 る れ ま す 


[F 1] 新規 を 押す 








を 3 式 :A4+16/38*28 


外字 後 妥 





作成 









2 つ 以 上 の 文書 を 合成 する 


すでに 呼び 出し た 文書 に 、 他 の 文書 を 合成 する こと が で きま す 。 


面 、 還 



















あの 娘 の 秘密 、 そ れ は 内 緒 。 だ 









ー ソ ル を 合成 し た い JBN 合成 する 文 を 書き 始め る 前 の 行 に カー ソル を 移 ) 
位置 の 前 の 行 に お く 動 し ます 。 


() 名 CO 本 CO 語 KO0 隊 CO 半 CX 電 (DO ENC 二 3O 





作成 終了 外字 後 変 nM 





3 に 文書 の 呼出 の 要領 で 、 左 の よ ぅ に 画面 ぎ 表 ぶさ ゞ 


せ ぜ まず 。 





@ り みつ 
9⑨@ こ くけ ひ 


⑤ よ て い 













フロ ッ ピア ィ スク に よる 保存 と 呼 昌 








尼 2) 印刷 を 押す ES IE 「 印 刷 」 を 選ぶ と 、 メ ニュ 行 に メッ セー ジ が 表示 


Q0 4 ふ 
oe る れ ま す 。 
liOS * 


ょ て い 


町 規 き 成 


) あの 辺 の 秘密 、 そ れ は 由緒 。 た 行か と 
ゃ 9 で Ii は 内 結 生 数 秒 後 、 カ ー ソ ツル の 次 の 行か ら 、 呼 び 出 し た 交 


ニッ たか ら ・ 話 は 全 設 Wa に まつ 


》 ある 晴れ た 和 キ 後 、 あ の 張 は - 冊 | 


/ 湖 書式 は 1 番 最初 に 呼び 出 きれ た 放 書 の 書式 に あわ せら れ ま す 。 


疹 エラ ー 表 示 が 出 た 場合 (w[ IM2 ペ ニ ジ ) 


フロ ッ ピ ディ スク に よる 保存 と 呼出 7 / 




























フロ ッ ピ ディ スク の 文書 や 辞書 の 管理 


フロ ッ ピ ディ スク に 保存 し た 文書 や 辞書 の 登録 名 の | | 録 を 画面 に 表示 し 、 を る れ を 印刷 

する こと が で きま す 。 文書 や 辞書 を 呼び 出す と き や 、 不 要 な 信書 や 辞書 を 削除 する 
きも 、 こ の 一 覧 表 が 利用 で き ます 。 こ こ て は | | 録 の 表示 や 印刷 の 方 法 と 、 保 存 娘 書 

(辞書 ) の 消 ま の し か た を 説明 し ます 。 


目録 を 表示 ・ 印 刷 す る 6 
フロ ッ ピ ディ スク へ 保存 きれ た 文書 また は 辞書 の 目 鍼 を 表示 する とき は 、 次 の 操作 を 


し ます 。 


01.01.Q1 環 書式 :R4*16/38*28 








TOP] を 押し て 
初期 メニ ュ を 出す 作成 終了 外字 後 変 ^!2 
終了 レー ( 
【F2] 了 を 押す 「 終 了 」 を 選ぶ と 終了 メニ ュ に 変り ます 。 
印刷 保存 目録 消去 取消 
/ 参 途中 て で やめる と き 
目録 を 表示 する 操作 を 途中 で や ゆる と き は 、[F5| 「 取 消 」 を 押す と 、 初 期 メ ニュ に 
も と どり ます 。 こ の あと の 操作 で も 同様 で す 。 
[F3 
記憶 媛 体 を 指定 し て 下さ い , 
則 = ee ふさ JE 公 圭 行 /- 5 ー ジ が 表 
[F 3| 目録 を 押す の 蘭 日 仁 」 を 上 ぶ と 、 状態 表示 行 に メッ セ 
示さ れ ま す 。 





交 記憶 媒体 の 選択 に つい て 
拡張 スロ ッ ト に よっ て 2 友 の デイ スク ドラ イブ が 楼 続 きれ て いる 場合 は 、FDD- ふ 、 
FDD-B の どちら か を 選択 し ます 。 


' ク カセ ッ ト で は 目録 の 表示 は で きま せん 。 人 | 「CA S」 を 押し て も 画面 は 部 期 メ テ 
戻 っ て し まい ます 。 





フロ ッ ピ ディ スク の 女 書 や 辞書 の 管理 


に EE 
178 宮 gzzzzwswwzsw 。。 ーーーーーーーー 








FDD-A を 押す 





「FDD-A」( ド ライ ブ A) を 指定 する と メッ セ 
ー ジ が 表示 きれ ます 。 







IF 1| 玉 書 を 押す 六 書 目 # ke 
時 3 「 廊 書 」 を 選ぶ と 日 録画 面 に 保存 し た 廊 書 名 が 家 
7 示さ きれ ま す 


⑨ よ て ム い 





対 、 
| / 光 蜂 書 」 を 押す と 、 辞 書名 の 目録 が 表示 され ま 夫 。 
導 メ た =C 
ャ ー 
FU 


ンチ 


の 










キ モー キーーーーーーーーー ーー ーー て ーーー て ーー ーー… | 生 


保存 し 導 
「 実 行 」 を 選ぶ と 、 女 吉 


行 を 押す 
FU 間 日 録 が 印刷 る され ます . 





/ 辞書 目録 の 場合 … 









目録 の 印刷 が 終わ る と 、 目 録 の 操作 を 行う 前 の 
終了 メニ ュ 画 面 に も どり ます 。 






保存 目録 消去 取消 













まな し た 文書 や 辞書 を 消去 する 





と 。 イス ク へ 保存 し た 文 旭 や 矢 書 を 消 寺 し ます 。 
され きす 、 

re 

初期 メニ ュ を 出す 

2] 了 を 押す 


「 終 了 」 を 選ぶ と 、 状態 表示 行 に 終了 メニ _ ょ 。 
印刷 保存 目 康 消去 取消 計 表示 行 に 終了 メニ ュ が 表 
示さ る れ ます 。 





/ 光 。 消 示 の 操作 を 途中 で や ゅ る と き は 取消 」 を 押す と 初期 メニ ュ 


( ゆ 人 まま 、 
この あと の 操作 で も 同様 で す 。 


消去 を 押す 





"| 「 消 去 」 を 選ぶ と 、 状 態 表示 行 に メッ セー ジ が 表 
FDD-8 FDD-E じ ロ S 7 / 示さ れ ま す 。 


) 記 倍 料 体 の 選択 に つい て @[178 ペ ー ジ )。 


EDD-A」( ド ライ ブ A) を 選ぶ と メッ セー ジ 
が 表示 され ます 。 


二 2 の kt き の 理 81 











消去 する 文書 を 指定 する 


[F 1] 文書 を 押す 「 文 書 」 を 選ぶ と 目録 画面 に 文書 目録 が 表示 され 


ます 。 





消去 する 辞書 を 指定 する 


「 災 書 」 を 選ぶ と 目録 画面 に 辞書 目録 が 表示 され 
ます 。 





廊 書 名 や 辞書 名 を 指定 する 操作 は フロ ッ ピ ディ スク か ら 六 書 を 呼び 出す と き の 方 法 
(W[ 173 ペ ー ジ ) と 同じ で す 。 





ここ で 『 1] 「 実 行 」 を 押す と 、 すでに 消去 が お こ な わ れ ま す 。 消 去 され た 文 


『\ の 復元 
は で き な い の で 、 気 を つけ て 操作 し て く Un。 








| 


0 フロ ッ ピ ディ スク の 文書 や 辞書 の 管理 


消去 を 完了 する 
償 去 を 実行 する 前 に 、 も うぅ 一 度 、 指 定 し た 文書 名 や 辞書 名 を 確認 し て くだ きい 。 


実行 を 押す 「 「 実 行 」 を 選ぶ と 指定 し た 文書 また は 辞書 が 消 考 
る れ ま す 。 
画面 は 操作 を お こ な う 前 の 文書 作成 画面 に も ど 
り ま す 。 





ーーーー 一 
ーー 一 


フロ ッ ビデ ィ スク の 文書 や 辞書 の 管理 183 











付録 の 内 容 

ロー マ 字 変換 の 規則 一 覧 ・186 
機能 一 覧 ・188 

特殊 記号 一 覧 ・190 

内 蔵 句 一 覧 ・192 

故障 ひな ゃ と あわ て る 前 に ・197/ 
エラ ー メ ッ ツ セ ー ジ 一 覧 ・199 

桁 散 と 行 数 を 変え だ 印刷 見 本 ・ 200 
索引 ・201 

製品 仕様 ・203 





ロー や マ 学 変換 の 規則 一 覧 


ロー マ 字 入力 で ひら が な を 書く とき の 規則 で す 。 
[CAPSLOCK) の ラン フ が 点灯 し た 状態 で 書く と カタ カナ が 書け ます 。 


母音 





び * 


(Gv 細 Ci(6( 


中 





も 
よ 
ろ 
を 
お 
ぞ 


Y 
た 





0 ロー マ 字 補 換 の 規則 一 覧 








テク 特殊 な カタ カナ (|ICAPSLOCKI の ラン プ が 点灯 状 台 


「 ん 」、「 っ 」 (促音)、 四 n( 子 音 の 前 ) 、nn( 母 音 と y の 前 ) 
「 一 」 (長音 ) 子音 キー を 2 度 押す (tt や pp な ど /) 


X 


NII ミニ om di < 守 究 典 の 電 史 一 覧 10/ 
Jl "ES ンー 








この ソス ト の 機能 の 一 覧 表 で す 。 操作 方 法 は を それぞれ の ペー ジ を お 読み くだ さい 。 


機 


9Y な 2 らき 








書式 の 設定 
書式 の 変更 
全文 書 ク リア 
ひら が な 
か な 入力 
ロー マ 字 入力 
英字 
数 字 
英 記 号 ・ か な 記号 
半幅 文字 
倍 幅 文字 
漢字 変換 
特殊 記号 (文字 ) 
日 常 漢字 
内 蔵 名 
リピ ー ト 文字 
ン 2 ん 
タフ 位置 表示 
タブ セッ ト 
多 ア リセ ッ ト 
全体 レイ アウ ト 表 示 
改行 
肢 線 / 作 表 


(消去 ) 


用 紙 サ イズ 、 1 ペー ジ の 行 数 、 桁 数 を 指定 “する 
用 紙 サ イズ 、 1 ペー ジ の 行 数 、 桁 数 を 変更 する 
作成 中 の 文書 を 全て 消去 する 


か な キー を 押し て 文字 を 書く 

英字 キー で ロー マ 字 を 押し て ひら が な を 書く 
英字 の 大 文字 、 小 文字 を 書く 

数 字 を 書く 

英 記 号 と か な 記号 を 書く 

数 字 、 英 字 の 幅 を 半分 に 2 

文字 や 記号 の 幅 を 2 倍 に 

ひら が な を 漢字 に 直す 。 

RPM 文字 や 記号 を 書く 
様 、 殿 、 番 な ど 日 常 で よく 使う 漢字 を 書く 
失 ま よく 使う 慣用 句 を 呼び 出す 
同じ 文字 や 記号 を く 5 返し 書く 

カー ソル を タブ 位置 へ 跳 ば す 

状態 表示 行 に タプ 位置 を 表示 する 

タフ 位置 を 設定 する 

設定 し た タブ を 解除 する 

1 ペー ジ 全 体 の 形 を 表示 する 

行 を 変え る 

11 種 の パタ ー ン て 鞭 線 を 引く 〈 表 を 作る 。 








1 文字 削除 
重ね 書き 

1 女 字 挿入 

1 行 挿入 

1 行 削除 
ブロ ッ ク 削 除 


1 文字 を 削除 する 

娘 字 の 上 に 文字 を 重ね て 書く 
1 文字 分 の 空き を 作る 

行 単 位 で 挿入 する 

行 単位 で 削除 する 

女池 の 男 囲 を 指 人 定 し て 削除 





ユー ザ 辞 書 登録 
ユー ザ 辞 書 呼出 


ユー ザ 辞 書 一 覧 の 印刷 


ユー ザ 辞 書 削除 





よく 使う 単語 な ど を ユー ザ 秋 書 に 登録 する 

生 録 し た ユー ザ 辞 書 を 呼び 出す 
ユー ザ 秋 書 の 一 覧 を 印刷 する 

登録 し た 単語 を ユー ザ 辞 書か ら 削 除 す る 























2 





外字 作成 




























は 

















































自分 で 文字 や 記号 を 作る 120 
外字 の 一 部 を 削除 外字 の 一 部 を 削除 する 122 
外字 の 呼出 作成 し た 外字 を 文書 中 に 呼び 出す 124 
「 外字 クリ ア 作 字 し た 外字 を 消去 する 125 
外字 の 保存 條 字 を カセ ッ ト テ ー プ か フロ ッ ピ ディ ス ク に 保存 する 126 
| 條 字 の 更新 外字 を 作り 直す 126 
ー ン ソル 移動 | カー ソル の 移動 カー ソル を 信 入 年 只 (上 下 左右 ) に 移動 する | 62 
画面 の 左上 すみ に 移動 する | 63 
1 前 の ペー ジ に 移動 す る 65 
| た 次 の ペー ジ に 移動 す る 65 
編 集 | セン タリ ンク 字 を 中 央 に 合わ せる | 環 。 
6 右寄せ 文字 を 右端 に 寄せ る 140 
1 倍 幅 信 字 72 トド 本 | 144 
- 2 クー ジイ ンー ン 
! 複写 好 を 他 の 位置 複写 4 134 
1 | 移動 婦 字 を 他 の 位置 へ 移動 す る 134 
上 | 四 計 = 
1 | 印刷 形式 の 変更 
』 二 括 一 行 印刷 | まとめ て 全文 を 印刷 する (一 括 印刷 ) 152 
5 指定 し た 1 行 の み を 印刷 する (一 行 印刷 ) 152 
# 禁則 女 理 の 有無 | 「、」 や 「。 」「」」 な どの 記号 が 、 行 の 先頭 に こない よう 153 
に 自動 的 に 調整 する (禁則 有 ) | 153 
昧 用 処理 を 行わ な い (禁則 無 ) | 154 
9 縦 書 // 横 書 印刷 | 縦 書き の 文書 を 印刷 する ( 縦 書 印 刷 ) 152 
| 凍る ( 横 書 印刷 ) | 153 
プリ ンタ の 種類 自分 の 持っ て いる プリ ンタ は に 合う 機種 を 指定 する 155 
印刷 を 開始 する 仙 あ し た を する | 
フロ ッ ピ ディ | 娘 書 ノ 辞書 の 保存 2 パ デ ィ スク に 文書 また は 辞書 を 保存 する KA 
スク へ の 文 書 | 女 書 辞書 の 呼出 ラロ ッ ピ ディ スク か ら 文 書 ま た は 辞書 を 呼び 出す 173 
ーー 2 つ 以 上 の 女 書 を 合成 する Le 












文書 辞書 の 
登録 名 の 一 覧 印刷 
女 書 辞書 の 削除 


と 呼出 


女 書 辞書 の 保存 
女 書 辞書 の 呼出 
女 書 の 合成 











0 222 イ ス ク に 保存 し た 文書 ネ た は 辞 書 の 登 * 録 名 の 
覧 印刷 を する 
205 イス 






文書 太 * は 辞 区 を 消去 する 181 


WS に だ 














7272 ッ ト の ーー "に 文書 ま / RA 休 條 する 
労 セ ッ ト テー ブ か ら 文書 ま た は 辞 和 基 て 2U 平 ( び 出 す 154 
2 つ 以 ト の 娘 書 を 人 * 成 す る | 














特殊 記号 一 覧 


この ソフ ト に 入っ て い 4 特 殊 記 号 の 一 覧 で す 。 それ ぞ れ の ファ ンク ショ ン キー に 対応 す 
る 記号 ご ょ に ま と め て あり ます が 、 ウレ ポン ミル シュ (ノブ) の 有 側 の 記号 を 選択 する 3 き は 、 
ほ HIFT| を 押し な が ら 対 応 す る ファ ンク ショ ン キ ー を 押し ます (W[ 唱 89 ペ ー ジ )。 





か な 入力 時 に 書け る 特殊 記号 の キー ボー トド 対応 図 
下記 の キー ボー ド 上 の 記号 は 、 か な 入力 モー ド ( 較 ) の と き と 、 カ タカ ナ 入 力 モ ー ド 
( 囲 ) の と き に 、 所 定 の キー を 押す と 書け る 記号 の 一 覧 で す 。 キ ー ボ ー ド の 種類 に 
よっ て 書け る 記号 の 種類 は 異な り ま す 。 


JIS 配 列 キ ー ボ ー ド の 場合 
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ひら が な 入力 モー ド の と き に 、 を 押し ます 
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カタ カナ 入力 モー ド の と き に 


HIF 守 を 提 し ます 
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90 音 配 例 キ ー ボ ー ド の 場合 


ひら が な 入力 モー ド の と 
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待 殊 記号 一 覧 1 ] 






内 蔵 句 一 臣 


内 蔵 句 は 00- 


99 の 番号 で 登録 され て いま す 。 こ の 一 覧 で は 、100 種 の 内 蔵 句 を 目的 別に 分 類 し て あり ます 。 


実用 手紙 文 (季節 の あい さ つ ・ 鹿 吊 文 ) 








明け まし て お めで と う ご ざ いま す 。 





193 | 
19 6 | 
Lo 8 | 
Lo 9 | 
L6 9 | 
|13 


の) 
ト う 


(の 
(の ) 


末 2W 
| の | で や 
の | | で モ ーー 








展 ん で 新年 の お 埋 び を 申し 上 げ ま す 。 

昨年 中 は 格別 の 御 指導 を いた だ き 厚 く お 礼 を 申し 上 げ ま す 。 

旧 年 中 は ひと か た な ら め ぬお 人 選 作 に な り ま し て あり が と うど ご ざい まし た 。 
本 年 も 何と ぞ よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 

本 年 も よろ し く 御 指導 の ほど お 願い いた し ます 。 





























皆様 に と っ で 幸多 き 年 で あり ます よう お 祈り し て お り ま す 。 








昨年 中 は 格別 の お 引き 立て を 賜わり 、 厚 く < 御礼 申 し 上 げ ま す 。 





今年 も や 一層 の 件 先頭 の ほど を お 願い 申し 上 ば げ ば ま す 。 








本 年 も 変わ ら 必 御 厚 語 の ほど お 願い 申し 上 げ ま す 。 





幸多 き 件 迎 年 を お 喜び 申し 上 げ ま す 。 








昨年 中 は な に か と 御 圧 護 を 賜わり 感 席 申 し 上 げ ま す 。 


迷 か し き 新 春 を 迎え 、 放 みて 御 一 同様 の 御 清栄 を お 詩 び 申 し 上 げ ま す 。 
本 年 も 格別 の お 引き 立て の ほど を 時 願 申し 上 げ ま す 。 














父 の 裏 に 了 上 服 し て お り ま す の で 、 お 年 賀 は 御 悦 護 さ せ て いた だ きま す 。 
穴 さ の 折 か ら 、 御 自愛 の ほど お 祈り 申し 上 げ ま す 。 





新年 の 御 挨拶 あり が と う ご ざ いま し た 。 

皆様 お 元気 で よい 年 を 迎え られ まし た こと 、 何 より と 存じ ます 。 

実は 私 ども 、 昨 年 月 、 母 を 亡くし まし て 販 吾 中 の た め 、 お 年 買 は 加 記 させ て いた だ 
いて お り の ます 。 

まず は お 礼 か た が た 御 挨拶 まで 。 








初 寺 と は いい な が ら 央 し い 窪 さ で す が 、 





春 許 の 候 








立春 と は 名 ば ぱ ばかり で 相変わらず 窪 さか 続い て お り ま す 。 

どこ と な く 日 の 色 が 明か く 、 春 を 思わ せる よう に な りき まし た 。 
早春 の 候 

急 じ 春めい て まい り ま し た 。 

や わら か な 日 ざし か 日 一 日 と 曜 か さ を 加 える 

馬術 の 修 

科 花 負 浅 うら ら か な 季節 と な り 、 


必 の つぼ ぽ み も ょ う や く ふ くら み は じ め 、 
早く も 花だより の 聞か れる と ころ と な り 、 
花 冷 え の 久 日 と の どろ る 、 


符 も な く 机 曲 が 隊 っ て あおり ま イー 














































































































新緑 の 候 の "fp 

N| | 出 薄 る 新雪 の 好 季 分 、 

| すがすがしい 若葉 の 光 か が 目 に し みる よう で す 。 半 ぼ 

| aa 五月晴れ の 日 が 続き ます 。 
4 4 | 初夏 の 乱 い ーー 
| 4 5 | う っ と うし い 二 雨 の 本 休 と な りら ま し た 、。 る 5 全 て 証 
9 0 矯 気 日 ご ど と に 加わ り ま す 折 か ら / 
MWLLYG CTTEPEDDTE rr 生 あ 各 | で 中 | 
| 4 6 | 久 現 の 師 ィ 本 還 還 7 当 8 PIE | 
|47 | 鐘 午 の 化 8 1 ka34 
4 8 | 午 さ の 厳し い 折 、 上 ! 
7 7 | 短 日 し の ぎ が た い 著 さ で すか が 、 い か か お 追 ご し で すか 。 「 あ 生 。| 

9 示 り 時 先 5 移 3. うち 生き か 続い て いま +。 -。 算 で 舞 呈 




















時 中 お 見 舞い 申し 上 げ ま ゞ 


o 






























厳し い 秦 さ で す が 、 皆 様 お 変わ りな く お 過 ご し で いら っ し ゃ (ん 

い 日 が 杯 きま すず が 、 お 元気 で お 過ごし の こと と 存じ 上 げ ま 了 。 
- 生 まだ 当分 は 堆 さ が 続く と の こと れ SS れ も 大 切 に な さい かよ うっ お 条 り 申し の ま す 
| 甘 さ 厳し き 折 、 ョ ます ます 名 健 防 の こと と な げ ま す 。 ま す よ うお 祈り 申し 上 げ ま す 





平 乗 は 格別 の 件 顕 を 釧 礼 申 【 


と え 
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間 隊 シモ ワリ ま りす ・ 























>、 ま 次 泡 。 














- 居 お 引き 立て く 各 さき 
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電 下 親しむ の 候 と な り ま し た 。 


の 





119 | 還 証 誠 玩 も 5 ず 江 し いき さ が 毎日 続い て お り ま す ・ 「 
1 20 還 請 記 語 訪 E ド ポジ ペ ひ っ て きた よう で すか が か 、 御 無理 を な さら に 区 り の 入 さ 
記 胃 2 の 2 ます よう お 気 り し て お り ま す 。 」 
| 59 が が し い 具 が 吹き 抜け る こと ろ と な り 、 | * | 
還 昌 間 陣 細 証 BEIR SE7 衝 の ウレ リク ロー ーー 』_ 
| 5 1 | 新 衝 の 人 3 
孤 同 孤 設計 7 いま 争 と な り ま し た ・ 。 前 | 
| 5 3 国 区 に の 深まる 気配 を じ ます ・ 縛 1 
 、 で ミネ メス メス うろ と | 
還 雪 詳 和 琴 の 好 生 第 と な り ま し た ょ | 
| 
| 5 6 | 晩 放 の 人 四 
| 」 
| 5 7 | 衝 ち 乗 の 了 り し く こ ろ と ちり | 
」 まし た ・ 
[ 回 還 還 語 語 5h る ょ うに ちり \ し た 
IHSEEE 気配 

















Co 1 の 


お い お い 窯 さ に 向かい ます 折 、 

朝 タ の 宮 さ こと に 厳し くね り ま し た 。 
初生 の 知ら せ に 驚か され まし た 。 
木枯らし 吹き すさ ぶ こ ろ と な り ま し た 。 
星 も や 凍る よう な 熱い 夜 で す 。 














年 内 いよ いよ 余 日 少な く 、 各位 に は さぞ か し 伯 身 忙 の こと と 拝 穴 い た し ます 。 
本 年 も や いよ いよ 押し 迫っ て まい り ま し た 。 


厳し い 窪 さ の 折 か ら 、 く れ ぐ れ や お 体 を お いと いく だ さい ます よう 祈っ て お りき ます 。 
捧 に は いっ て ひと し お 窪 さ が 厳し く な り ま し た 。 

主 ん で 府 中 お 見 舞い 申し 上 げ ば ます 。 

平 系 は 御 妥 巴 を 賜わり 、 厚 く 件 礼 申し 上 げ ま す 。 今 後 と も 一 肝 の お ぉ お 引き 立て を よる し < く 
お 願い 申し 上 げ ま す 。 


〇 の で! | OO (の 6 王 ! 
ー (6 | の OO 1 の 


か ね て より 御 心 配 を いた だ いて お り ま し た 要 が 、 日 年 前 時 分 、 晃 @ 
子 を 出産 いた し まし た 。 体 重 は グラ ム 、 お 陰 さ まで 母子 と や に 健全 で す の で 避 
安心 くだ さい 。 

02 衣 HWAWBMPIYI 当 BWI RITTHDIAIYI 区 TO IM ISIS 

件 尊 父 様 御 事 、 御 療 艇 の 効 も なく 御 永 過 遊 ば され まし た 由 た だ 臣 き 入り きい しぶ 、 ふ きゃ 
の 御 容体 と も 存じ ませ ず 、 お 見 万 い に も お 上 いた し ませ ず 、 ま ここ に 避 き と 申す は ふ は 
ご ざい ませ ん 。 皆様 の お 力 沙 と し は いか ば か りか と 拝 宗 申し 上 げき ます 、 


ー! 〇 ) 
〇 【@:| 


le 
ーー 



















実用 手紙 文 (商用 ) 


| 料 | 2 6 拝 幻 時 下 い よい よ 御 清栄 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。 日 ご どろ は 格別 の 御 支援 を 内 
用 わり 深 央 申し 上 げ ま す 。 

さて 、 こ の た び の 御用 谷 品 、 さ っ そく 手配 いた 
RS 員 ア ま すず 」。 

うき まし て は 以上 の 代金 、 別 紙 の と お り で ご ざい ます か ら 、 よ ろ し く 御 高配 いた だ 者 
た く お あお 願い 申し 上 げ ま す 。 








ま IMIAI が KR グ 用 で KC 働 ん 手 の ら と と ( 控 


( き 





本 革 拝 和 皇 く お 引き 立て に あず か り 厚 く お 礼 申し 上 げ ま す 。 本 YY 本 導 
さて 、 月 日 付 を も っ て 御 送 付い た だ きま し た の 代金 、。 移 
円 了 、 お 約定 どおり 、 月 日 付 香 留 速達 便 に て 銀行 小切手 を 御 送金 申し 
上 げ ま し た 。 す で に お 受け 取り の こと と 存じ ます が 、 い まな お 領 肥 午 の 件 送付 が ご ざさ 
いま せん 。 
つき まし て は 、 和 整理 の 都合 も ど ご ざい ます の で 、 王 急 お 取り 調べ の 上 、 領 収 圭 を 御 送付 
くだ さる よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 

8 











店 見 を 振 
レ 、 か うっ 会 員 量 親 の 意味 を も っ て 、 以 下 の と お りら の 忘年 会 を 開催 いた し た いと 存 


N 
避 | 
ー- 
農 | 
OK | 
遇 | 
Et 
づ 
守 


本 年 度 の 業績 を 回 題する と と も に 来年 度 の 見 と お 













まず は 取り あえ ず の 御 挨拶 か た が た お 願い 申 ト 上 げ ま す 。 
さて 例年 の 通り 























県 入会 総会 を 以下 の 通り 開催 いた し ます 。 















氏 が 本 祉 営業 部 長 に 御 栄 転 、 着 任 さ れ ま し た の で 、 以 下 に ょ より 表 迎 
会 を 催 レ た < ぐ 選 いま す 。 御 参 会 の ほど お 稀 い 申し 










に 
て 
忠 
L 
C 








の SS の ね て か ら 期 し て ちり まし た 地区 へ の 支店 英 置 を 以下 の 
と お あり 実現 する 運び と な ね り ま し た 。 

当初 設 林 生 き 語 | き I の 吉 も あめ る か と 存じ ます が 、 関 係 者 一 同 策 一杯 協 めで て まい り ま す の で 
MI 同様 証 お 5 き 2 < 件 支援 を 賜わり ます よう 、 ょ よろ し く お 願 いい た 







宮 
ot 
























さき 
b 
汗 
M 


まで て 、 素 る 月 回 ) か ら 日 ( ) ま で 日 間 、 唇 中 休暇 の た 
いた し ます 。 
の 6 、 日 〈 ) ョ より の 平常 どおり 営業 、 と < に 目 誠 《 ) は 出動 いた し ます か ら 各 


承知 を 願い 上 げ ま す 。 












『 


























5 ト h ト EE モーーーーーーーーーーーーー ーー-ー…ー ツ ーーーーーーーーー 


お 知ら せ ・ 案 内 ・ そ の 他 (時 共 ) 
お 01 | ギ RS に ひと と り ま ざれ て 害 舞 沙汰 に うち 通 ぎ て し まい 、 申し訳 あ り ま せん 。 
知 | 1 1 | 今後 一 層 の 御 支 援 を 賜わり た く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 
] 7 | くれ ぐれ も 御 自 条 の ほど お 折り 申し 上 げ ま す 。 四 
、 | 2 5 | 押 忘 青 乗 の 目 に し みる 李 節 と な り ま し た 。 皆 様 ま すま す お 元気 で 御 活躍 の こと と 存じ 
TS ます 、。 
さて 、 私 ども この た び 以 下 に 転 局 いた し まし た の で 冗 通 知 申し 上 げ ま す 。 
そ お 暇 の 折 、 あ る い は こち ら の 方 面 に お いで の 節 な ど 、 遊 びに お いで いた だ けれ ば と 存じ 
の ます 。 
他 まず は 転居 の 逢 通 知 ま で 。 
6 4 | お まっ と さん で し た ! 
委 の 到来 を 告げ る 折 だ より を 横目 に 、 今 年 も 恒例 の スキ ー ツ アー を 実施 し ます 。 
が PO な ボー か 0K22 証 77 放 語 0 人 あ 肖 交 当 つと 9 前足 た だ MO る よ I つ に 、 練 り に 縛 
つた 企画 の 総 攻 撃 ! ! 
さき さあ 、 あ な た は この 集中 砲火 に どこ まで 古 え られ る か 2? 
28 | 一 、 日 財 ーー 
ー、 会 場 
ー 、 会 貫 








日 - ョ 


ーー 





























6 議案 
期 間 
場 所 












了 交 ie ok し た WAS、 9 ロ incr nn 
| し 、 炊 の よう 開く こと と な り ま し た 
| 内 申し上げ ま す 。 


| 6 9 | 平生 の 随 癌 を あわ びり 申し より ます 。 


私 ども の 研究 会 で は 、 今年 も また 以下 の ょ うに 発表 会 催す 
| 何 分 友 も 未熟 な 私 ども で は ご 


先生 を お 招き 
se 必定 ま し で は 、 七 っ て で 御 お 加 く だ さる ょ う 久 困 













さも る や 0 まし XR 。 
ざい ます が 、 日 どろ の 成果 を 害 覧 いた だ きた いと 店 じ ます 。 













和 
ロ 
4 










症 状 





考え られ る 原因 





| MSX 本 体 の 電源 が 入ら な い 


- 十 


電源 コー ド を コン セン ト に 


差し 込ん で いな い 








M S X 本 体 の 電源 を 入れ て 
も 何 も 画 面 に 表示 され な い 






テレ ビ の 電源 が 入っ て い 
7 


の く ない 





プロ グラ ムカ ー ト リッ ジ が 


ロ 識 」 | 1 % 





カー ソル が 動か な い 





メニ ュ 行 の 機能 を 選ん だ 後 


の 操作 を 完了 し て いな い 


テレ ビ し MS X 本 体 の 接続 | 


MRIS も CI いな が ない | 


ま G こっ だ と き に お 読み 79 eb *。 







故障 か な や と あわ て る 前 に 


この ソフ スト を 操作 し た 結果 が 思い どおり に いか ず 、 故障 か な と 思わ れる よう な こ ょ が 








M S X 本 体 の 電源 を 切っ て か ら 
電源 コー ド を コン セン ト に 差し 
込み 、 もう一度 電源 を 入れ る 

M S X 本 体 の 電源 を 切っ て か ら 
テレ ビ の 電源 を 入れ 、 改 め て M 
S X 本体 の 電源 を 入れ る 


M S X 本 体 の 説明 書 な ど を 参考 


| に 、 接 続 の 確認 を する 


MS X 本 体 の 電源 を 切っ て か ら 
昨 E 人 SEMKI し ミ 玖 め で MS 
本 体 の 電源 を 入れ る 


本 本 5 








12 
























12 











その 後 の 操作 を 指定 し て 、 メ ニ 
ュ 行 の 内 容 を 変え る 

















か な が 単 漢字 (1 文字 の 党 
字 ) に 直ら な い 


を の 漢字 が 漢字 R OM に 入 
っ て いな い 


外字 を 作る か 、 ひ ら が な を 使用 
する 








か な が 熱 語 に 直ら な い 





を の 熟語 の 漢字 が 漢字 
ROM に 入っ て いな い 


を の 熟語 が 辞書 に 入っ て い 
な い 





外字 を 作る か 、 ひ ら が な を 使用 | 


する 


@ 単 漢字 を 組み 合わ せ て 熟語 を 


作る 


@ 貞 じ 漢字 を 使う 熟語 を 出し て 
必要 な 漢字 を 組み 合わ せ て 目 


的 の 熟語 を 1 


の 





故障 か な ? と あわ て る 前 に 19/ 
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プリ ンタ が 動か な い 


印刷 され な い 


フロ ッ ピ ディ スク に 文書 や 
居 書 が 保存 で き な い 


プリ ンタ の 電源 が 入っ て いな い 


MSX 本 体 と 上 と プリ ンタ が 正 
し 〈 接 続き れ て いな い 


策 





プリ ンタ の 電源 を 確認 する 


MS X 本 体 と プリ ンタ の 接続 を 


確認 する 





印刷 形式 が 正しく 設定 され 
て いな い 


用 紙 が 正しく モッ ト さ れ て 
いな い 


フロ ッ ピ ディ スク を フォ ー 
マツ ョ ド MO CWU 


誤っ て 他 の 目的 で 使用 し て いる 
フロ ッ ピ デイ スク を セッ ト し た 





フロ ッ ピ ディ スク か ら 文 書 
や 辞書 を 呼び 出せ な い 


カセ ッ ト テ ー プ に 文書 や 辞 
書 を 保存 で き な い 


カセ ッ ト テ ー ブ プ か ら 文 書 や 
辞書 を 読み 込め な い 


フロ ッ ピ デイ スク ドラ イブ LMSX 
本 体 が 正 し ( 接 続き て て いな い 


カセ ッ ト テ ー プ の 誤 消去 防 
止 用 ツメ が 折ら れ て いる 


カセ ッ ト レ コー ダ の 音量 が 
小さ すぎ る 


カセ ッ ト テ ー プ に 保存 きれ て いる 
部 分 の 頭 出 し が さ る れ て いな い 


カセ ッ ト テ ー ジ の リー ター 
部 へ 保存 し た 


印刷 形式 を 確認 する 





スク と 取り 替え る 





M S X 本 体 の 説明 書 な ど を 参考 


に 、 接 続 の 確認 を す る 


カセ ッ ト テ ー ジ を 新しい も の と 


取り 替え る 


ーー 





に 





カセ ッ ト レ ュー タダ の 音量 を 上 げ 


る 


テー プ ' を 巻 戻 す 


み は 不 可能 に な る 











エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 


ラー テッ セー ジ 


エラ ー 理 上 邊 


町 走 方 潜 





デン ゲン ラキ リ 、 カ ンジ ROM カー 
トリ ッ ジ ツラ イレ チ 、 デ ン ゲ ン ラ 
イレ ナオ シテ クダ サイ 。 


二 ま BDM カ ー トリ ッ ジ が 
取り つけ られ て いな い 








読み が 重複 し ます 
何 か キ ー を 押し て 下さ い 


ユー ザ 辞 書 を 同じ 呼び 名 で 
登録 し た 





格納 場所 不足 で す 
何 か キ ー を 押し て 下さ い 


ユー ザ 辞 書 を 、 そ れ 以 上 登 
録 す る 余裕 が な い 





テー プ ・ リ ー ド ・ エ ラー が 発生 し ま 
時 


メモ リ に 入り きり ませ ん 


Disk の 空 エ リア が な く な り ま し た 


同じ ファ イル 名 が あり ます 


Disk 装置 に 異常 が 発生 し まし た 








放 セ ツ ド レコ ー ダ の 出力 が 


| MSX 本 体 に 文書 や 辞書 を 


読み 込む 余裕 が な い 


謙 曲 ウ ピ ディ スク に 文書 や 
辞書 を 読み 込む 余裕 が な い 





M Ni) 入 本 体 の 電源 を 切っ Kg ら ヽ 漢 
字 ROM カ ー ト リッ ジ を セッ ト し 、 


改め て MSX 本 人 me 入れ る 


どれ か キー を 押し し てく 別 の 呼び 名 て 


登録 し 直す 


ぼれ か キー を 押し て か ら 、 作 成 中 の 
文書 か 、 す で に 登録 し て ある ユー ザ 
和書 を 削除 する 


カセ ッ ト レ コー ダ の 音 量 を ト ! 
本 体 と カモ セット レコ ー ダ の 接続 を 確 
諾 する 


カセ ッ ト テ ー プ に 原因 が ある と き の 
呼び 出し は 不可 能 





それ 以上 の 読み 込み は 不可 能 な の で 、 
本 体 の 文書 や 辞書 を 削除 し て か ら や 
D り な お す 





の フロ ッ ピ ディ スク に 取り 替え ぇ 
、 不 要 な 文書 や 辞書 を 削除 し て 
か * 0 お す 





保存 を 行う とき 、 す で に フ 
ロッ ピ デ ィ スク に 同じ 登録 
名 で 保存 され た 文書 や 辞書 
が ある 


- オ ーーー 


同じ 登録 名 で 保 容 す る も と の 文 
書 や 辞書 は 消去 る れる 。 5 と の 文書 
や 辞書 を 残す とき は 、 別 の 登録 名 で 
保存 する 





ラロ ッ ピ ディ スク ドラ イブ 
詳 本 上 2 人 っ て いな い 


本 si デ ディ スク ドラ イブ 
装置 の 故障 や 、 フ ロッ ヒデ 
9 の IE く セ ッ ト さ れ 
で て いな いな どの 操作 ミス が 
ある 





フロ ッ ピ ディスク ド ライ ブ の 電源 を 


和信 れ る 


@ フ ロッ ピ デ イ スク ドラ イブ に 故障 
が な いか を 確認 する 。 も し 故障 の 
場合 は 説明 書 に し た が い 、 修 理 に 
出す 

@ フ ロッ ピ デ イ ィ イス 
する 


ク を 正しく セッ ト 


エ 多 デメ ツメ セー ジー 





桁 数 と 行 数 を 変え た 印刷 見 本 


下 表 は 、A4 サ イズ の 用 紙 で 書式 を いろ いろ 変え て 印刷 し た 場合 の 見 本 で す 。 左 端 の 書式 は 格 数 と 行 数 を 最も 広く 誤 
生 し 、 中 央 は この ソフ ト に 設定 され て いる 標準 の 書式 、 右 端 は 最も 狭く 設定 し た 場合 の 書式 の 見 本 で す 。 他 の 用 紙 サ 
イズ も この 見 本 に 準じ ます の で 参考 に し て (くだ さい 。 


A4 サ イズ : 桁 数 x 行 数 





38 X 28 42 x 40 





奪 は あけ ぼ の 。 や う や う 春 は あけ ば ぼ の 。 や 
< な (OS 08 の 
夏 は 夜 。 月 の 頃 は さ 

夏 は 夜 。 月 の 頃 は さら な た だ たつ な ど 、 ほ の か に 





理 の し ば を くだ な びき た る 


(の u 訴 っ 凍 22NDG 還 ら 作 6 に 陳 に 法 め 








対 起 義 
。 湊 匹 糞 
。9S 移 妃 頭 
。 の が 導 ご 当 が へ 人 





KR IIRK SS か 避 QS。 有 き 等 違 
SS 2 XX 抽 央 ③S 季 。 
sc ござ の 大豆 通 Sm 

sok 己 交 な へ 義和 詞 8 削 


で 


へ 当 ココ さ S み ご ww ム マ 3 系 VS 
作っ 外さ め 訪 。S み の 到 折 Sm 。 汰 女 畑 


< 人 へ さき 訪 へ こい ゅ さい すさ 


選 
1F - へ コマ S ル へ こい タタ 。S 所 Sew 嫌 晶 


> 名 光吉 多き さ 





2()( 邊 米 行 数 を 変え た 印刷 見 本 





この 索引 は 、 使 用 説明 書 で 出 て くる こと ば を あい うえ お 順に 並べ て いま す 。 


5 が 5 が いる と ば が 出 て きだ と き に は 、 参 照 ペ ー ジ で 調 さ て くだ きい 。 


か な 記号 
か な 女 字 キー ー コ コー コー コー コー エコ ーー ニラ コー コ つ OO ここ 4 1 
か な 入力 


を W 

1 ( 
%4| 
語 
誠 語 
| 
1 ば 
半 


せ ELECT| (セレ クト キー) 


ヒ 一 PCCOOOOCCCOOCLLCLCE 36, 52 
ら 

















美 置 IN 19 和 革 も 0 も も れる 3 も 5 こも も きき や も も も や も る る やる も て ャ る で So 10 

 -/ 還 ORDEROCONOGOONKSNEECOONOCCCCNCKODDCPPECC い COCCO 128 

1 隊 。* 公 = GOOGOOuGDOOUOOOGGGOGOGOOCCOGI コ は TL に こい 128 

| 了 OOONKNOOX2G つ きつ GO づつ 2 フロ 128 

| GSEOO つ いや CKVGO う OO スス たよ ス ついに いっ 128 

だ SOONENOSNOOOOOOKNGOOP コ CD つつ OCG つつ 42 
て 一 2 王族 ーー 13O332 ぱ 232G つ OGK いつ 3 スコ コパ 42 
ーー に SO スー 42 

TA 本 (ee 52.99 

ッ ン 人 ン た お つい いつ ら いい エス つつ つつ つや 1 こ くう スー で 99 

2 条 40 ITZII FC、- う 7 RS2 ス 3 くつ 3 つ 3 63.101 

タプ ブ セ | OO つく つつ うつ NSKOK PC 160 

タプ ブリ セッ | は GS つづ つつ CC で コワ ーー 102 
ラス, 3 1]| eSSGGS つ CO に OCG 152 

らち 】 中 内 に つい ここ こつ ざさ ここ つつ つつ COO つつ や 139 
て 0 21.52.129 
電源 スイ ポッ ーー うつ ロラ ON つい CR つ CC 10 


本 に PCGSS2zieipYeieieieieieisieimiaieieioretereteyaieleieles les seieele s < < く > oo eaie ei 


OUIODUKAULIOOKOROROIOKOCCCKC に PP に と 


<s si<jslss < くう < ェ ェ デデデ デ で 


eiEieieleieisieieie:ejsimjsieissle selslsieiolsieis > see 





トト トト トト トト トト トト トト トト トト トト トト トト トト トト トト トー トト ーー 


に に た エエ エエ ナミ ミミオ エエ エエ ミミ ミミ KEY まさ た で ささき きき 


ネイ テト トト トト トト トト ドド トト ド トト トト トト トト トト トト トト トート 


DOOOOCIOOCCYOCOCPLOLPILLECIPROEOOROROEKKKKKK) 


HOOCOCCOCOEYDOEEESEEEEEPPPPPPPPE 


YOOXKOROKKPKOPIPPPPTTT 


ココ イイ イス イズ アタ アイ マヤ エイプ フフフ OCNOIOXCE KK PP フー と 


スス ノ ノイ スイ イブ イイ イリ イイ アア イイ フフ フネ アガ YY 77772PY PD 7 の 7 ルリ フー 


バイ イイ アル ポア アポ リル アル YWPY XY PP フフ ーー ツ ・ 





/ ふ ファ ンク ショ シン ネー プチ 2 プッ PP PP …"58 


フォ ー マ ッ ト ーー イイ CCOCODDLPEYYEYP 11 
複写 イッ イッ イイ イイ ティ イィ イィ イィ イッ ッッ ッッ CPKYPP デ の COCCOKKEXYYPPPYPPPPYPWD 134 
回 ツ ピア ィ スク DD MI 間 1 


女 書 ・ 1020 ンプ 227 イ TYOYY YUIY7Y ア 0 DOCCCCCCPPPPR 15 
gi も Eo 本 


ーー 
ワ 
5 ーーー 








文書 作成 画面 OOLOCCODDUDDDDDCPLAXULDLLLKEERKAYITPPT で 
文書 の 保存 POUR AAAOUKAOKOOLRXANRNDNAADNONKTZ 161.170 
文書 の 合 COCOOCSOCKROROODROCOIOCROCKARCOKXSKKSYYE 167,176 
文書 の 消去 XR NAO CRONRARORNNOAOKRNONAY い ENTOKNT ナリ 181 
文書 目録 OCRONOOLCCNCXOROIONOAKOROKONORROKROORONOKA) 174.178.180 
ダ リ ドン レフ 誠 生 衝 の の ee の WV.UY か る tw 6 な gmY の 6 で やす で の を ゃ 99d 簿 10 155 
MS 10 150 
MSX 一 BB に ドド oo 10 150 
ESC--P… に ooo 10.150 
プロ グラ ムカ ー ト リッ ジ KO CK CK と] 0.12 
ヘル プ 画 面 RAYet2 の eauengraCmYe:geY6994eteu&uerststetde 57 
編集 WEeeie 和 Wie:ereiw:ieseie:aifse:3 あ 679ie:6SIaPe2%K0 お る むる 9 6: お esie ememieis8 お お 記 8。 138 
| 保 邊 mi バー デーーー 159 
カセ ッ ーー ン テ < ヽ DOK COOLO つ DOCD つ CCC 160 
国 ビデ イス 少 へ 、 STetaialefersrejeisieYeetste:g7 生 Se を いり も る の ay sre 169 








目録 MOMAGYaYoWG が 4392mNetSeaeieist'gersfeieidskeieiato/st コ マコ の の っ の 61 らら as 179 


上 55,174.175 
の ペー ビーOUOO CPP 36 
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"Yeceiv2 aoioipioe Kersieiefeietelejaieie72eYoiSieieraietieoVG7eioi こ 


の oe.eie:ei<erejvie:eiaio7eye7ereA7aieieiekeeiafeieieiaieCYeietaioieroicere oi 
Pe <1ele/o)o!ouere/ exeieiaie7ee ei eeiis2eze22eeaiekakezere0aj aeieiekare araioraie 


KOK の OCGO き OO で で CC いい C こ と こい ここ ら と CC つ DOGCCOR 


カセ ッ ン ョ トド テュルク の Me 
フロ ッ 5 た 信 ス シク の DONOLOOYGC つ CO GOO ここ こつ 173 
ap | 議 計 ご CC2CGCC CE ご ご ーー = 


1 ー っ IoJe iv7e(olsio:Lakeiretaieteeteroreia)aioraYeievejereieiS7ANYSIS な YSRtSTE き SS 








の U) 2 の 着 RSCOGCOPCGOCGOCGDGCGH ス SRC つこ ニー ニーー ご 102 
(Ne …29.52 


OCSCSOOE の ペニー ee 


LCTIOUELA YOLOWNIOY YY N い T で い へ い こ へ つ 
人 AKALKRKNAAKXGRAWRWAWONN い で へ くい いい いい いや くい 


PeYWie esa 9' ぐ Ke:6)e(@.wer eieiwieierArW&W'RDWP ON SS ve 





れ 0229402/0NM 二 E 67 
CN ワ ト RS RCCRR 則 昌和 18, 38 
iaSe9 要 3 換 の 灯 上 一覧 の 186 
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」】 | CT 
h 1 | Min LU 
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本 較 Fe こ 
Hm ーー デー 一 | 























ロー マ 字 ・ カ ナ 菩 字 自 動 変換 方 式 (あと か ら 変 換 付 ) 





30 文 字 X6 行 ( 高 解像度 モー ド )、15 文 字 X65 行 





16X16 ド ッ ト 





JIS 第 2 水準 の 一 部 616 壇 字 
特殊 文字 19 文 字 





(JIS 第 1 水準 の 漢字 2.965 文 字 と 記号 な ど 546 交 字 は 漢字 ROM に より 供給 ) 


単 漢 登録 数 9.474 種 
封 語 登録 数 32,716 種 
( 単 漢 、 熟 語 に は 人 名 約 5.000、 地 名 約 2.700 を 含む ) 








証 正 、 搬入 、 削 除 、 改 行 、 右 寄せ 、 セ ンタ リン グ 、 ア ンダ ー ラ イン 、 肢 線 (11 種 )、 半幅 文字 、 
倍 幅 廊 字 、 文 字 列 移動 、 複写 、 ユ ー ザ 辞書 登録 、 外 字 作成 、 縦 ・ 横 リピ ー ト 、 内 蔵 句 (100 種 ) 
日 常 漢字 、 特 殊 記 号 、 タ ブ 、 タ プ 位 置 表 示 、 レ イア ウト 表示 








横 ノ / 縦 印刷 、 一 括 一 行 印刷 、 禁 則 処 理 
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